


[image: ]







[image: ]







[image: ]




	
		[image: ]

	




[image: ]










プログレス・イヴ１




Ange Chronicle Side:BLACK








海羽超史郎





[image: ]
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue

progressive 01　青き世界

progressive 02　シックネス耐たい性せい

progressive 03　負けてもいいチーム

progressive 04　急きゆう募ぼプログレス

progressive 05　コンソールワーク

progressive 06　ブルーミングバトル




　あとがき







　Prologue







　これは名めい誉よなことなの、と義姉あねは言った。

　──常闇のダークネスエンブレイスの女王エンブレイスが、みずからシーナをお選びになったの。

　──このゴドー施せ恩おん院いんから王宮に召めし上げられる「魔ま女じよ」が出るなんて、これほど誉ほまれ高いことはないわ。

　そう言って義姉あねは、シンの肩かたを抱だいた。

　──だから、なにがあっても動いてはだめ。

　──わきまえて。

　その時の義姉あねの声はわずかに震ふるえていた。肩を抱く手には力がこもっていて、放ほうっておけばシンがなにか取り返しのつかないことをしてしまう、と言うかのようだった。

　シンがこれまで義姉あねに逆らったことなど、ほとんどないはずなのに。

　普ふ段だん、最年長者として施恩院を切り盛りする義姉あねが、ずっと視線を落としている。わきまえろというその言葉が、本当は義姉あね自身への言い聞かせだということもわかっていた。

　だから、シンは黙だまっていた。

　義姉あねはいつでも正しかった。だから、きっと今度も正しいと信じた。施恩院で一番気が短いはずの義姉あねがじっとしているのだから。なにかあるのだ。きっと。

　その通り、確かに名誉だった。

　義妹いもうとのシーナが王宮に上がる。それも女王エンブレイス直属の「魔女」として。

　なにしろ女王は魔女をたばねる頂点だ。魔女はこの闇やみの世界で唯ゆい一いつ、魔法によって光源を生み出せる存在のため、ただでさえ位が高い。その中でも、女王付の魔女といえば、女王の養女として迎むかえられる側近中の側近だ。王宮の幹部執しつ政せい官よりも格上というのだから、輝かがやかしい人生を約束されたようなものだった。

　シーナは、ゴドー王立施恩院のただの孤こ児じだ。貴族の娘むすめでもなんでもない。であるにもかかわらず、考えられうる限りで最高の待たい遇ぐうがとつぜん降ってきたことになる。

　名誉なのだ、間ま違ちがいなく。

　ただし──シーナがゴドー施恩院の出自であることは、今後伏ふせられることになる。

　女王の養女ともなれば、王宮から外に出ることも難しくなる。

　だが、それだけといえば、それだけだ。

　なにも今こん生じようの別れではないだろう、とシンは思う。さすがに、これまでのように一いつ緒しよに暮らせることはないだろうが、女王だって王宮だってすぐそこにあるのだ。王宮に関かかわることができれば、いつか会えるかもしれない。常闇のダークネスエンブレイスの地にいる限り、きっとどこかでつながっている。これっきり、シーナが死んでしまうわけではないのだから。

　──なのになぜ、義姉あねはそんなにもつらそうなのだろうか。

　そう疑問に思わなかったと言えば噓うそになる。だが、賢けん良りような義姉あねに対して、この疑問はあまりにも愚おろかな問いかけではないかという自制が働いた。

　だから、シンは黙っていた。

　シーナが王宮に迎えられる、という話を聞かされてから、ずっと。

　シンも孤児だ。施恩院でもあまり見ない、どこか遠方の異種族の血が入っていると言われていた。シンを施恩院に預けた生みの親はその性質をもてあましたようだったが、魔法華はなやかなこの常とこ闇やみの国では貴重な資質だ。ゆくゆくは異種族との交戦を主とする部隊に志願しては、という話もあった。

　生まれつき力が強く、頑がん丈じようで、我が慢まん強づよく、魔法にもよく耐たえる。

　シンの性質をよく言えばそうなる。

　だが、それは感情の起き伏ふくが緩ゆるやかということでもあり、ありていに言えば、少しばかり察しの悪いところがあった。そのことはシンも、自分自身でよくわかっていた。

　だから、シンは黙っていたのだ。

　きっとなにか事情があるのだろう。

　自分にはよくわからないが、おそらく仕方のない事なのだと思う。

　だから皆みんな、義姉あねでさえもうつむくばかりで騒さわいだりはしないのだろう。自分を絶対に義妹いもうとと会わせないようにしていることも。誉れを口にしながら、なぜか目を逸そらすのも。

　世界はあまねく思し慮りよ深ぶかき人々により、良きにはからわれているはずだ。

　シンの義妹いもうとのシーナ＝ゴドーは施恩院の出自を捨て、「魔女」として王宮に上がる。

　孤児では決して望めないような、きらびやかな二つ名も送られるに違いない。

　エンブレイスのすべての「魔女」の頂点である、女王の養女として。

　それは、名誉なことなのだ。

　そのはずだ。




　祝福の鐘かねが鳴るでもなく、宴うたげの花が散らされることもなかった。

　だがその日、王宮まで続く大通りには誰だれ一人ひとり出ることが許されず、一人分の幅はばしかない赤くて長い絨じゆう毯たんがどこまでもどこまでも、王宮まで敷しきつがれた。

　魔法特有の熱のない明かりだけが、普段のまま、王宮までの大通りをあかあかと照らし出していた。
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　その通りの向こうから、女王の使いが二人来てうやうやしくシーナの手を取った。

　怯おびえがちで引っ込み思案のはずの義妹いもうとは、もう、シンをふり返ることはなかった。

　それっきりだった。

　それっきり、シーナはたった一人で、王宮への赤絨毯を歩んでいった。

　そうして、その時になってようやくのことで──

　シンは、砕くだけそうなほど拳こぶしを握にぎりしめていることに気付いた。




　シーナに会えることは二度とないだろうと、誰もが言った。




　　　　△　▽




　あの時から、シンにはずっと疑問があった。

　エンブレイスを統すべる魔女の頂点、たった五人しかいない女王という存在に。

　あれからシンはずっと考えていたのだが、未いまだによくわからないでいた。

　女王がどうやってシーナを見いだしたのか。

　いったい、どういう基準でシーナが選ばれたのか。

　大通りで占うらないをやっていた魔女に訊きいても、女王ほどの魔女のことなどわかるはずもない、というばかりだった。おかげでシンにもなにひとつわからないのだが、シン自身が魔法のことを理解できていないので、それも仕方のないことかと諦あきらめてしまった。

　数年前から、シンは王宮の掃そう討とう部隊に所属することになった。それからというもの、戦せん闘とうの力を磨みがくことを第一に考えるようになっていた。

　目立った勲くん功こうでもあげれば、女王に謁えつ見けんできることもある。

　女王の娘となったシーナにだって、そこで会えるかもしれない。

　きっと、それが一番良い方法だと思った。




　気が付けば、シーナが王宮に上がってから、六年経たっていた。




　　　　△　▽




　常闇のダークネスエンブレイスにも朝は来る。

　そもそも、常闇という名めい称しようが誤解の元だ。エンブレイスの領民だって目玉のない深海魚ではないのだから、光がなくては生活できない。朝になると星明かりが広がっていき、昼には空一面がぼんやりと白むようになる。気温も上がるし、逆に夜になれば露つゆが草木を濡ぬらす。夜よ霧ぎりも朝あさ靄もやもちゃんと出るのだ。

　とはいえ、この朝だの昼だのという期間はせいぜい数時間ほどで、エンブレイスにおける一日の大半は、星明かりによって満たされた夜である。かなり明るい夜ではあるが、それでも朝や昼ほどではない。

　その理由は、夜空にある。

　よくよく観察していれば、満天の星明かりの中を、ぽっかりとくりぬかれたような円形の闇が移動していることもわかるはずだ。

　それがエンブレイスに夜をもたらしている〝闇の月〟だ。

　闇の月が昇のぼっている間は、比ひ較かく的に闇が濃こい。そしてエンブレイスの夜というのはこの闇の月が昇ることによって、昼間の強きよう烈れつな星明かりが減じられた状態なのだった。

　今ではそこらの子供でも知っているような理り屈くつだが、それは近代になってようやく明らかになったことで、それまではひたすらに「魔ま女じよ」が朝昼の星明かりを生み出していると思われていた。

　例えば『〝闇の月〟はかつて太陽と呼ばれ、星とは比べものにならないほどの大光源として空を巡めぐっていたのだが、それがあるとき人の姿になった。それが「魔女」であり、その時よりエンブレイスは常闇の夜が支配するようになった』といった按あん配ばいだ。

　もちろんこれは、神話というやつだ。魔法の中には、光や炎ほのおといった光源を操あやつるものがある。その光でもって生活や農産業を支えていた「魔女」や、彼女たちを束ねる女王エンブレイスがその威い光こうを高めるために生み出した、ごくありきたりな昔話にすぎない。

　だいたいエンブレイスは広大で、そこを治める女王は五人もいる。

　確かにシンの住む地方では、人間の中でも超ちよう常じよう的な力を持った「魔女」が有力で、その頂点が女王の名を冠かんしている。だが、エンブレイスのあっちこっちには「エルフ」や「悪魔」や「アンデッド」といった強力な種族がぶいぶいいわせているし、その女王はもちろんエルフや悪魔やアンデッドである。なので「魔女」だけがいにしえの太陽の力を宿している、などという都合のいい話があるわけないのだった。

　とはいえ、時代が移ったからといって「魔女」の力が失われるわけでもなく、その女王が権けん威いを失うはずもない。

　現在でも女王エンブレイスと呼ばれる魔女の女王と、女王直属の「魔女」たちが魔法によって光源を生み出しているのは間違いない。

　えっちらおっちらと夜間の闇を照らし続けている彼女たちが、尊重され、それなりに敬意を払はらわれているのもまた、間違いないのだった。




　もっとも、魔女の広めたものもいろいろだ。良いものもあれば、微び妙みようなものもある。

　たとえばエンブレイスの領民は、下々のアホな子供から受領を取りしきる上級官かん僚りように至るまで、ちょっと困った価値観を共有している。

　魔女を始めとして、ちょっと気の利きいた領民には「常闇のダークネス」とか「漆黒のオニキス」とか「無尽のエターナル」とか「比類なきフラツトネス」とかいう、仰ぎよう々ぎようしい複数形容節の組み合わせからなる二つ名が与あたえられていて、公式な文書や場所では必ずといっていいほど出てくるのだ。

　正直なところ、あれはちょっとどうにかならんかな、とシンは思っている。

　役所にちょっと手続きに行ったりしただけで「さざめく遠えん雷らいのコロン様ー」とか「うち震ふるえし時の心臓オクタヴィア殿どのー」とか聞こえてくるのだ。シンは毎回そんなやりとりを聞くたびに、待合室の椅い子すからちょっと腰こしが浮うく。

　施恩院ではそんな二つ名なんて誰だれも持っていないから、シンはどうしても背中あたりがかゆくなるのだ。なのに、シン以外の人々はあまり気にしていない。

　でもこれは、そういう価値観に慣れないシンがおかしいのかもしれない。施恩院ですら、シンと同じように二つ名を訝いぶかしんでいたのは唯ゆい一いつ、義妹いもうとのシーナだけだった。

　きらびやかな語感なんて普ふ通つうだし、昔からそういう称しよう号ごうが踏とう襲しゆうされているだけだし仕方ないし、えっ、なになんなの恥ずかしいなんてそんなこと思う方が恥ずかしいんじゃないんですかぁあ？　という風ふ情ぜいで、みんな素知らぬふりで仕事をしている。

　でもシンは思うのだが、これはたぶん噓だ。ちゃんと問い質ただしたことはないが、なんとなくわかるのだ。

　だって二つ名を呼んだり呼ばれたりすると、みんなちょっと顔つきがドヤっている。

　澄すました顔をしているが本心では、かっこいい……！　と思っている。

　理解できない。




　ともかく、そんなエンブレイスにも朝は来る。

　どこか、シーナが王宮へ迎むかえられた日のような、静けさに満ちた朝だった。

　そんな闇やみの薄うすくなる明け方に、常とこ闇やみの空にぽっかりと、青いあおい光が生まれた。

　あれがもしかしたら太陽というやつか、とシンは思ったが、あまり深くは考えなかった。

　なにしろ魔女はいろいろ魔法の実験をするし、時には派手な失敗をすることもあった。魔女の力の源泉は、研究に没ぼつ頭とうする並外れた好こう奇き心しんなのだ。見た目に派手なものは、たいてい未熟な魔女のやらかしに決まっていた。

　その日は非番で、シンは自分の身の丈たけほどのウォーハンマーを手に、日課のトレーニングを繰くり返していた。

　エンブレイスには、人間によく似た人間以外の異種族も多くいる。その辺境には異形の異種族も多くいる。彼らが憎にくいわけではないが、人間と生活圏けんが重なればそれなりに衝しよう突とつが起こるし、時には駆く逐ちくすることも余よ儀ぎなくされる。

　シンは、そうした異種族の掃討部隊に属していた。

　部隊に入ってから、頑がん丈じようで力の強いシンはずいぶんと重宝された。大きな争いでは先せん陣じんの一いち翼よくを任されることもあったが、そんなものでは勲功とはいえない。隊の中で、そして女王に認められるようになるまでは、まだまだ先は長かった。

　だからその日も柄えつきの鉄てつ塊かいを振ふり回しながら、シンは、ときどき空を見上げていた。

　まるでどこかにつながっているような、青く歪ゆがんだ大穴だった。

　あんなスケールともなれば、いったいどれほどの魔女がやらかしたのか。

　もしかしたら女王かな、という不ふ埒らちな期待がシンの脳のう裏りをかすめ、ふと──

　シーナは元気かな、と、それだけが気になった。




　　　　△　▽




　常闇のエンブレイスにも朝は来る。

　聞けば、そんな日の明け方に、女王は青の世界へと娘むすめを派は遣けんしたという。

　青い光は『門ハイロウ』と呼ばれ、その向こうにはエンブレイスとは全く異なる、青の世界が広がっているという話だった。青の世界がどんなところかはまったくわからない。

　だから、女王は、シーナをやった。

　巡りのよくないシンにだって、その意味はわかった。

　先陣を任されるのは「死んでいい奴」からだと決まっていた。

　その時のために、シーナは召し上げられたのだ、と今さら悟った。




　なにもかも、もう手遅れだった。

　結局、なにからなにまで義姉あねは正しかったのだ。シーナについても、シンについても。

　シンには、異種族の血が流れている。施恩院で育ち、掃討部隊に属している。生まれつき力が強く、頑丈で、我が慢まん強づよく、魔法にもよく耐たえる。だが、そのぶんだけ察しが悪い。

　だから、察してしまえばもう手遅れだ。

　──シーナを、義妹いもうとを連れ戻もどさなければならない。

　六年もかけてそのことに、ようやくシンは気が付いたのだ。




　闇の薄くなる明け方の、明け切らないあいだに。

　シンは、ただのウォーハンマー一丁を携たずさえただけで、王宮へと殴なぐりこんだ。




　　　　△　▽




　察しの悪さは死を招く、と、シンは掃そう討とう部隊の隊長に言われていた。

　その通りだった、とシンは思う。

　何世代も前の女王はその昔、輝かがやく太陽を闇の月へと変えたと言われる。いわば女王の強さは、星を創つくっては壊こわすようなものなのだ。掃討部隊が辺境で相手をしている異種族のような、身体からだがでかいとか鱗うろこが硬かたいとか炎を吐はくとか、そんな程度の相手ではなかった。

　油断はしていないつもりだったが、相手のスケールを見誤っていた。

　女王エンブレイスは、別の世界へとつながるような『門ハイロウ』を生み出すような、バケモノだ。

　黒の世界を統すべ、常闇の地エンブレイスの名を冠するような、魔女の頂点なのだ。

　勝てるわけがなかった。




　それが、このザマだ。

「愚おろかな子」

　女王の瞳ひとみは、どこを見ているのかわからなかった。黒くて大きな瞳だったが、ほとんど目線を動かさない女性だった。目線だけでなく、年ねん齢れいもよくわからない。

　だが、その声が自分に投げかけられたものだということぐらいはシンにもわかった。

「残念だけれど、シーナは留守にしているわ、シン＝ゴドー」

　女王の居室は意外に質素だった。

　深い絨じゆう毯たんと大きな窓、そして女王が横になっていた長なが椅い子す以外には家具のようなものはほとんどない。装そう飾しよく品もなく、額がく縁ぶちの油絵すらなく、ただ、錆さびの浮いたフルプレートの鎧よろいが壁かべ際ぎわにぽつんと置いてあるだけだ。

　その絨毯の真ん中に、シンは這はいつくばっていた。すぐそこに愛用のウォーハンマーが転がっているのに、拾うことさえできずにいる。居室に入ったときからずっとこうだ。

　魔法だ、と思ったときにはもう遅おそかった。正体不明の力がシンを抑おさえつけていた。

　もはや身動き一つ取れないシンを、女王は窓際から眺ながめ、問い質している。

「それとも、私の命を狙ねらいに来たのかしら」

「義妹いもうとを、返してもらおう……！」

　休んでいるところだったのか、女王はすとんとした簡素なドレスをまとっているだけだった。ガウンすら羽織っていなかった。古い魔女にはお決まりのフードや、見習い魔女が好むフリルやリボンの装飾とは、一いつ切さい関かかわりがなさそうだった。

　女王の、その動かない黒い瞳が、ふと、笑ったような気がした。

「留守だと言ったはずよ、シン＝ゴドー」

「なら、呼び戻してくれ」

「シーナはもはや私の娘。施恩院で暮らしていたあなたの妹ではないの、シン＝ゴドー」

　そんなことは知ってる。

　いったい、誰が最初に言い出したのかは知らない。ただ、シーナは帰って来ないという話だった。女王の娘となったのだから、もはや施恩院に顔を出すことなどありえない、と。

　だが、シンは、彼らの言うことを真に受けなかった。

「シーナの名を出して、ここまでやってきたのかしら」

「……そうだ」

　這いつくばったシンの瞳を見つめ、女王がまた、呟つぶやいた。

「愚かな子」

　知ってる。

　シンには、シーナは帰って来ない、と言われる意味がよくわからなかった。

　シーナは王宮にいる。ならば、自分がその場に訪おとずれればいいのではないかと思った。誰もが認め、女王にも認められるような、それだけの力を手にすればいいだけの話だ。今は無理だが、いつかきっと会うことはできる。エンブレイスにいる限り。

　ただ、その前提が崩くずれた。まさか、異世界が現れるなんて思わなかった。

　シーナがそこに送られるなんて、思わなかった。

　愚かというなら、愚かだったのだろう。

　女王がひとすじの手をのべて、ふたたび魔ま法ほうが始まった。

「眠ねむりなさい、シン＝ゴドー。あなたがいなくなった後のことを考えると、頭が痛いわ」

　これが女王の魔法か、とシンは思う。

　炎ほのおや氷や雷かみなりといった、自然現象を操あやつるようなものではなかった。なりたての「魔女」が自じ慢まんげに見せびらかすような、光と音の洪こう水ずいとは何もかもが違ちがった。

　女王の魔法には、派手さなどかけらもない。

　それは、見てくれなど一切構うことのない魔法だ。目にした者がその瞬しゆん間かんに命を落とすような、ごく単純な力でしかなかった。その様は、戦闘龍種ウオードラゴンが放った断だん末まつ魔まの一いち撃げきを思い出させる。すくみ上がる咆ほう哮こうも、耳をつんざく衝しよう撃げき波はもないのに、女王の魔法はあの小山のような暴力の塊かたまりとどこか似ていた。

「ぐお……あ…………」

　声すらろくに出せない、きわめて高精度の、超ちよう重力だった。

　周囲には一切影えい響きようを与あたえないのに、シンの身体だけが、見えざる巨きよ大だいな手に握にぎりつぶされていく。魔法というにはあまりにも無造作な力が、あたりまえのように働いていた。

　桁けたが違う。

　おかしな方向に腕うでが曲がり始めた。

　すでに爪つめは指先から弾はじけて、もはや一枚も残っていない。翼竜ワイバーンの鱗すらこじ開けるはずの、堅けん牢ろうなだけがとりえの忌いみ子の呪のろいが、薄うす衣ぎぬのように破れていく。ぷつぷつと肌はだの表面に血がにじんだかと思えば、沸ふつ騰とうしているかのようにじゅうじゅうと泡立ち始めた。背骨のひとつひとつが脱だつ臼きゆうし、そのうち頭ず蓋がい骨こつの継つぎ目までも外れていきそうだった。

　歯は茎ぐきからは、味わったことのない金属の苦い味が、じわじわと浸しみだしてきた。

　まるで、荷馬車に轢ひかれたカエルのように押し潰つぶされていく。

　そんな破は滅めつの音を、どこか遠くに聞きながら、なぜ、とシンは思う。

「……な…………ぜ…………」

　愚かな問いだとわかっている。けれども、どうしても、そこがわからない。

　六年経たってもわからなかった。

　女王がシーナを連れて行ったことが、シンにはどうしても、憎めなかった。

　シーナには、生まれつき優れた魔女の素質があった。

　女王は、そんなシーナを望んだだけだ。

　そして自分には、それをどうすることもできなかっただけだ。

　この世のあらゆる力は生まれついてのもので、そんなことを決めた〝誰か〟がこの世のどこかにいるという、ただそれだけのことだ。

　だとしたら。

　この命が尽つきる前に、一度だけでいいから──

　シンと施恩院からシーナを取りあげた、その〝誰か〟とやらを──

　殴らせろ──




　その時、ふとシンは気付いた。

　幻げん覚かくだと思った。

　血の膜まくのかかった視界の隅すみで、空っぽのはずの鎧が動いたような気がしたのだ。

　そうして鎧は、ゆっくりとシンを指さして。

　どこかに、なにかを、埋うめ込んだ。





［ 承しよう認にん条件：⑤ ］






「気が変わったわ」

　一瞬気を失っていたらしい、とシンが気付いたのは、女王の声がしたからだ。

　苦い金属の味で、奥歯が割れそうだ。

　悶もん絶ぜつしながらのたうち回るシンには目もくれず、女王は鎧を見つめていた。

　目覚めたことでふたたび悶絶しながら、シンは不思議に思う。

　鎧は相変わらず、シンを指さしている。

　鎧が動いた幻覚を見たはずだったのに、あれは幻覚ではなかったのだろうか。

　女王は、その黒い瞳を鎧から離はなさないまま、シンに告げた。

「賭かけをしましょう、シン＝ゴドー。あなたは、これから青の世界に送られる。そして、そこから自力で戻ってくるの」

　なにを言っている、とシンは思う。女王の言ってることの意味がよくわからない。

　シンの察しが悪いせいではなく、単に女王の魔法がシンを殺しかかっているせいだ。

　もはやシンの脳にはろくに血も通っていないのに、女王はなにか難しいことを言う。

「シーナに会わせてあげる、と言っているのよ、シン＝ゴドー」

　少しだけ、女王エンブレイスの言ってることがわかった気がする。

　わかったが、そのあとの内容は、また意味がわからなかった。

「ただし、あの子は今、青の世界の学校に通っているの。我がエンブレイスの代表として。この〝魔女の女王ウイツチ・エンブレイス〟の代行として」

「……なぜ、そんなことを」

　女王の、どこを見ているのかわからない瞳が、シンを射たのがわかった。

「不思議なことを訊きくのね、シン＝ゴドー。子供を学校に通わせる理由なんて、決まっているでしょう？　もちろん、良い成績を残すためによ。年とし頃ごろの淑しゆく女じよにはもってこいの〝留学〟だと思わないかしら」

　芋いも虫むしのように、もぞ、と這いずるシンを見下ろしながら、女王は告げた。

「あなたにもその学校に行ってもらうわ、シン＝ゴドー」

「馬ば鹿かな……」

　毛け脚あしの長い絨毯に血ち汗あせをこすりひきずりながら、シンは、自分を見つめる女王が、実はとても美しい顔立ちなのだということにあらためて気付いた。思わず笑いそうになる。

　女王の言うことも、同じぐらい笑えた。

「青の世界に放ほうりこまれて、俺が、ここにまた戻もどってくると……？」

「戻ってくるわ。だって、あなたは自分の命をチップに差し出しているんですもの。相応の賞品は手に入れないと釣つり合わない。そうよね、シン＝ゴドー」

「……わざわざ殺されるために、戻ってくる馬鹿がどこにいる……？」

「賞品は、そうね……」

　女王はシンの言葉に取り合わず、しばし何かを考えて、すぐに決めた。

「ゴドー施恩院、ではどうかしら」

　その時になって、ようやくシンは思い出した。

　女王は、魔女だった。

　それも、相当にタチの悪いやつだ。

「貴様……」

「あなたやシーナの弟妹きようだいたちも、あなたの帰りを首を長くして待っているに違いないわ、シン＝ゴドー。あなたが青の世界から戻ってくれば、ゴドー施恩院は王宮の庇ひ護ごにあるまま、そっくり差し上げることにしましょう。ただし、あなたが戻ってこなければ──」

　義姉あねと、まだまだ幼い弟妹たちの姿が脳のう裏りをよぎる。

「庇護は難しくなるわ、シン＝ゴドー」

「……俺は必ず戻ってくる。どんな手を使ってでも……」

　血の味の涎よだれを食いしばり、シンは女王に向かって這はっていった。かすむ目でハンマーを探し当て、折れ曲がった手でたぐり寄せた。

　女王に、せめて一発だけでも入れておかないと、気がおかしくなりそうだった。

「だから、施恩院には指一本触ふれるな……！」

「勘かん違ちがいがあるようね、シン＝ゴドー」

　超重力の中、ハンマーを杖つえがわりににじり寄り、ぶるぶると差し出された血まみれのシンの手を、女王はその美しい瞳ひとみで見つめていた。

「あなたは自分の立場をわかっていて？」

　そうして、女王はほんのわずか、シンに向かって笑えみを浮うかべた。

　穢けがらわしいとも愛いとおしいともとれる、不思議な笑みだった。

「誰に、ものを言っているのかしら」

　その直後。

　さらなる重力がのしかかり、シンの視界と意識はあっという間に消えた。

　潰された、と気付く間もなかった。




　　　　△　▽




　時々意識が戻ったときに、荷物として扱あつかわれていたのは覚えている。

　シンが詰つめこまれた袋ふくろはヤスリのように硬かたく、むき出しの傷が無事な皮ひ膚ふごと擦すり切れて、あっという間にぐずぐずになった。

　信じられないぐらい痛かった。




　あとは再び、なにもわからなくなった。







　progressive 01　青き世界







　青せい蘭らん島にはアゴがある。

　もちろん島の形の話である。昆こん虫ちゆうのアゴじみた、そんな形をした防ぼう波は堤ていがあるのだ。

　青蘭島は、東京湾わんや房ぼう総そう半島をずっと南下した小お笠がさ原わら諸島の、南の端はじっこに位置している。もともとは、こんな海のド真ん中で真水が湧わくなんてすごい！　という以外に見所のない、プレートテクトニクスの気まぐれと言うほかにない、ごくごくありふれた小島である。あまりに本州から離れているため、無人島と間違われることも多かったそうな。

　三年ぐらい前までは。

　それがこのアゴ、もとい防波堤ができたあたりから、青蘭島は何もかも変わった。

　なんでそんな防波堤がいきなり造られたのかと言えば、それはもう全部『門ハイロウ』のせいだ。

　三年前、赤青白の色しき彩さいを帯びたあの穴ぼこが、青蘭島の上空にぽっかり口を開けた。その時から、東京都青蘭島は独立行政特区としての青蘭学園を擁ようした「どこにも属さない」青蘭島へと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。

　あれからというもの、真水しかなかった青蘭島はずいぶん姿形を変えた。

　たった三年のうちに埋うめ立たてと造成を繰くり返した青蘭島は、もはや倍ぐらいの規模に達し、今ではすっかり学園都市と呼ばれるようになった。なにしろ『門ハイロウ』は異世界につながっているというのだから、偉えらい人だって本気を出す。とりわけ手始めに着工された大防波堤はファラオじみた強権で取りかかられ、実際に、考えうるかぎり最速の工期で完成した。

　ただ完成してみれば、その外観はどう見ても昆虫っぽい、特大のアゴなのだった。

　航空写真で青蘭島のフォルムをとらえればクワガタのような大きさとギザギザ感をもった防波堤が目につく。外海から青蘭島本体を隔かく絶ぜつするように、沖おきのあたりまでにょきっと突つき出して、埠ふ頭とうにはフェリーでさえ停てい泊はくできる余よ裕ゆうがある。

　島の規模に比べると結構、いやかなり大きい港こう湾わんだった。出口の狭せまいアリジゴクめいた構造のせいで、防波堤の内側はいつでも出船停船待ちの船せん舶ぱくでごちゃついているのが玉にキズだが、こればっかりは仕方がない。

　なにしろ青蘭島のあるあたりは緯い度どでいうと亜あ熱帯であり、外海の荒あら波なみと台風の吹ふきだまりのような場所にある。位置的にどんだけ離れていようが本土より南東にある離り島とうはすべて東京都に所属するために、かつては本土のお役人が年に一度、漁に出ている島民から船上で聞き取りなどしつつ「現げん況きようを目視で確かく認にん」していた。

　それまではあまりに波が荒あらくて、危なっかしくて近寄れなかったのだ。

　ということで今もこの海域は、青蘭島ぐらい強固なアゴ型防波堤がないと船もろくに繫つないでおけん、というおっかない場所である。島に近づこうとすれば、急きゆう峻しゆんな海底のくりだす荒あら々あらしい海流と三角波によって、揉もみに揉まれる。

　そしてこの荒波こそが、青蘭学園に入学しようとする学生にとってまず立ちはだかる試練なのだった。

　というわけで。

　青蘭学園に向かう際には、くれぐれも酔よい止めを飲んでおくのが肝かん要ようだ。

　でないと、船ふな酔よいでたいそう切ないことになる。

　具体的には、ゲロ祭りである。




　そんな忠告を、わざわざ青蘭島へ向かう直前に聞かされても困るのだ。

「……そんなにひどい揺ゆれなのか？」

〝世話役〟のじいさんに連れられた臣しんを待っていたのは、小狭い事務所だった。

　それほど広くない空間に、なぜだか応接用のソファやらローテーブルやらロッカーがこれでもかと詰めこまれている。なにかの義務のように、一番奥には灰色のでかいスチール机まで押しこまれていた。

　じいさんが閉め切られていた事務所の窓を開け放つと、事務所に入るまでしていた潮の香かおりが、ふたたび臣の鼻をくすぐった。

　ふいー暑いな、とぼやきながら、じいさんはここ数日でようやく見慣れた『かすがい乳業』ロゴのジャンパーを脱ぬぎながらソファに腰こしかけ、窓の外へあごをしゃくってみせる。

「うんにゃ、揺れそのものは言うほどでもねえ。けどエンブレイスにゃ、あんなどでかい船なんかねかったろうが」

　抜ぬけるような青空と船着き場。そしてどこまでも続く大おお海うな原ばらのど真ん中に、視界をさえぎるようにして真っ白い船舶がそそり立っている。壁にしか見えないが、船である。

　港には、まるで建造物のような趣おもむきのフェリーが停泊していた。

　じいさんの話では、でかい船だとゆっくり揺れ続けるのだそうな。なので、慣れていない者だと一発で酔うという話だった。

「まあ悪いことは言わんから、島に着くまで薬飲んで寝ねとけや」

　本当のところを言えば、臣はほとんど船に乗ったことがない。

　だいたい船酔いというのがよくわからんのだった。ひどい舗ほ装そうの道を荷馬車の荷台で過ごしたらえらいことになるじゃろ、と言われても、船はどう考えたって荷馬車ではない。

「だいたいお前さん、魔女領ウイツチ・エンブレイスの出じゃろうがよ。内地でろくろく船も乗ったことのない兄ちゃんが、このあたりの波にあおられたらただじゃ済まんわ」

　とじいさんは笑う。

　確かに、「魔女」の女王が治める地はエンブレイスでも内陸にあたる。だから、エンブレス出身の臣には海そのものが珍めずらしい。乗ったことのある船といったら、ごく穏おだやかな地下河川の渡わたし船ぶねぐらいだ。その船だって『忌いまわしき忘ぼう却きやくの運河』とかいう痛々しくも大おお仰ぎような名とは裏腹のちょろちょろ川を下る手こぎボートだった。

　ただそんなことよりも。

「波はどうでもいいんだ。気分が悪くなったとしても別に構わないんだが」

「ほんじゃ、なにが気に入らんのよ？」

　臣にとっては意識がもうろうとしている間に知らない場所に着く、というのがちょっとつらいのだった。肝きもは太い方だが、いくら臣が無神経といっても限度がある。

　全身バラバラ寸前のくりゃんくりゃんに痛めつけられて、ジャガイモか何かのように袋ふくろ詰づめにされて見知らぬ場所へと送りつけられた記き憶おくは、あまり思い出したくない。

　そう訴うつたえる臣に、じいさんはほとほと呆あきれた顔をした。

「薬飲んで寝るだけじゃが。我が慢まんせいやそれぐらいよう。頑がん丈じようなんだろうがお前さん」

「そういう問題じゃないんだ」

　狭くて暗くて暑くて臭くさくて苦しくて、それなのにえんえん眠ねむく、寝ても覚めても悪夢ばかりでいつまでたっても目が覚めない。

　頭がおかしくなるかと思った。

「ああいうのだけはもうごめんだ」

「……普ふ通つう、あんな送られ方はせんのじゃけど」

　どこか難しい顔をしながら頭をかいたじいさんは、少しばかり声を低めた。

「治ち癒ゆの魔ま法ほうもえらい効ききが悪かったが、お前さん、いったい何をやらかしたんぞ？　あんだけタチの悪い魔法をくらった奴やつは初めて見たわ」

　何重にも縛しばられて鍵かぎのついた袋に詰められたうえに、ご丁てい寧ねいに眠りの魔法までかけられて送られてくる奴も初めてじゃけど、とじいさんは肩かたをすくめる。

「こないだ青蘭島に来た女王の娘むすめさんなんかは、それは派手なもんだったと聞いとるが。お前さんも〝こっち〟に送られてくるっちゅうことは、なんぞ女王のご意向を受けとるはずじゃろがい。それがなんで一回本土に送られて、エンブレイス出身ちゅうことも隠かくす必要があるのか、そこがようわからん」

　そう言うと、じいさんはおもむろに机へと手を伸のばし、手て探さぐりで引き出しを漁あさった。

「おまけにお前さん、死にかけとっただろうが。スパイならいくらなんでももうちょっとうまくやるわ。誰だれにも見つかりっこねえのに、血まみれで送りつけられてくるスパイなんて聞いたこともねえ。悪わる巧だくみにしちゃあ、ごたごたしすぎっちゅうもんよ」

　ややあって、ほれ、とじいさんがプラスチック製のカードをよこしてみせる。

　グレーがかった表面に浮うき出したスズランの校章。そこに重なって、なにか文字が印字されているのだがエンブレイスの文字ではなく──

　臣がそう認にん識しきした瞬しゆん間かん、胸むな元もとのあたりがちかちかと瞬またたき始めた。革かわ紐ひもで首からぶらさがった水すい晶しようのペンダントが、紫むらさきがかった光を放っていた。

　と、ふいに臣は、カードの文字がエンブレイスで言うところの〈生徒証〉という意味だ、と読めるようになった。目玉の裏あたりが、文字を差し替かえたかのようだった。

　その様子を見やったじいさんは、心底不思議そうに首を振ふってみせる。

「そんな『辞書』なんて便利なもんまで賜たまわっとるのによう。なんであそこまでボコボコにされるんじゃい」

「ボコボコにされた後に、勝手に首にかけられたんだ」

　とはいえこの『辞書』がないと臣は青の世界の文字も読めないし、意味もわからない。

　正しくは、言葉だけなら通じるらしい。青の世界の言葉は、ある程度自動的に〝翻ほん訳やく〟されて臣には聞こえている。

　たとえばこちらの世界の言葉で「こんにちは、今日はいい天気ですね」と言われれば、ほとんど間違いなく臣には伝わる。エンブレイスにも「こんにちは」や「今日」や「いい天気」といった単語に対応する言葉はあるので、臣には「エンブレイスでいうと『こんにちは、今日はいい天気ですね』だな」ということがわかる。

　だが、言葉がわかったからといって、その意味まではわかるとは限らない。エンブレイスにないものは、この自動的な〝翻訳〟では面めん倒どうを見てくれないのだった。

　たとえば「クルマに気をつけろ」と言われたって、クルマというのが荷馬車ではなく、人を乗っけたまるまっこい鉄の塊かたまりがタイヤをごろごろ転がしているやつだ、とわかっていないと気をつけようがない。かといって、いちいち言葉の意味を聞いて覚えるなんてやっていたら日常生活が成り立たない。

　この紫むらさき水ずい晶しようはそのサポートをしてくれるものらしい。じいさんがそう呼んでいるので、臣も『辞書』と呼んでいる。青の世界の文字や言葉で、臣がわからないことについて大まかなイメージを頭の中に引き渡してくれる。特に、文字についてはこの水晶を通さないとまったく読めない。

　その『辞書』が、臣の疑問に応じて、〈生徒証〉のイメージを渡してきた。

　この〈生徒証〉は、青蘭学園の生徒を管理するＩＤだ。そして同時に、公共機関の定期パスや図書館利用カード、食堂や購こう買ばい所やそこらの店で広く使えるチャージ式の電子マネーウォレットといったもろもろのサービスが使える大事なものだ。

　電子マネーというものがよくわからなかったが、臣はそこでひとまず『辞書』をぎゅっと握にぎりしめた。こうすると『辞書』は停止する。それがわかるまでたいそう臣は苦労したのだが、その時のこともあんまり思い出したくはない。深く考えると『辞書』はどんどん芋いもづる式にイメージを渡してきて収拾がつかなくなるのだ。

　そうしてふと、臣の視線が〈生徒証〉の真ん中あたりで止まった。

　一度『辞書』を通した文字は、まるで元から知っていたかのように、普通に読めるようになる。その文字は、こちらに来てからかなり初期に読めるようになった。

　護ご堂どう臣。

　それが、シン＝ゴドーに与あたえられた青の世界の名前だった。

　じっと〈生徒証〉を見つめている臣に、じいさんはどこか気き遣づかわしげな目を向けた。

「……まあ、偉い方には偉い方の事情っちゅうもんがあるんだろうけどよ。えらいことに巻きこまれとるんじゃないのか？」

「──なあじいさん。船の他に青蘭島へ行く方法はないんだな？」

　じいさんの疑問をやりすごし、臣はこつこつと壁に掛かかった地図をつついてみせる。

「昔はともかく、今はその青蘭島ってとこは栄えてるんだろう」

　だがやはりというべきか、じいさんはあまりいい顔はしなかった。

「そりゃまあ、青蘭島には飛行場もあるしヘリポートもあるがよう。お前さん、青蘭学園に編入するっちゅうのが建前のはずじゃろがい」

「へりぽー……？」

　なんだそれは、と疑問に思ったとたん、またも臣の胸元がぼんやりと熱を持つ。

　頭の中でちゃかちゃかと『辞書』が仕事をした結果、平べったい羽根をぐるぐる回して空を飛ぶ、という乗り物のイメージを渡してきた。しかし、ハッチからはなぜかジュラルミンケースを抱かかえた紳しん士しが身を乗り出していて、空から大量の紙し幣へいをばらまいている。

　正直、理解に苦しむ。

『辞書』は確かに便利なのだが、いったいどこからそんなイメージを引っ張ってきたのか、と途と方ほうに暮れることがある。

　だが、とにかく臣にも、じいさんの言わんとすることはわかった。

「これは、目立つな」

「エンブレイスの魔女部隊だってもうちっと地味だわな」

　そう言って笑う世話役の視線は、どこか遠くに向けられていた。

「いいか。くれぐれも、ここが青の世界だってことを忘れなさんなよ。よけいな注目を集めれば、なにもかもがだいなしじゃでよ」

　そう囁ささやいた世話役に肩を叩たたかれ、臣はロッカーの鏡に映った自分の姿をながめてみる。

　相変わらず、面おも白しろみのない顔だ。あまり感情が出ないと言われる表情は、少し眠そうに見える。髪かみが伸びているが、重力魔法でこてんぱんにやられた傷はどこにもない。

　ただ、その衣服が大きく変わっていた。

　青いラインの入った黒のブレザーにスラックス。

　この制服はほんの数日前に送られてきたものだ。測ったようにぴったりなのはありがたかったが、普ふ段だんごわごわのアンダーアーマーばかりの臣にとって、青蘭学園の制服はずいぶん頼たよりない気がした。質は良いものの、上着ですらどこかひらひらしている。

　そんな渋しぶい顔つきの臣の様子に、じいさんは肩をすくめる。

「青蘭島で戦せん闘とう服なんか着てたら、あっちゅう間に脱だつ水すいで動けんようになるわ」

　そもそも青蘭学園は南国にあるため、ほとんど間を置かず夏服に着き替がえることになるらしい。同どう梱こんされていた制服の中に、さらに薄うすっぺらく半はん袖そで、というシャツがあったのを思い出して、臣はいっそうげんなりする。

　こんな格好をしていると、いやでも認識させられる。

　自分はもうすでにシン＝ゴドーではなく、護堂臣だということを。

　すべては女王の差配であり、もはや引き返すことなどできないのだということを。

「ここじゃ女王の加護なんてありゃせんぞ」

「……そんなものはいらない」

　──青蘭学園の編入生として潜もぐり込み、自力で戻もどる。

　それが、臣に与えられた使命だ。

　そのことに、どういう目的や意図が含ふくまれているかは、結局教えてもらえなかった。

　あの女王がいったいどんな思おも惑わくで、と気にかかるが、もはや送りこまれてしまった後なのでどうにもならない。

　それに、なにより青蘭学園には、義妹いもうとのシーナがいるという。

　たとえそれが女王エンブレイスの気まぐれだとしても、ここまで来たからには、臣はシーナを連れ戻すつもりでいるのだった。

「世話になったな、じいさん」

「気をつけて行けや」

　肩かた越ごしに軽く手を振って、臣は事務所の外へと歩を向けた。




　結局じいさんは最後まで名前を教えてくれなかったし、なんで表向きの職業が千葉で牛乳屋なのか訊きくのも忘れた。




　　　　△　▽




　臣にとって、エンブレイスの海はどこか遠くの国にあるものだった。船はせいぜい、地下水脈を渡わたるときに使われるものに過ぎなかった。

　だが青の世界には、陸地よりも海の方が多いという。どういう理り屈くつで陸よりも水の方が多いのやら臣にはまったく理解できなかったが、この世界が青の世界と呼ばれる理由はなんとなくわかった。

　この世界の空と海は、青いのだ。

　そして頭上を仰あおげば、じりじりと灼やけつくような光を放つ「それ」がある。

　あれが、太陽というらしい。

　かつてエンブレイスにもあったという、魔ま女じよの作り話でしか聞いたことのない存在。

　魔女がまだ光を扱あつかう特別な魔法を編み出すよりもずっと前、そんな魔法など需じゆ要ようすらなかった時代のおとぎばなしがそのまんま、天高く居座っていた。

　未いまだに慣れない明るさに手をかざし、臣は目を細めて、しばし見上げていた。

　この世界に光を扱う魔女がおらず、魔女らを束ねる女王エンブレイスのような権力者もいない理由が、そこにあった。

　じっと見ていると目が痛くなるのだが、臣は、どうしても見上げてしまう。視界の端はしには黒い残像が残っていたが、それすらも物もの珍めずらしく思える。これほど強きよう烈れつな光源が、なんの意味もなく頭上にあるというのが理解しがたかった。

　目指す青蘭島という所は、ここからさらに南、海の向こうにあるという。

　本当に、遠くまで来てしまった。

　ここをたった一人で訪おとずれた義妹いもうとは、いったいどんな気持ちで太陽を見上げたのか──

　そんなことに、臣は少しだけ思いを馳はせた。




　青蘭島には、シーナがいる。

　シンは、真っ赤な錠じよう剤ざいを飲み下し、フェリーの乗船口へと向かった。




　　　　△　▽




「おお？」

　船着き場に下りると、臣は思わず声をあげた。

　ゆらゆら、ゆらゆら、と一歩ごとに足元からじんわり揺ゆれる。

　船旅に慣れていない生徒は多かれ少なかれ似たようなものらしい。あたりの生徒もどこか落ち着かなさそうに、足元を見つめたり、あたりを見回したりしていた。

　ゆっくり踏ふみしめるように歩いているとしだいに感じなくなっていったが、これが悪くすると船ふな酔よいというやつになるのだろう。じいさんの指し摘てきはまったくと言っていいほど正しく、何人もの生徒が医務室でマグロになっているらしかった。

　今もちょうど二人ほど、ぐったりした生徒がストレッチャーで運ばれていった。友人なのか、介かい添ぞえでくっついた少女が「もう大だい丈じよう夫ぶ、揺れてないから」と声をかけている。

　臣は結局、最初から最後までまったく船に酔わなかった。

　飲んだが最後島に着くまで目が覚めない、と世話役が太たい鼓こ判ばんを押していた酔い止めの薬は、話とは違ちがってまったく眠ねむくならなかった。海を見たら酔う、歩き回っていると酔う、と釘くぎを刺さされていたので、臣はずっと中央ギャレーの指定席に座っていた。

　周りが女生徒ばかりで落ち着かなかったが、こんなものかとすぐに諦あきらめた。この世界に来たときの狭せまい痛い苦しい臭においに比べれば、なにひとつ問題ないというものだ。

　まずは島までたどり着いたことに安あん堵どしている臣の耳に、どこからともなく「じゃあ、あたしは入学手続きに行くけど、先生には伝えとく！」とよく通る声が聞こえてきた。

　律りち儀ぎなのかお節せつ介かいなのか、付き添そいの少女は医務室までついていこうとして白衣姿の医務員らしき人々から追おっ払ぱらわれてしまったようだ。それはこっちでやるから新入生は手続きを先に済ませておいで、などと諭さとしている声が聞こえてくる。

「手続き……」

　顔を上げた臣があたりを見やると、確かに船着き場周辺には浮うかれた雰ふん囲い気きがそこここにあった。『青蘭学園高等部の入学手続きと入学式はコチラ[image: ↑]』という看板が、あちこちの電柱にワイヤーでくくりつけられ、花を模した紅白リボンには『祝☆ご入学』とか『青蘭学園へようこそ！』といった短冊がぶら下がっている。

　いくら臣でも、この飾かざり付けが祭りの一種であることはわかる。

　こちらに来てからというもの、ほとんど監かん禁きんに近い状態で療りよう養ようしながらテレビを見たり『辞書』を頼りながら本を読んだりと、青の世界のことはある程度理解していた。

　紅白とり乱れた祝いの光景についても、これどっかで見たことあるな、と臣はここ数ヶ月で詰つめこんだ知識と『辞書』を突つきあわせて、ようやく似たようなものに思い至る。

「選挙ってやつか」

　ぜんぜん違う。

　ひとりで勝手に納なつ得とくしている臣のつぶやきが耳に入ったのか、何人かの生徒が首をかしげながら通り過ぎ、看板を頼りに先を急いでいった。その先を視線でたどっていくと、いくつか道を折れた先にかなり大きなカマボコ型のドーム屋根が見てとれる。あれが、新入生と編入生の集合場所として指定された屋内競技場のようだった──いや、この世界では確か、体育館というんだったか。

　その時。

「大変たいへーん、遅ち刻こくちこくぅーう‼」

　はるか頭上から、なにやらお約束というかテンプレなセリフが降ってきた。

　といっても臣にはテンプレだと判断できたわけではなく、その「遅刻ちこくぅーう」なるフレーズを聞いた瞬しゆん間かん『辞書』が勝手に反応した。新学期初日に遅おくれまいと食パンをくわえつつ疾しつ走そうするボンクラ中学生がブロック塀べいの曲がり角にさしかかったところで不意に飛び出してきた女生徒と正面衝しよう突とつ、こちらとあちらに真新しいカバンと二枚の食パンが散乱するなか偶ぐう然ぜんのことだが思いもかけずまったくこちらには非のない不ふ慮りよの事故でやむなく女生徒のパンチラを拝んでしまうも、女生徒には前ぐらい見なさいよバカと一方的に罵ののしられるぐらいでそれ以上はこれといった咎とがめもなく走り去られてしまったので謝ることもろくにできず、いやーこれは朝からついてないでもパンチラでチャラかななどとボンクラ思考でようやく遅刻気味に教室にたどり着いてみれば折しも先生がさっきぶつかった女生徒を新入生として紹しよう介かいしているまっ最中でああー！　あんたさっきのパンツのぞき魔！

　までつつがなく再生された。

　やはり、理解できない。

　そして「遅刻ちこくぅーう」のイメージに眉み間けんを揉もみつつ臣が頭上を見上げると、抜ぬけるような青空を駆かけるように疾走していく姿があった。

　青の世界にはあるまじき光景だ。

　声の主の女生徒が、ホウキにまたがったまま見事なコーナリングを決めていた。ホウキの後方にはきらきらの星ほし屑くずがシャワーのように噴ふん出しゆつし、そんなファンシーな見てくれに似つかわしくない気鳴音がキュゴゴゴと遠ざかっていくのがここまで聞こえてくる。

　ホウキの主の服装は、彼女を見送る生徒たちと変わらない青蘭学園のものだ。食パンなどくわえていないし、当然のようにアンダーウェア着用でイメージのようなパンチラなどは拝むべくもなかった。

　だが、ホウキにまたがり先を急ぐその手の姿は、臣には疑いようもなかった。

　間違いない。

　エンブレイスの「魔女」だ。

　さっき臣の様子に首をかしげていた女子生徒が、呆ぼう然ぜんとつぶやいているのが聞こえた。

「なにあれ……」

　なにと言われても魔女である。それも臣が見たところかなり経験の浅そうな、地に足の着いてない感じの魔女だ。賭かけてもいい。あれは見習いだ。エンブレイスの街角よろず屋で、しわしわばーちゃん魔女のどうでもいい小言や昔の自分がどんだけでかい炎ほのおが出せたかみたいな自じ慢まん話ばなしを聞き流しながら、つまらなさそうに「らっしゃっせー」とひからびた薬草でも売っていそうな、ごくありふれた新米魔女。

　くらっとする。

　なにやら言葉にしがたい感覚に襲おそわれ、臣はふたたび眉間を揉んだ。あえて『辞書』の推すい奨しようイメージを借りて表せば「通学路と農道しかない田舎いなかなのにわざわざオーダーでしつらえたラメラメの学ランをキメてる金きん髪ぱつヤンキーの同級生を、たまたま家族と一いつ緒しよにでかけた都会の映画館で見かけてしまって慌あわてて身を隠かくすような感じ」に似ている。

　すごく、恥はずかしい。

　思わず冷ひや汗あせがにじんでくる。別に、自分がエンブレイスの出身だとバレたわけでもないのに、なんだか身の置き場がない気がした。




　　　　△　▽




　そうして、しばらく臣が眉間を揉みつつうめいていたせいだろうか。

「船酔い？　気分悪いなら、医務室いった方がいいよ？」

　ふいに、臣の背後から心配そうな声がかけられた。

「あっ、医務室わかる？　わたしさっきまでいたから、ついていってあげよっか？」

　ふり返ってみると、なんだか元気がありあまっている感じの女生徒がいた。

　見たところ、臣と同じく新入生らしい。髪かみを後ろでポニーテールにしているが、汗ばんだ額に前まえ髪がみがすこし貼はりついている。

　春先にもかかわらず、青蘭島はすでに初夏の暑さである。だが、少女の場合はそれにしても暑そうだった。ついさっきまで駆け回っていたかのように落ち着きがなく、まだ身体からだに馴な染じんでいなさそうな真新しい制服が浮いて見えた。
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「いや、大丈夫だが──」

「なに？　なんかあった？」

　ぐい、と下から覗のぞきこまれたような迫はく力りよくがあった。

　少女にしてみればただ臣を見上げただけで、特に勢いこんだりはしていないのだが、臣は思わず一歩引きそうになる。その様子を、少女が不思議そうに見つめている。

「？　どうかした？」

　変な迫力の出所は、どうやらぐりぐりと輝かがやく瞳ひとみのせいらしい。

　こういうのを「目力」という。と『辞書』が指摘してきたが、直後に「この夏イケてるぱっちりアイでカレシの視線を独り占じめしちゃおうよ！　しっとりウォータープルーフのまつげケアで女子の目力にちょい足しモテカワ☆テクを一挙大公開‼」と、また変なイメージがぶっ込まれそうになり、臣は慌てて胸むな元もとの『辞書』をわし摑づかみにして黙だまらせた。

　あたりで、臣はようやく気が付いた。

　この少女、よく見たらさっき介添えで追っ払われていた女子生徒だった。

「あっちで、友達の介かい抱ほうしてなかったか？」

「あ、見られてた？　こっち来るまでに仲良くなった子と話してたら、具合が悪くなっちゃったみたいで。医務室までついてくつもりだったんだけど、追い払われちゃった」

　それでも落ち着かなくてうろうろしていたら、臣が頭をおさえているのを見つけてしまった、ということらしい。どうも面めん倒どう見みがいいというか、困った人がいると放ほうっておけないタイプのようだった。

「……いや、俺はたいしたことはない。ただ魔ま女じよに少し驚おどろいてな」

　まさか、ホウキで空を飛ぶような新米魔女が青の世界なのをいいことにブイブイいわせているのが気き恥はずかしい、などとは言えなかった。

「魔女かあ。びっくりするよね。初めて見たの？」

「あ、ああ」

　少女の問いかけに、臣はかろうじてお茶を濁にごす。

　なにしろ、今の臣は本土から青蘭島に編入してきた学生ということになっている。あまり根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれたら、ボロが出ないとも限らない。

　だがそんな臣の逡しゆん巡じゆんには気付かなかったのか、ポニーテールでぐりぐり瞳の少女は一人でぶんぶんとうなずき「うんうん、わかる！」と納なつ得とくしていた。

「だってテレビの中とは違うもんね。さっきの子、かなり派手だったもん。みんなもまだざわついてるし、本物はやっぱりすごいよ！」

　そう言われて改めて見回してみると、新入生一同はみな感かん嘆たんとも驚きともつかないぼんやりした声をあげながら、かっ飛んでいく魔女の後ろ姿をいつまでも見送っている。

「ほんとにいるんだ、魔女って」

　少女もまた、口を半開きにして空を見上げていた。もう後ろ姿すら見えない魔女を、じっと見送っているようだった。

「空も飛べちゃうんだねえ……」

　そう独りごちてから、あ、そうだ！　と今さらのように声をあげて、少女がぱちんと手を叩たたいた。

「あたし、長谷はせ川がわ菜な摘つみっていうの。キミも編入生だよね？　あたしもそうなんだ」

　はい！　と差し出された菜摘の手を見つめ、臣はちょっと戸と惑まどい、ああ知ってるぞこれは確か握あく手しゆってやつだ、と思い至る。

「護堂臣だ。臣でいい」

「じゃあ、あたしも菜摘でいいよ。よろしくね、臣！」

　そうして持ち上げた臣の手が思いっきり摑まれ、ぶんがぶんがと振ふられる。

　握手ってこんな激しいものだったか？　と訝いぶかしみながらもあまり表情を変えない臣と、その腕うでを振り回しながら満面の笑えみを浮かべている菜摘。そのアグレッシブだかなんだかわからない取り合わせを、周囲の生徒が不思議そうに見つめていた。

　そうしてようやく菜摘が手を離はなしてくれたところで、臣はひとつ、気になっていたことを訊きいてみた。

「菜摘は、なんで俺が編入生だとわかったんだ？」

「だってフェリーの席、指定されてたでしょ。青蘭の新入生はさ、男女比が一対四ぐらいだけど、編入ってほとんど女子なんだよ。臣はものすっごい浮ういてたから、編入だってすぐわかっちゃった」

「そうなのか？」

　普ふ通つうは肩かた身みが狭せまそうにしてるのに、臣はその女子集団の中にひとりだけ、平気な顔をして混じってたから覚えてたらしい。

　確かに見回してみれば、ところどころにちらほらと臣と同様のブレザースラックス姿が見てとれた。ただ、女生徒の波を避さけるように、どいつもこいつも脇わきの方でマップを見たり看板の示す順路に気が向いていたりと、どこか所在なげにしている。

　かと思えば「どっから来たの？　あ、東京？　なんだ都会っ子じゃん」などと声をかけているのもいた。茶ちや髪ぱつにピアス、胸元には目立たないアクセまで忍しのばせていて、青世界ではどうか知らないがかなり女性受けのしそうなタイプだ。

　そんな男子の方を見やりながら、菜摘は不承不承うなずいている。

「編入はプログレス推すい薦せん受けた子が多いから、女の子が多くなるんじゃないかなあ」

　プログレス。

　その何気ない単語を聞いたとたん、臣の胸元がほんのり熱を持った。

　プログレスというのは、世界接続ワールド・コネクトによってエクシードと呼ばれる特殊能力に目覚めたとされる者の総そう称しようだ。そのほとんどを思春期前後の女性が占しめ、中でも、自己申告や他た薦せんその他により有望とされた少女たちが青蘭学園に集合している。

　このプログレスのみで行われる模も擬ぎ戦せん闘とうはブルーミングバトルと呼ばれ、決められたルールの下、プログレスたちを競きそわせる目的で行われている。こうしたプログレスの育成と研けん鑽さん、ブルーミングバトルのために整備された独立行政特区として、青蘭学園、そして青蘭島は国際プログレス共同管理機構VLIWMブルーム（Versus Linkers for Instruction World Measures）によって運営されている──

　というあたりで、臣は『辞書』を摑んで強制的に黙らせた。だいたいのところは世話役のじいさんから聞かされていたのだが、それでも『辞書』が反応したということは、臣の把は握あくしていない補足事じ項こうがあるのだろう。

　そんな臣をよそに、菜摘は腕うで組ぐみをして難しい顔をしている。

「もともと青蘭の入試って、推薦なしだとかなーり成績良くないとダメなの。その編入試験ってことになるともっと難しいんだけど、男子はプログレスって推すい薦せん枠わくがないぶんだけ数が絞しぼられちゃうから──」

「狭き門ってやつか」

「そうそれ。進学のための学校でもないしね。だから、編入で青蘭って男子はほとんどいないんだと思う」

「確かに、男は少なそうだな」

　言われてみればそんな気がするのだが、それよりも、臣にとっては少しばかり面めん倒どうなことが判明してしまった。

「だから臣も、きっと頭いいんだよね。すごいなあ」

「…………お、おう？」

　菜摘によれば、編入生はみな優ゆう秀しゆうなのだそうだ。

　つまり、編入生という立場でやってきた臣もまた、優秀ということになってしまう。

　自じ慢まんではないが、臣は、読み書きと計算ぐらいしかできない。間違いは少ないし記き憶おく力自体はそう悪くもないのだが、なにかにつけ遅おそかった。おっとりした義姉あねですら「シンはもうちょっと速くペンが動かせればいいのに」と嘆なげいたぐらいだ。

　これからどうやってごまかそう、と焦あせりつつも、臣は菜摘に訊いてみる。

「……じゃあ、菜摘も賢かしこいのか」

「へ？」

　思わずこっそりと訊いてみたのは、菜摘相手に賢いフリができなかった時のことを考えたからだ。どうすれば賢そうに見えるのか臣には想像もつかなかったが、とりあえず小声で話していた方が良さそうな気がした。

「まいったなー。あたし、そんな頭良さそうに見えるかなー」

　だがそんな臣に対して、菜摘は妙みように嬉うれしそうな顔をしながら頰ほおをかいていた。

「でも残念。あたし、プログレス推薦なんだ」

「へえ」

「っていっても、あたしの場合はほとんど運だったからねー。プログレス科に入れるかどうかは、まだわかんないんだけど」

　菜摘が言うには、プログレス推薦というのはあくまで青蘭学園のプログレス科に入る前段階でしかないらしい。プログレス科に編入してプログレスとなるには、さらなる選せん抜ばつ試験が行われる。それが噂うわさに名高いブルーミングバトルというやつなのだそうな。

「そういうこと。プログレス科に入れるまで、一いつ般ぱん科に仮入学してるってわけ。バトルで成績が悪かったら退学させられちゃうかもしれないし」

　だから成績とかはあんまり……と、菜摘は照れたように笑っている。

　その一方で、臣はほっと胸をなで下ろしていた。

　少なくとも菜摘は臣が一般の編入生と信じてくれているらしい。着いたとたんに出身がバレる、という最悪の事態は避けられそうだった。

　だが、そんな臣を覗きこむようにして「あ、でもさあ」と菜摘は瞳を向けてきた。

「もしかして、本当は臣もプログレス科、受けに来たりしたの？」

「……男のプログレス推薦なんているのか？」

「あ、そっか。ブルーミングバトルは男子禁制、輝く可能性を秘ひめた乙女おとめの熱い戦いだからね！」

　菜摘がよくわからないことを口にしているが、その大おお仰ぎような言い回しは臣も耳にしたことがある。確か、本土で時々放映されているテレビ番組のアオリ文句だ。

　青蘭学園の提供で深夜に三十分ぐらいの枠わくで流されており、前半はプログレスの模擬戦闘ダイジェスト、後半はカートゥーン調のまるまっこいギザ歯プログレスが暴れまくる『ぶる～みんバトル☆プチぷろぐれす！』なるアニメ番組とのタイアップになっている。

　菜摘は、その前半部分、バトルダイジェストに心惹ひかれて、プログレス推薦を受けてしまったようだった。

「あ、アニメの方はうちの妹もよく見てるよ！」

　菜摘はそう言って、キーホルダーらしきものをほら、と見せてくる。青蘭学園への編入にあたって妹がくれたらしい。

　ころっとした頭とぐりぐりめんたまの『みゅ～ちゃん』なるデフォルメキャラを前にして、こんなのでいいんだろうか、と臣はちょっとだけ不安になる。

　青の世界の住人たちは、世界接続ワールド・コネクトについて驚くほど冷静に対処しているようだった。

　異世界との接続ともなれば、世界規模での大異変のはずなのだが。

　死ぬ思いをして、女王に命がけの喧けん嘩かまで売ってここまでやってきた自分の方が、むしろちょっと間ま違ちがっていたのではないか、という気がしてきた。

「でも、さっき気分悪くなった子から聞いたんだけど、噂じゃいるらしいんだって」

「何が」

「男子のプログレス科」

　青蘭学園の生徒会だか運営役員だかに、何人か男子生徒が混じっているそうだ。青蘭学園の役員はプログレス科が受け持つことになっていて、それはつまり必然的に、男でもプログレス科に編入できるということでもある。

「プログレスになるには特殊能力エクシードが必要なんじゃないのか？」

「男子はバトルには参加しないんだって。うーんと、なんて言ってたかな。バトルじゃプログレスはチーム組むんだけど、その監かん督とくみたいな役割があるの。ただ、その監督っていうのが大変だかで、外部からの募ぼ集しゆうはしてないみたい」

「なるほどな」

「もしかしたらあの男子とか、そういうの狙ねらってるのかな？」

　菜摘の視線の先には、さっき女生徒に声をかけていた茶髪の男子生徒がいた。

「すっごいアグレッシブだー……来たばっかりであんなに仲良くなってる」

　男子生徒は、まんざらでもなさそうな女生徒の肩かたに手を回している。

　菜摘の話だと男子はみな優秀だという話だったが、なかなかいろんな奴やつがいるようだ。

　そうして、男子生徒が『入学手続きと入学式はコチラ[image: ↑]』の看板に従って体育館の中へと入っていくのを見ていた菜摘は、ふいに「あれ？　おかしいなあ」と呟いた。

「さっきのナンパしてた男子って、船にいたっけ？」

　あんなに目立つ男子だったら覚えてると思うんだけどなあ、と首をかしげている。

　確かに臣も茶髪の男子生徒に見覚えはなかった。もっとも臣の場合、そもそもフェリーに圧あつ倒とうされていたから、覚えているとかいない以前の問題ではあるのだが。

「別の場所にいただけじゃないのか」

　臣の指し摘てきに、そっか、そうだよね、と頷うなずいて菜摘もまた看板の向こうへと走っていく。

「じゃあ臣、またあとで！」

　またあとで？

　そんな菜摘の声に一いつ瞬しゆん首をかしげそうになり、ようやくのことで臣は思い当たった。

　そうだった。

　どうもまだピンと来ないが、自分もこの学園に編入するんだった。




　いまだに馴な染じまない制服姿がぱらぱらと体育館の中に消えていく中、浮かない顔つきのまま臣も彼らの後を追うことにした。




　　　　△　▽




　臣が体育館に着いてみると、かなりごった返していた。

　入り口のあたりからゴムシートが敷しかれてあった。もともと下げ駄た箱ばこがあってここで靴くつを脱ぬぐようになっているらしいが、数が多いとウォークスルー、というわけだ。受付、と書かれた長テーブルがあるにはあるのだが、誰だれもいなかった。

　見やると、下駄箱脇わきの電子掲けい示じ板ばんが「クラス別名めい簿ぼ」「座席表」を表示していた。

　入学式には新入生と編入生が参列することになっている。新入生八クラス二百四十名、編入生三十名、計二百七十名という表示を見やり、フェリーにいた数はそんなもんだったな、と臣が思い出し、そして人まみれの広大な体育館の内部を見やって──

　なんの間違いだ、と思った。

　どう見ても千人ぐらいいた。「このスペースにできるだけ人を集めてつめこんで、殴なぐり合いが起きないギリギリの数」という、かなり絶ぜつ妙みようなラインだ。

　なぜこんなに人が、と訝いぶかる臣だったが、見ているとだんだん状じよう況きようが読めてきた。

　会場らしく、体育館には大量の折りたたみ椅い子すもセッティングされている。

　だが、その椅子は三分の一ほども埋うまっていなかった。

　というよりは椅子までたどり着く前に、みんな足止めを食っているようだった。手続きとやらの途と中ちゆうなのか、ざっと見ただけでも立ったままの人だまりが、本来空いているはずのスペースをごちゃっと埋め尽つくしていた。

　そして、新入生たちに群がっているのは同じ制服姿の女生徒たちなのだった。

　さらには、一心不乱に新入生になにごとか説明している彼女たちとは別に「きけーしんにゅーせーっ！　くらすわけにしたがってー！　しょてーのばしょでたいきしろーっ！」と、どこかで女生徒が怒ど鳴なっている。おそらくは上級生なのだろう。

　そのハスキーな怒鳴り声は、徐じよ々じよにヒートアップしつつあった。

「くれぐれもー！　こえをかけてくるじょうきゅうせいのー！　あいてをするんじゃなーいっ！　なおじょうきゅうせいのかくじんにけいこくするー！　すみやかにコンパ・ぶかつ・しゅうきょうそのた、あらゆるこえかけやかんゆう、いろじかけのたぐいをやめ、ただちにてっしゅうすることーっ！　したがわないばあいはーっ！　プログレスかのきょうりょくのもと、きょうせいてきにはいじょするからなーっ！　きいてんのかこらー！」

　色いろ仕じ掛かけ？

　臣にもその意味ぐらいはわかるので『辞書』は反応しない。だが、なぜこの会場でそんな単語が出てくるのか、それがよくわからなかった。

　そうして首をかしげながら、臣は自分の名前と席の場所を探そうと、電子掲示板の前へ向かおうとしたのだが「あっ新入生の方ですよねー」とその行く手を遮さえぎられた。

　胸むな元もとに「受付」プレートを掲かかげた女生徒が、おそろしく事務的な笑えみを浮うかべていた。

　そして彼女が「ちょっとお時間いただきますねー」と話し出したあたりで、臣は、ざざざざざっ、とどこからともなく現れた女生徒の一団に取り囲まれた。

　以下、彼女たちの応対となる。

「あっ彼女たちは所持品チェック係ですのでお気き遣づかいなくー」

（すぐ済みますー）（うわ男だ）（なあに、こうした場合に備えて弟のいる先せん鋒ぽうを用意した！）（こやつならば多少オトコっぽい相手でもひるまないというスンポーよ）（おおー）（ぱちぱちぱち）

「手荷物等はないですかー、すべて船の方で没ぼつ収しゆうされているはずですけどー途中でまた増えちゃったりしてませんかー、スマホとかケータイとかーあまつさえ危険物なんか持ち込んだりされてませんかー」

（ないみたいでーす）（よし次鋒、男に触さわったことのない奴）（いいかーこういうのは慣れだからねー、がっといけ、がっと）（うわ）（な、なに？）

「あっこの紙かみ袋ぶくろにですねー、新入生にお渡わたしするパンフレットや要よう項こうといったものが一式ぜんぶ入ってましてー」

（あっ、もしかしてあんた変なところ触ったな）（えっ、まじ触ったの？　それまずいって）（あんたバカじゃないの痴ち女じよなの⁉）（さ触ってないし！）

「特にコミュニケーターはー、学園からのお知らせや講義の補助のほかー、メールや電話その他諸もろ々もろ災害時の連れん絡らくにも必要となりますのでー、大事に取り扱あつかって下さいねー」

（じゃ今の「うわ」はなに）（そのう）（筋肉が）（きんにくぅう？）（ばっか筋肉触って声出るとかどれだけ）（どぅれー）（お）（すげえ）（まじすげえ）（なんだこの子）（あー声出るわこれ）（然しかり）（然り）（誰かー運動部呼んでー掘ほり出し物いたー！）

「なお説明が最後になりましたがー、いまあなたのポッケに無断で突つっ込こまれているチラシの類たぐいはー、すべて青蘭島役員会から許可を得られていない非公式の部活やサークルの勧かん誘ゆうとなっておりますー」

（運動部みんな出張ってるって）（うわもったいない）（ふふふ逸いつ材ざいが文化部でなんの問題があろうかのう皆みなの衆）（然り）（然り）（美術部です）（化学部です）（演劇部です）（漫まん画が研究会です）（現代忍にん術じゆつ研究会です）（路上観察同好会です）（男手が必要なんです）（限られた資源なんです）（入れや）（入れ）

「勧誘には青蘭島役員会では関知しておりませんのでー、入部や参加はあくまで自由意志ということをご理解いただきー、ご無事をお祈いのり申し上げるとともにー本日のご入学ご編入を心よりお慶よろこび申し上げますー、それではー」

（せーの）





「「「「「「青蘭学園へ、ようこそー！」」」」」」






　ぱくーん、と目の前でクラッカーが鳴らされ、ぴろぴろと紙テープが舞まう。

　そんななか、立て板に水のような説明を終えた「受付」の女生徒が、次！　と声をあげるが早いか現れたときと同じように、ざざざざざっ、と女生徒の群れはいなくなった。

　臣が髪かみにぶら下がってくる紙テープを取り払はらっている間に、「受付」の彼女もいつの間にかいなくなっていた。入学ではなく編入だ、と訂てい正せいする間もなかった。

　呆ぼう然ぜんとする。

　いったいこの満まん杯ぱいの体育館のどこに、あれだけの集団がいっせいに退いていったのか。

　無認可のチラシ頒はん布ぷをなぜ止めないのか。自じ称しよう受付なのになぜ受付にいなかったのか。

　彼女たちがこの疑問に答えてくれることはないんだろうな、と考えつつ、臣がポケットを探さぐってみれば、次から次へと入部勧誘のチラシだの新しん歓かんコンパのチケット入りティッシュだのといった粗そ品しなが出てきた。そういえば彼女たちは、これらをポケットに突っこむついでに肩だの腰こしだの尻しりだのを揉もんでいったのだった。

　彼女たちの嵐あらしのような散り際ぎわ、あれもどっかで見たことあるな、と臣は記き憶おくをさらう。

　確か世話役のじいさんがどハマリしていた、時代劇とかいうやつでいたような──

「そうだ、女ニンジャだ」

　ちょっとおしい。

　いくらなんでもエンブレイス出身の臣からは、くのいち、という単語は出てこない。
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　とはいえ。

　さきほどの女生徒集団が「受付」だったのは確かなようで、よくよく見まわしてみれば席に座っている生徒たちはみんな同じ紙袋を抱かかえていた。四分の一ほどを占しめる男子生徒が皆ぐったりしているのは「受付」の熱気に当てられたからだろう。

　ようやく自分の席番号を見つけて腰を落ち着けたところで、臣は受け取った紙袋の中身を改めてみる。

「コミュニケーターがどうとか言ってたな」

　学園からのお知らせとやらはともかく、講義の補助とか言っていた。

　メールや電話、というのは、本土でケータイやスマホとかいうのを見せられたことがあった。どういうものかは臣もなんとなくわかるのだが、問題は使い方である。

　紙袋の中にはひときわ分厚い講義要項やパンフレット、申込書が束になっていた。

　それらに混じって白くて小さな箱が入っている。開けてみると、ポーチに入った手の平サイズのスマホらしきものが収められていた。ディープブルーの筐きよう体たいに、そこそこ大型の液えき晶しよう画面が搭とう載さいされたタッチパネル形式のケータイ。

　どうやら、これがコミュニケーターらしい。

　液晶画面を触ったとたんに起動したので早さつ速そくいじってみたが、ボタンがいろいろあって、とりあえず「電話」と「メール」と「学内掲示板」は確かく認にんできた。

「あとは全然わからんな……」

　もともと臣は、あまりこういうこまごましたものを扱うのが得意な方ではない。施せ恩おん院いんにいた頃ころなどは力の加減ができなくて、物をよく壊こわしていた。〝コミケー活用ガイド〟という説明書はあったが、ヘタに『辞書』を頼たよるとろくなことにならなさそうだ。

　嘆たん息そくしながら臣が早々にコミュニケーターを紙袋に押しこんでいると、背後からちょいちょいと肩かたをつつかれた。

「や。どっから来たの？」

　臣がふり返ると、人ひと懐なつっこそうな笑みを浮かべた男子生徒がひらひらと手を振ふっていた。

　明るい茶ちや髪ぱつにシンプルなピアス、という出いで立ちに、おや、と臣は思う。

　さっき船着き場で見かけた、アグレッシブな奴やつだった。

　まだ「受付」が終わっていないのか、周囲の席はまばらにしか埋まっていない。

　男子生徒はその空いた席を活用するかのように悠ゆう々ゆうと脚あしを組み、臣を見上げていた。臣と同じ青蘭学園の制服を着ているはずだが、不思議なぐらい着き崩くずれて見えるのはシャツを換かえているからか。

　そんな臣の視線を、どこかいたずらっぽい表情で受け止めて、男子生徒はまた笑った。

「俺さ、朝あさ丘おか尋ひろっていうの。みんなヒロって呼ぶから、それでお願い」

「護堂臣だ。臣でいい」

　オッケー、シンだな、とうなずいているヒロの様子は屈くつ託たくなく、あまり気き兼がねしないで良さそうなタイプに見えた。

「臣さ、そこ座ってるってことは編入だろ？　俺も二年なの。よろしくー」

「船じゃ見かけなかったな。どこか別の部屋にいたのか？」

「や、俺は持ち上がり。だけど、そのうちどっかで顔あわせるだろ？　編入の男は珍めずらしいしさ、ちょっと挨あい拶さつしとこうと思って」

　言われてみれば確かに、ヒロは紙袋を持ってない。あたりを見回せば「受付」の彼女たちに取り囲まれずに席にたどり着いている者は誰だれ一人ひとりいなさそうな中、ヒロだけは完全にスルーされているようだった。

　菜摘が「あんな男子いたっけ？」と不思議がっていたが、単に船着き場までやってきた在校生のヒロが新入生たちに混じっていた、というのが真相のようだった。

「俺は新入生を見に来ただけ。つっても、他の連中も勧誘とか言ってるけどさ、そう変わったもんじゃないよ」

　そう言ってヒロは肩をすくめ、ひょい、と上を指さして見せた。

「青蘭はそこそこ広いっていってもやっぱ島だし、あの『門ハイロウ』のせいで本土との交流も制限されてるわけじゃん？　だから基本、外から人って来ないんだよ」

　その唯ゆい一いつの例外が、新入生と編入生、ということらしい。

「学園はそれなりに人がいるけど、メンツ自体はどっかで見たことあるわけでさ、だんだん飽あきてくんの。だからみんな、新顔ってだけで浮き足立っちゃうってわけ。ま、イベントなんだよな、結局」

　なるほど、と臣は頷うなずく。

　エンブレイスでも、行商人がやって来ると子供がわらわらと寄っていく。日ひ頃ごろ見かけないものばかり扱っているから、よけい新しん鮮せんに映るのだ。きっとあんな感じなのだろう。

「そういえばさっき声をかけてた子はどうしたんだ？」

「あれ、見られてた？　まいったな」

　その臣の指し摘てきが、意外だったのだろうか。

　ヒロは一いつ瞬しゆんだけ真顔になってから、どことなく曖あい昧まいな笑えみを浮かべた。

「あの子、プログレス推すい薦せんだったみたいでさ。見た目じゃ全然わかんないからそのまんまくっついていこうとしたら、推薦クラスの受付に追い出された」

　ヒロが指さした先には、先ほどヒロがなれなれしくしていた少女が紙袋を抱えて座っていた。さっきはヒロが隣となりにいたからいやでも目立っていたが、こうして改めてみると意外なぐらい地味めな少女だ。

　むしろ、そのすぐ近くに座っている菜摘の方が目立っている。不自然に半笑いのまま、落ち着かなさそうにそわそわしている。誰だれかに声をかけたいけど、なんだか場にそぐわないような気がするけど、でも声をかけたい！　といった感じで、いかにも挙動不ふ審しんだ。

　プログレス推薦は正式なプログレスではなく、扱いとしては一いつ般ぱん科らしい。なのだが、通常の一般生徒とクラスは明確に分かれているようだ。ヒロはそこから追い出された結果、まだまだ空いている一般科の席に無断で紛まぎれることにしたのだろう。

「その点、異世界むこうから来た子はみんなわかりやすいよな」

　ヒロが軽く視線を向けた先に目をやれば、そこには明らかに別格の雰ふん囲い気きをただよわせている一団がいた。

　その周囲には「受付」の喧けん噪そうは及およんでいなかった。

　体育館の一いち隅ぐうを占せん拠きよするように、そこだけぽっかりとスペースが開けられている。まるで来らい賓ひん席のような静けさを保っているが、そこに待機している彼女たちもまた青蘭学園の生徒には違ちがいない。

　とはいえ彼女たちが普ふ通つうの生徒かというと、これはもう、まったくもってノーだ。

　まず見た目からして個性が激しい。

　制服が原形をとどめていない、というのは意外といなかった。ただし、一風変わったいでたちを持ちこもうとしているのが、ちらほらと目に留まる。

　制服の上からあからさまにマントとフードをひっかぶる、まではいいとしよう。杖つえを手放さないとか棺かん桶おけを引きずっているとか、きらびやかな鎧よろいを着こんでいるとか兜かぶとから雄お々おしく羽根が突き立っている、というあたりになると難しいが、それでも「心の闇やみがコスプレに現れるレベルの変わった子かな」という理解の仕方はできなくもない。

　だとしても、髪の色が地毛からどピンクだったり蛍けい光こう緑だったり、肌はだの色が不健康を通りこしてちょっと死体じみた鉛なまり色だったり、あまつさえぷかぷかと空に浮ういていたり、あげくの果てには背中から羽が生えていたり耳のあたりにアダプターのようなものがついていたり、という少女たちに関してはもはや言い訳のしようもない。

　彼女たちはなんなのか。

　そう問われれば、異世界からいらした方々です、と答えるしかないのだった。

　青蘭学園プログレス科。

　青蘭島上空に『門ハイロウ』が開いてからというもの、その調査や交流その他の目的で、異世界側から青蘭島に派は遣けんされた少女たち。そんな彼女たちが便べん宜ぎ上じよう通う特科である。

　なのだが、それをあらためて一ヶ所に集めてみると、恐おそろしいほどごった煮にの様相を呈ていしていた。

「臣もさ、女の子に声かける時はプログレスかどうか確認しておいた方がいいぜ。ここにはおっかないのもいっぱいいるから」

「？　俺は声なんてかけてないぞ」

「そうかあ？　だってさっき話してた子、プログレス推薦だろ？」

　と言われてそちらを見やれば、菜摘が臣に手を振っていた。少しでも知り合いがいるのが嬉うれしいのか、先ほどのぎこちない半笑いとは違って満面の笑みだ。

「ま、あの子もこっから大変だろうからさ。お互たがい仲良くしてやろうぜ」

　大変？

　そう臣が訝いぶかしむのを後しり目めに、じゃまたなー、とヒロは席を立っていった。

　それと入れ違いに、ぐったりした表情の女子生徒が席に座りこみ、はー、と疲つかれ果てたため息を漏もらしている。どうやらヒロは彼女がやってくるのを察したらしかった。

「……本当に、いろんなのがいるな」

　と、臣が正面に向き直ろうとした時だった。

「あなた、魔ま女じよを侮ぶ辱じよくする気⁉」

　体育館じゅうに響ひびき渡わたる声があった。

　しかも、この声はすでにどこかで聞いたような気がする。

「いい？　魔女にとってホウキは命、魔女の息吹ソーサレス・ブリーズといっても過言じゃないのよ⁉　常闇のダークネスエンブレイスではこんなこと常識なんだから！」

「……ええー？　魔女の命は杖だって聞いてるんですがー」

　栗くり色の髪かみをくりんくりんに巻いた魔女だった。

　ちょっと子供っぽい髪留めがとれかかっている様子を見るに、相当慌あわててやってきたところを「受付」の彼女に捕つかまったらしい。

　どうやらプログレス科であっても「受付」の彼女は紙かみ袋ぶくろを渡しているようだった。ボディチェック兼けん入部勧かん誘ゆう兼チラシねじこみ軍団が群がっていないのは相手が魔女だからか。

　汗あせだくでぜーはーぜーと息を切らしている魔女を見やりつつ、「受付」の彼女がじりじりとにじり寄る。

「あなたが手に持ってるのが杖ですよねー？　で、そちらがホウキー。必要のない持ち込みは回収させていただくことになってるんですがー」

「どっちも命なの！　エンブレイスではそう決まってるんだから！」

　大おお噓うそである。

　魔女が魔法の依より代しろを必要とするのは確かだ。通常は杖だが、ホウキを依代とする魔女がいてもおかしくはない。

　だが、依代が二つ必要な魔女など臣は聞いたこともなかった。

「これがないと空も飛べないのに、取りあげられたらたまったもんじゃないわ！」

「ですからー、いま飛ぶ必要はないでしょうー」

　こんこんと「受付」の彼女に諭さとされている魔女の姿は、どことなくエンブレイスでよく見かける光景を彷ほう彿ふつとさせる。えーとあれだひからびた薬草を売ってるばーさん魔女んとこのやる気ない見習い魔女みたいな、まで思い出したところで臣は気付いた。

「さっきの見習いじゃないか」

　船着き場で上空を飛んでいった魔女だった。あの時は体育館には目もくれずものすごい勢いですっ飛んでいったが、彼女もまた新入生だったらしい。どこかで気が付いて引き返してきたのだろう。

　なぜか紐ひも一本で椅い子すにくくりつけられたままふよふよ浮かんでいる耳アダプターの女生徒を指さして、くりんくりんの見習い魔女は「受付」の彼女に食ってかかった。

「あの子だって飛んでるじゃない！」

「あの方はシステム＝ホワイト＝エグマの方なんですがー、いま反重力なんとかが不調らしくてー、なにをどうやっても浮いちゃうらしいのでー」

「反重力なんとかってなによ！　よくわかんないからって贔屓ひいきしてない⁉　ホウキとどう違うっていうのよ！」

「えーと、ですからですねー……」

「おらーそこー、なにやってんのー！」

　そんな見習い魔女の剣けん幕まくに周囲がざわつき始め、さすがに見み咎とがめられたのだろうか。

　さっきまで遠くで怒ど鳴なっていた女生徒の声がどんどん近づいてきて、ついには見習い魔女と「受付」の彼女の前までやってきた。

「勧かん誘ゆう行こう為いはほどほどにしないと実力行使だってあれほど……ってあれ？」

　かなり背の高い女生徒が、アテが外れたように頭をかいていた。

「んー？　なんだ、揉もめてんのは魔女か。じゃあちょうど良かった」

　その女生徒を見た臣は、直感的に、戦士かな、と思った。

　赤しやく銅どう色の髪を編みこみアップにし、制服のスカートからのぞいた足元は健康的に日に焼けている。いかにも身体からだを動かすことに長たけていそうな身のこなしだったが、武人という感じではなかった。ただそれでも、彼女に対する印象からは戦士の趣おもむきが抜ぬけない。

　得え物ものを振ふり回す者に特有の重量感が、あるような、ないような。

　そうして、うーんと唸うなっている臣の目の先でその編みこみアップの女生徒は振り返り、体育館の奥まった一角へ向けて大きく呼ばわった。

「おーい椎しい名なー！　この子、あんたのとこの魔女じゃない？」

　その声に、臣は固まった。

　いま。

　シーナ、と聞こえた。







　progressive 02　シックネス耐たい性せい







　シーナ、という響きに、臣しんはずいぶん意識を取られていた。

　ような気がしたのだが、実際にはほんの一いつ瞬しゆんだけだったようだ。

　編みこみの女生徒が、再び声をあげる。

「式の前で忙いそがしいとこ悪いんだけど、ちょっと話聞いてやってよ。女王代行エンブレイス・オフイサーなら話も通しやすいだろうし」

　女生徒の声が響き渡る間に、館内は静まりかえっていた。

　ややあって応じるようにして、一般科のスペースにたむろしていた生徒の海が割れた。

　そうして歩み出た一人の女生徒の姿を、臣は、まばたきもせず見つめていた。

　シーナだった。

　数年前に王宮の閲えつ兵ぺい式で見たときよりも、ずいぶんと背が伸のびていた。しなやかでクセのない黒くろ髪かみも、背中ほどあったあの時よりまた少し長くなっている気がする。といっても、当時の臣は掃そう討とう部隊の中でもしたっぱもいいところで、中庭の最さい奥おうからでは王宮のバルコニーにいるシーナの姿など豆まめ粒つぶほどにしか見えなかったのだが。

　それでも、わかる。

　足音のしない歩き方も堂に入っていた。

　青く透すき通るような瞳ひとみは真まっ直すぐで、周囲の視線に戸と惑まどうことなどついぞない。大昔、王宮に上がる前にさんざん練習して泣きべそをかいていた姿は、どこにもなかった。

　す、とシーナが首をかしげ、見習い魔女がびくりと身を震ふるわせた。

「仄明き暁光イルミネス・ドーンのアンリエッタ、だったかしら。名めい簿ぼで見ただけだから間ま違ちがっていたらごめんなさい」

「女王代行エンブレイス・オフイサー……？」

　おずおずと口にした見習い魔女のアンリエッタに、シーナはたおやかな笑えみを見せる。

「確か、東とう端たんの郡の出ね。遠いところよく来てくれたわ。ウィッチ・エンブレイスに代わって歓かん待たいの意を表します」

　そんなシーナの姿にほっとした表情を浮かべた「受付」の彼女は、アンリエッタがホウキを預からせてくれない、とだけ事情を説明して離はなれていった。

　まるで、シーナがこの場を収めると確信しているようだった。

　シーナはそんな彼女を見送り、アンリエッタの手元へ目をやった。
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「素す敵てきなホウキね。使い込まれているけれど、よく手入れされているみたい」

「……そんな。ただ古いんです。祖母から受け継ついだものなので」

「そう。大事なものなのね」

　そうして小さく頷うなずいたシーナは軽く目を伏ふせ「ねえ、アンリエッタ」と囁ささやいた。

「ホウキがなくても魔女は魔女。私もいまは杖つえを持っていないわ。もちろんホウキも」

「え、女王代行エンブレイス・オフイサーも、ホウキをお持ちに⁉」

「椎名でいいわ。私たちにとってはその方が自然でしょう？　アンリエッタ」

　シーナは小さく肩かたを揺ゆらし、内ない緒しよ話ばなしをつむぐように微笑ほほえんでみせる。うわずった声をあげる見習い魔女とはどこまでも対照的に、落ち着き払はらった響きがあった。

「私も魔女だから、大事な杖やホウキを他人に預けたくない気持ちは痛いほどわかるわ。けれど、この世界では私たちは稀まれ人びとなの」

　そっとアンリエッタに手をさしのべ、シーナは諭すように言った。

「わきまえるようにね」

「は、はい……！」

　あれほど渡すことに抵てい抗こうしたホウキをその手から抜き取られても、アンリエッタは、なぜかぽーっとしたまま身動きしなかった。

　そして、シーナが「受付」の彼女にホウキを渡したのを見届けてか、静まりかえった体育館にさっきの編みこみの女生徒の声が響き渡った。

「よーし、ちょうどいいからみんなきけー。入学式の前説ってやつだと思ってよ」

　ぱん、とひとつ手を打っただけで、女生徒は視線を集める。

「アタシはエウレカ。赤の世界テラ・ルビリ・アウロラ出身。この青の世界に来てからはプログレス科の役員会で雑用やってる。あ、役員ってのは、生徒会みたいなもんね。さっき目立ってたのが黒の世界出身で女王代行エンブレイス・オフイサーの椎名。あの子も役員。いちおう一いつ般ぱん科もまとめて生徒のお世話することになってるから、なにかあったらよろしく」

　エウレカ、と名乗った背の高い編みこみ女生徒の行動は、不思議と目を惹ひく。

　指さされたシーナが軽く会え釈しやくしているのを満足げに見やり、新入生の視線が自分の指先に集まったのを引き戻もどすように、体育館の上空を指さした。

「見ての通り、青せい蘭らんにはアタシたちみたいなプログレス科ってのがいる。アタシたちはそれぞれ違う世界から『門ハイロウ』をくぐってきて、そこに自動的に編入してるってわけ。だけど青の世界出身の場合は、ブルーミングバトルって試験である程度勝ってからじゃないとプログレス科には入れないことになってる。推すい薦せん受けてきた子はそのつもりだと思う」

　プログレス推薦の半分ぐらいが、探さぐり合うように顔を見合わせている。

　その中で、菜な摘つみがひときわもの凄すごい勢いで頷いているのが、臣には妙みようにおかしかった。

「ただ、あまり知られてないみたいだけど」

　そこでエウレカはひと息つき、妙なことを言い出した。

「実は、プログレス試験そのものは青蘭の学生なら誰だれでもエントリーできるんだよね。もちろん、推薦の子は耐性テストやある程度の能力水準をパスしてるわけだから、同じテストは受けてもらうけど」

　説明を聞いた新入生の間に、ざわめきが走った。

　それはそうだろう。臣ですら、そんなのアリなのかと思ったぐらいだ。

　一般科の新入生のうちの何割かはプログレス推薦という話だった。その推薦がなくとも試験次し第だいでプログレス科に入れる、ということは、それだけ競争が激しくなる余地があるわけだ。菜摘は、成績が悪かったら退学させられるかも、とさえ言っていた。推薦組にはさぞ落ち着かないことだろう。

　騒そう然ぜんとした中、エウレカはそうした反応を予想していたのか悠ゆう々ゆうと続ける。

「その気があるならプログレス科の役員まで申し出て。アタシでもいいし、椎名でもいい。役員室には他にも誰かいると思うから、気軽に声をかけてくれればいい」

　そうそうそれから、とエウレカは、まるで付け足すように声をあげ。

「青蘭の学生なら誰でもっていうのはそのまんまの意味。つまり」

　にやりと笑ってみせ、言った。

「男でも構わないってこと」

　一瞬、間があってから。

　ぉぉぉおお⁉　と、驚おどろきとも唸りともつかぬ声が、あちこちであがり始めた。

　一般科の三分の一、プログレス科を含ふくめれば四分の一にも満たない男子生徒が、どいつもこいつも浮うき足だっているのが臣にはわかった。

　進学校でもないのに、入試水準はハイレベル。ただ、異世界のプログレスが通い、世界接続ワールド・コネクトの起こった直下の学園都市というだけがウリの青蘭学園。

　そんなレアな環かん境きようのためだけに狭せまき門を突とつ破ぱしてきたような連中が、プログレス科編入の可能性を前に黙だまっていられるわけがないのだ。

「ただし、どうなっても責任は取れないから、そのつもりで。詳くわしくは現在の役員会長にでも聞いて欲しい。男のプログレス科でちゃんと学園にいるのはあの人ぐらいだからね」

　ざわめきはもはや話し声となり、あちこちで情報交こう換かんのメールが飛び交かっている。

　そして、困こん惑わくと興奮のるつぼと化した新入生たちを前にして。

「ってことで、前説しゅーりょー」

　エウレカは、ごくあっさりと話を締しめくくったのだった。




　ちなみにその後の入学式はたいそう退たい屈くつだった。

　学園長の祝辞などより、エウレカの前説の方がよほどインパクトがあったせいだ。その他の新入生や編入生たちも、誰だれ一人ひとりまともに話など聞いていなかった。

　臣はというと、青の世界のことはまだよくわかっていないのだから話だけは聞こうと試みたものの、世界接続ワールド・コネクト後のかつてない変転に際して青蘭学園に入学してきた諸君が心にとどめておくべき三つの袋ふくろがある、というあたりで力ちから尽つきた。

　あとはずっと寝ねていた。

　青の世界は、依い然ぜんとして謎なぞに満ちている。
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　青蘭島の中央には鈴すずヶが岳たけといって、かつて火山だった跡あとがある。いや実は跡なんかではなくてれっきとした火山なのだが、とりあえず噴ふん火かしたりはしないので今のところはそう呼ばれている。真水が湧わくおかげで、なかなか鬱うつ蒼そうとした森を誇ほこった偉い容ようである。

　青蘭学園一般科の校舎は、その鈴ヶ岳のふもとに構えられていた。体育館が海沿いにあったことを考えれば変な感じだが、なにしろ青蘭島の規模はあまり大きくないのでこれは仕方がない。島ではちょっと歩けばすぐ海にも山にも出る。スケール感が狂くるうのだ。

　そしてプログレス科は、その一般科のすぐとなりの別校舎にあった。

　コンクリート製の校舎を物もの珍めずらしげに見回していた臣に、役員室は二階で職員室の奥手にあるから、と教務課の女性がうんざりした表情で教えてくれた。どうやら、今日は新入生の来客が多いらしい。

　礼を言って役員室へと向かおうとする臣を呼び止め、女性は茶色い袋を渡わたしてくれた。

　袋にはビニールの内張りがされ『エチケット袋』と書かれていた。

　もしやこれがさっきの話で出た三つの袋の一つなのか、などと勘かんぐっている間に「役員室」とプレートのついたドアが見つかったので、臣はそれ以上深く考えなくて済んだ。

　なにしろ、それどころではないのだ。

　これからシーナを説得して、エンブレイスに帰る方法を探さないといけないのだから。




　軽くノックをすると、すぐに入室をうながす声があがった。

「どうぞ」

　役員室は、ごく簡素な部屋だった。

　隠かくしのある長テーブルがコの字に組まれ、面談形式を意識しているのか、テーブルの周囲と中央にはオフィスチェアが並べられている。続きの部屋が隣となりにあるらしく、奥の方にはドアが見えた。学校というよりは会議室のような趣おもむきのある一室だ。

　そのテーブルを陣じん取どるように、眼鏡の男子生徒が書類を繰くっている。

　少し離れた席で、退屈そうに頰ほお杖づえをついていた編みこみ頭の女生徒が、臣の姿を認めるなり、飛び跳はねるように立ち上がった。

「あ、さっき寝てた奴やつだ！」

　その赤銅色の髪かみ色は確か、エウレカとかいう名前だったっけ、と臣は思い出した。

　だがそれよりも、なぜか向こうからも認にん識しきされていることに少し驚く。

「あんた入学式にいたの、覚えてるよ！　一番目立つところで堂々と船こいでたんだよね。男が編入に混じってるだけでも変わってるのに、よくやるなって」

　ばたばたと長テーブルを蹴け飛とばしそうな勢いでやってきたエウレカは、臣の背中をぐいぐいと押して、コの字の真ん中のオフィスチェアに座らせた。

「紹しよう介かいはしたと思うけど、一応ね。アタシはエウレカ。で、あっちでえらそうにしてる奴が役員会長やってる高たか端はた。なにあんた、プログレス科に入りたいの？」

「えらくはないけど、会長の高端雄ゆう一いち郎ろうだ。ブルーミングバトルへの参加を希望かい？」

　書類を脇わきにやりながら、高端会長は臣に向かって座り直した。

　少し巻いたような髪質は天然なのだろう。いかにもな優等生といった感じではないが、細いフレーム眼鏡の奥の瞳は柔にゆう和わで、余よ裕ゆうのある雰ふん囲い気きを生み出している。

「いや、俺は……」

　ブルーミングバトルなんていうのの参加希望じゃない。

　ここに来たのは、シーナが役員と聞いたからだ。

　そう言おうとしつつ役員室を見回してみても、会長とエウレカの二人しかいなかった。

　だが、そんな臣をにこやかに制し、高端会長は言葉を継ぐ。

「まあまあ、まずはエクストラシックネスの耐性検査パツチテストだけでも受けていったらどうかな」

「エクストラ……？」

「例外酔いエクストラ・シツクネス。ブルーミングバトルは、プログレスでない者や耐性のない者にとっては厳しい環境下の戦いでね。場合によっては観客席にも影えい響きようが出るぐらいなんだ」

　言いつつ、高端会長は小さな絆ばん創そう膏こうのようなものを差し出した。

「指にでも巻いて五分ほど待ってもらえればいい。これで気分が悪くならないようであれば耐性検査パツチテストは終しゆう了りようだ。ブルーミングバトルへの参加も許可しよう。ひどいようなら退室してもらって構わないが、その場合は観客としてバトルを観戦することもお勧すすめしない」

　言われた通りにペリペリと裏紙をはがし、臣は、ジェルのついた絆創膏を指に巻く。

　その様子を見やりながら腕うでを組み、エウレカが嘆たん息そくした。

「こないだ無理してバトル参加した男子がいてさ、悲ひ惨さんだったんだよね」

「悲惨？」

　思わず訊きき返した臣に、高端会長が肩をすくめて見せた。

「我が慢まんに我慢を重ねたあげく、バトル中の無理がたたって本土に帰ってしまったんだ。人望があってね、チームを組んでくれるプログレスも自力で集めた逸いつ材ざいだったんだが」

「上から下から、いろいろ漏もれちゃったからねえ……それも、公衆の面前で」

　女子しかいない前だときついよねえ、とテーブルに腰こしを下ろしつつ、エウレカが呟つぶやく。

「今日もあんたで十五人目だけど、みんなすぐに気分悪くなって脱だつ落らくしてったし。今年の新入生、もうあと何十人も残ってないよね」

「まあ、仕方ないよ。ブルーミングバトルで発生する例外酔いエクストラ・シツクネスはプログレスの特殊能力エクシード同様、本来この世界には存在しないものだからね。異世界そのものといっていい。原理としては『門ハイロウ』と同じだ」

　そうして高端会長は、かたわらの役員室の窓から鈴ヶ岳のかなたを見上げた。

　その上空には赤と黒と白の『門ハイロウ』が、相も変わらず歪ゆがんだ輝かがやきを放っている。

「つまり、ブルーミングバトルは『門ハイロウ』を通過するのと等しい状じよう況きよう下かで戦い続けるわけでね。そんな修しゆ羅ら場ばを、根こん性じようで耐たえようという方が無理なんだ」

　残念そうな高端会長をよそに、臣は、どうしたものか、と思い始めていた。

　つまり、バトルの参加やプログレス推薦の際に問われる耐性検査パツチテストは、『門ハイロウ』をくぐれるかどうかの予備検査のようなものらしい。だからこそ、異世界からやってきた魔ま女じよやその他の少女たちはプログレス科として編入しているわけだ。であれば──

　すでに『門ハイロウ』を通過してきた臣は、この検査をパスできてしまうのではないのか。

「あ、気分悪くなったらその袋使えばいいよ」

　とエウレカがエチケット袋を指さし、この袋はそのためのものかと臣は納なつ得とくする。

　だが、それでは真の三つの袋とは？

　そう疑問を抱いだいた臣の目の前で、すっと奥のドアが開いた。

「……これは、いったい何の茶番ですか？」

　透すき通った青い瞳ひとみに、流れるような黒くろ髪かみ。

　シーナだった。

　音もたてず、そのまま滑すべるような足取りで高端会長へと詰つめ寄っていく。その様子を面おも白しろそうに眺ながめているエウレカにも、きっ、と目線をくれる。

「希望者に名前も聞かず、いきなり耐性検査パツチテストなんて聞いたことがありませんけれど？」

「ああ、うっかりしていたな。悪いが君、〈生徒証〉を確認させてもらっていいかい？」

「……いい加減にしていただけませんか、会長」

　言われるまま〈生徒証〉を渡そうとする臣を横目でにらみ、シーナがわなわなと震ふるえながら叫さけんだ。

「どういうおつもりですか！　兄をからかわないで下さい！」

「からかってなんかいないよ。ここを訪おとずれた希望者には同じ説明をしてるじゃないか」

「兄には耐性検査パツチテストの必要がないことぐらい、ご存じでしょう……！」

「それよりも椎名くん。お兄さんに挨あい拶さつぐらいした方がいいんじゃないのかな。久しぶりの面会だと聞いてるけれど」

　そう促うながされ、ようやくシーナは臣に向き直り、軽く会え釈しやくしてみせた。

　とはいえ、その眉まゆ根ねや口元にはぎりぎりと力が込こめられていて、端たん整せいな顔立ちをかろうじて維い持じしつつ、といった感じではあったが。

「……ご無ぶ沙さ汰たしています。兄さん」

　目線が合い、臣はシーナの瞳をあらためて見み据すえる。

　切れ長で、怜れい悧りな印象だ。かつて自分の後ろを離はなれなかった頃ころとは似ても似つかない。

　だが不思議と、あまり変わっていないような気もする。

　そんな臣の心境には構うことなく、シーナは重々しく口を開いた。

「……会長は、兄さんと私が同じ施せ恩おん院いんの、エンブレイス出身だと知ってるんです。もちろん兄さんが『門ハイロウ』を通って、エンブレイスから送りこまれたことも」

「まあ、アタシは知らなかったけどさ。エンブレイス出身の椎名が『兄さん』なんて呼んじゃったら、誰だれにでもわかるんじゃないの？」

「エウレカ先せん輩ぱいは黙ってて下さい！」

　からかうようなエウレカに、シーナが食ってかかる。

　だがそんな二人の様子をよそに、高端会長はかたわらの書類を掲かかげてみせた。

「放ほうっておいてもバレるのは時間の問題だと思うけれどね。君たち兄妹きようだいは、どちらも同じ護ご堂どう姓せいを名乗っているわけだから」

　目の良い臣には、その書類の肩かた書がきに並んだ名前がはっきり見えた。

　護堂椎名、と読めた。

　それが、今のシーナの名のようだった。

「それとも、ずっと二つ名で通すつもりかい？　女王代行エンブレイス・オフイサーなんて呼ばれるのが嫌いやで、わざわざこの世界に合わせた名前を用意したんだろうに」

「…………」

　そこで一つ息をつき、高端会長は眼鏡を外して眉み間けんを揉もんだ。

　口ごもる椎名には目もくれず、胸ポケットから取り出した布でレンズを拭ふく。

「どういうつもりかなんてこちらが聞きたいぐらいさ。魔女領の女王ウイツチ・エンブレイスは、なんのつもりで君のお兄さんを送りこんできたのかな？　それともこの件は君の管かん轄かつ下にはなくて、他に四人いる女王エンブレイスの差し金だったりするのかい？」

「……手て違ちがいです。兄はすぐにエンブレイスへ帰らせますのでご安心を」

「手違い？　それはそれは」

　都会に行った娘むすめの様子を見に来た父親を追い返すかのような椎名の言いぐさだったが、高端会長は特に気にした様子もなく眼鏡を拭き続けている。

　そうして眼鏡をかけ直してから、まるで心のこもっていない口調で言った。

「大変だ」

「そういうことです、兄さん。エンブレイスに帰って下さい」

「帰れ、と言われても……」

『門ハイロウ』は空中にあるのに、どうやって帰れというのだろうか。

　そう訊いた臣の言葉に、一いつ瞬しゆん、椎名が息を詰まらせた。

「……青蘭学園には分校がいくつかあります。そうした各校には各世界の権力者が指名した代行オフイサーがプログレスとして派は遣けんされていますが、そのうちの一人が私です」

　椎名は常闇のダークネスエンブレイスを統治する五人の女王エンブレイスのうち、魔女領の女王ウイツチ・エンブレイスの代行として、許可のない者が『門ハイロウ』をくぐってこないよう、青世界の側での監かん視しを任されている、という話だった。

「兄さんには私が『門ハイロウ』の通行許可を出します。ここに来るまでに世話役の方がいたはずです。私の許可があることをその方に伝えれば、あとは来たときと逆の手順で帰してもらえるでしょう」

「……世話役に連れん絡らくって、どうやってだ？」

「……まさか」

　訊き返した臣に、椎名が小さく息をのんだ。

　そうして、信じられないものを見るような目で臣を見つめる。

「兄さんは、連絡手段を知らされていないんですか？」

　どうやら、椎名はエンブレイスの女王へ報告ができるだけで、世話役は女王エンブレイスの指示で派遣されてくるらしい。

　そんなことを言われても、臣だってどうしようもないのだった。

　なにしろ臣は、世話役のじいさんからは青蘭島に行く手続きをしてもらっただけで、その後のことは何も教えて貰もらえなかった。エンブレイスに戻もどる方法はおろか、これ以降、連絡を取る手段も知らされていない。

　女王は臣に「自力で戻ってこい」といったが、どうやら椎名にも『門ハイロウ』を通過する方法については伝えていないようだった。

「……ひょっとしてだが、それだと椎名もエンブレイスには帰れないんじゃないのか？」

　そんな臣の疑問は、それこそ今さらだったのだろうか。

　ため息をつきつつ、椎名は頷うなずく。

「当然です。私はそのために、この世界へ派遣されたんですから」

「それは困ったな」

　臣は、自分がエンブレイスに戻れるようなら、ついでに椎名も連れて帰ってしまえばいいのでは、と少しだけ考えていたのだ。

「……私には私の役目があります。そんなことできるわけないでしょう」

　うーん、と頭を悩なやませている臣を見やり、椎名は頭痛でもしたように額に手をあてた。

　そんな二人の様子に、高端会長が心底愉ゆ快かいそうに笑った。

「凄すごいな。どうやら君のお兄さんは、本気で君を連れて帰ろうとしてるようだ」

「……兄は、察しが悪いんです」

　なんだか散々な言われようだったが、これでも臣は真ま面じ目めに考えているのだった。

「なら、エンブレイスに戻る方法はないのか？　世話役を呼んでくれるようエンブレイスに問い合わせてみればいいんじゃないのか」

「……エンブレイスへの通信は、未許可で『門ハイロウ』を通ってきた者を発見したときに限る、という決まりなんです。もちろん、問い合わせてはみるつもりですが……」

　すぐには応答は得られないかも知れない、と椎名は難しい表情で呟いた。

　その時、苦々しげな椎名の隣となりで、ぱっとエウレカが顔を輝かせた。

「あ、じゃあさ、ブルーミングバトルやってプログレス科に入れば？」

「プログレス科に？」

「バトルで最上級ランクのＳ級まで上がったチームは、別の世界へ派遣されるケースがあるんだよね。それ狙ねらうってのはどう？」

「そんな制度があるのか？」

　臣には答えず、椎名は牽けん制せいするような目線をエウレカにやった。

　だがエウレカは先輩としての余よ裕ゆうか、そうした気質かたぎなのか、まったく気にしていないように臣の指を見やる。

　耐性検査パツチテストの絆ばん創そう膏こうが、まだ巻かれたままだった。

「見たところ耐性もあるみたいだし、ちょうどいいんじゃない？」

「なるほど」

　そういえば気持ち悪くなるという話だったが、臣にまったくそんな傾けい向こうは見られない。

　そんなエウレカの提案に頷きかけた臣だったが、よく考えてみれば根本的な問題があることに気が付いた。

「……ブルーミングバトルって、何をすればいいんだ？」
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　ブルーミングバトル。

　菜摘に限らず、青蘭学園の学生は当たり前のように口にする。概がい要ようぐらいは『辞書』で理解したから、プログレス同士のバトル、というのは字じ面づらからわかる。

　だが臣にしてみれば、具体的に何をどうするものかさっぱりわからないのだった。

「ブルーミングバトルは、特殊能力エクシードを持った者同士の模も擬ぎ戦せん闘とうさ。それ以上でもそれ以下でもない。ケガをしないフィールドに立って、特殊能力エクシード全開で戦う。ただそれだけだ」

「ということは、バトルに参加するには何か能力がないといけないのか？　プログレス推すい薦せんは、変わった能力がないともらえないと聞いたが」

「そう。だから君がブルーミングバトルに参戦するなら、求められるのは戦うことではなく、戦っているプログレスたちがよりよく戦うための補助、ということになるかな」

「補助？」

「監かん督とくみたいなものだと思ってくれればいい。もっとも、プログレス科の魔ま女じよや天使、推薦持ちの特殊能力エクシードと正面切って直接戦える能力でもあれば、また話は別だろうけれど」

　その会長の言葉に、臣は、なにか引っかかるものを感じた。

　臣が浮うかない顔をしていると、エウレカが「どしたの？」と聞いてきた。よほど変な顔をしていたようだ、と気付いて、臣は苦く笑しようする。

　そうしてエウレカの視線をやり過ごした臣は、再び自分に問いかけてみた。

　エンブレイスの魔女と、正面から戦うだけの能力──？

　女王エンブレイスともう一度やれ、と言われれば御ご免めんこうむる。あれは無理だ。戦せん闘とう種の龍りゆう族ぞくだってもう少し控ひかえめだった。大地を震ふるえ上がらせる咆ほう哮こうにも山を抉えぐる一いち撃げきにもそれなりの裏付けというものがあるのだ。女王のようにでたらめではなかった。威い嚇かくもタメもなにもなくノータイムで強きよう烈れつな魔法を撃うつなんて、あんな無茶苦茶なのはもう嫌いやだ。反則だ。

　だが。

　ただの魔女が相手ならどうだ。例えば、入学式で見たような見習い魔女と戦うなら。

　臣はエンブレイスの出身だから、魔女やエルフぐらいしか知らない。他の世界のプログレスの能力はよくわからない。けれども、魔女をものさしにしていいというのなら。

　……本当にそれでいいのだろうか、と臣は思う。引っかかっているのはそれだ。

　そんな程度でいいのか？

　役員室の床ゆかに目を落とし、考えている臣をよそに会長の話は進んでいく。

「男子生徒のプログレス科はαドライバーと呼ばれることもあるが、あくまで仮か称しようだ。αはアルファ版のα。お試ためし扱あつかいというわけさ」

「お、なんか考えてるっぽいよ。ちょっと興味が湧わいてきたんじゃない？」

「会長。エウレカ先せん輩ぱい。兄に余計なことを入れ知ぢ恵えしないでいただけませんか」

「プランを提示しているだけさ。手違いがあってお困りのようだからね」

　高端会長は手近な書類を裏返し、さらさらとペンを走らせる。

　中央で重なった円を二つ描かき、片方の円に〈異世界出身者〉、もう片方の円には〈シックネス耐性保持者〉と書き入れた。

「プログレス推薦の最重要基準はたった一つだけ。ブルーミングバトルで発生する例外酔いエクストラシクネスへの耐性があるかどうかだ。推薦での特殊能力エクシードは自己申告に過ぎないはずだよ。もちろん本当かどうかは確かく認にんするだろうが、必ずしもバトルに必要なものとは限らない。逆に、特殊能力エクシードがなくても戦えればそれでいい。白の世界には自前の戦闘力のみを持ったアンドロイドという種族がいるが、彼女たちはそれに近いな。例えば武装での射しや撃げきは単なる物理力だが、白の世界の超ちよう科学力はプログレスの特殊能力エクシードと渡わたり合えてしまうからね」

　言いつつ、高端会長は二つの円に〈異世界出身者＝プログレス科〉、〈シックネス耐性保持者＝プログレス推薦〉と書き足し、その円が重なる部分に〈プログレス〉と書き入れた。

「そうしてプログレス科の中でも予選と本選の選せん抜ばつを行って、一定水準に達した者だけがプログレスと呼ばれる。つまり、特殊能力エクシードがどんなものか、どんな強さかを実際に戦ってみて決めるのがブルーミングバトル、というわけだ」

　なるほど、と頷いている臣をよそに、エウレカは頭をかきながら図を見やっている。

「プログレス科とプログレスって、混同されがちなんだけど別物なんだよねー。ブルーミングバトルで成績を残さないとプログレスとしてはランク外のまま。ここだけの話、アタシだってプログレス科にいるけど試験受けてないからランク外なの。そこらにいるプログレス科の大部分は、まだ正式なプログレスじゃないわけ」

　そんなエウレカの説明を、高端会長が補足する。

「プログレス科に所属すること自体はたいしたことではないんだ。シックネス耐性を持っていれば、それだけでプログレス科といってもいい。そんなことよりも、ブルーミングバトルで予選と本選の二回勝つことの方がよほど重要だ。だから、少しでも勝率を高めるためにブルーミングバトルでは監督がついたほうがいい。ところが困ったことに──男子生徒は女子生徒に比べて、シックネス耐性を持っている率が極きよく端たんに少ない。特殊能力エクシードを持つ者に至っては皆かい無むだ」

　言いつつ、高端会長は描えがいたばかりの図を放ほうり出してしまった。

「この学園の場合はただでさえ男子生徒が少ないから、僕のようなプログレス科在ざい籍せきの男子生徒は非公式な扱いなんだよ。だが、我々はこの現状を変えたいと思っているんでね」

　そうして高端会長は席を立ち、コの字のテーブルをぐるりと回って臣の座っている中央までやってきた。

「そこで、護堂くんだ。君の耐性はいま確認した。プログレス科に編入して最上級まで上がれば、エンブレイスにだって帰れる余地があるわけだろう。どうかな。ブルーミングバトルに参加してみるというのは。それに護堂くんは、椎名くんを連れて帰ることもご希望のようだが──」

　臣の座ったオフィスチェアの背もたれに手を回した高端会長は、少し声のトーンを落として囁ささやいた。

「最上級のＳ級チームに女王代行エンブレイス・オフイサーが含ふくまれているようなら、どうだろう。魔女の女王ウイツチ・エンブレイス様も、代行の代行を派は遣けんなさるかもしれない」

「……なるほど」

「さあそのパッチはもういいだろう。捨てておくよ」

　臣の手からパッチを受け取った会長に、椎名は刺さすような視線を向けた。

「何度も言いましたが、兄はエンブレイスに帰します」

「連れん絡らくには時間がかかりそうなんだろう？　なら、お兄さんはそれまでの間を有意義に過ごせばいい。いつ連絡が付くのかもわからないようだし」

「ですが……！」

「青蘭学園はプログレス科の男子生徒を必要としているんだ。今日もエウレカが入学式で宣伝してきたと聞くよ。見習ってもらいたいね」

「…………」

　まだ言い足りなさそうな椎名に蓋ふたをするかのように、会長が言い渡す。

「僕も仲間が欲しいんだよ、女王代行エンブレイス・オフイサー」

　そのやりとりをよそに、臣はようやく納なつ得とくがいきはじめた。

　わけもわからず送りこまれた青の世界で、これからすべきことが、おぼろげに見えてきたような気がした。

「つまり、こういうことか？　これからプログレスを集めて、椎名もひっくるめてチームを組んでバトルに勝って、プログレス科に入ったらＳ級を目指して勝ちまくる」

　と、そこまで口にしてから、臣はある可能性に思い至った。

「まてよ？　椎名が別のチームに入ってたら、そこから引き抜ぬかないといけないのか？」

「ぶ」

　臣の呟つぶやきを聞いた高端会長とエウレカが、同時に噴ふき出した。

　一方その二人とは対照的に、椎名の表情がみるみるうちに押し殺した怒いかりに満ちていく。

「……これが目的だったのね。お母様エンブレイスらしいやり口だわ」

「君がいつまでもＳ級に上がってこないからしびれを切らせたってわけか」

「だからさあ、椎名は死んだフリしすぎだったんだって。いくらなんでも女王代行エンブレイス・オフイサーがランク外じゃマズいってあれほど忠告してやったのに」

　怪け訝げんそうにしている臣をよそに、会長とエウレカは椎名をダシにして面おも白しろがっている。

　二人とも好き勝手なことを言っているようなのだが、意外にも椎名は反論せず、ただふてくされたようにそっぽを向いていた。

　事情のわかっていない臣に、高端会長は種明かしをしてみせる。

「実はね、彼女はまだ、正式なプログレスではないんだ」

「なに？」

　聞けば、椎名は異世界出身者かつ女王代行エンブレイス・オフイサーであり、役員でもある。

　だが、今まで一度もブルーミングバトルに参加したことがない、というのだった。

　つまり、プログレスとしてはエウレカや新入生のプログレス推薦である菜摘あたりと同様の、ランク外なのだそうな。

「女王代行エンブレイス・オフイサーとはいえ、いつまでもバトルに不参加というのは困るんだ。そうそう特とく別べつ扱あつかいはできないと言っているんだが、彼女はなかなか了りよう承しようしてくれなくてね。ひょっとしたらエンブレイスからなにか特別な命を受けているのかと思っていたが──女王が君を送りこんできたということは、どうも違ちがったらしい」

「でもさ、これで椎名も動きそうな気はするけどね」

　くっくっく、とエウレカと二人で笑いながら、高端会長は臣に水を向けた。

「そうだ護堂くん。椎名くんがプログレス試験を受けない理由に、なにか心当たりでもないかな」

「心当たり？」

　おそらくただ聞いてみただけで、その質問にはたいした意図はなかったのだろう。

　だから臣は、ただ素す直なおに、思い当たることを口にした。

「どうせ、友達がいないんじゃないのか？」

「んなっ……！」

「ブルーミングバトルはチームじゃないとダメなんだろう？　椎名は人見知りだから友達を集めるのは苦労するはずだ。なにしろ昔は俺の後ろをついて歩くばかりで──」

　臣が言葉を継つぐたびに、椎名の顔があっという間に紅潮していく。さっきまでの怜れい悧りな印象をいったいどこに置き忘れたのか、耳の先まで真っ赤になっている。ぱくぱくと何事か言おうとしているのだが、どうしても声になっていなかった。

　そうして、高端会長とエウレカがさんざん爆ばく笑しようしきった頃ころになってから。

「もうっ！　兄さんはっ！　帰って下さいっ！」

　まだまだ続きそうな臣の暴ばく露ろに、椎名がようやく爆ばく発はつした。




　怒り狂くるった椎名によって、臣は役員室を叩たたき出されたのだった。
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　　　　△　▽




　青蘭島には、野の良らのオオハシがいる。

　オオハシという名前に聞き覚えがないなら、熱帯特有を絵に描かいたような、ド派手なオレンジくちばしを持った黒い鳥、をイメージしてみてほしい。それでだいたいあってるはずだ。動物園の温室や鳥類展示室では目立つところにだいたいいるし、わりとフリーダムにわしわし飛んでいたりする。ぎょー、ぐぇー、という上品なカエルっぽい鳴き声と、真っ黒つぶらな瞳ひとみがチャームポイントである。

　もとは野良になるほどありふれた鳥ではないのだが、なんでか青蘭島を開発する際に、南国というイメージで一ひと旗はた揚あげようと目もく論ろんだ業者によって持ちこまれたらしい。それが、青蘭島の水が合ったのか、鈴ヶ岳の森を拠きよ点てんにいつの間にか増えてしまった。

　増えた当初は「貴重な畑で遊びよるでかいカラス」ぐらいにしか思われていなかったのだが、あんなオレンジくちばしのカラスがいるわけない。

　今では青蘭島の観光部がプッシュしているらしく、あちこちのみやげもの屋でオオハシグッズが並んでいる。ぬいぐるみありマグカップあり色の変わるボールペンありと、まるでマスコットのような扱あつかいだがゆめゆめ忘れてはいけない。

　あれはぜんぶ野良だ。カラスとなにも変わらない。

　そんなわけで青蘭島では、夕ゆう闇やみに、ぎょー、とカエルじみたオオハシの声が聞こえるようになれば、そろそろ帰宅する頃ころ合あいだと認識されている。

　カラスでもカエルでもなく、オオハシが鳴くから帰るのだ。




　ところでそのオオハシが鳴く頃になっても、臣は帰る場所を見つけられないでいた。

　昼間、椎名から「エンブレイスに帰れ」と言われたがそういうことではない。

　そんな遠大な話ではなくて、今日からやっかいになるはずの下宿小屋が、どうしても見つからないのだった。

　だいたい、世話役のじいさんがいけない。

「学校を出た道を山なりに行ったとこにある小屋が空いてる」

　と言っていたのだが、もらった地図はなんだかグニャグニャした道の先に「[image: ↓]ヨロ」と書いてあるだけで、このへんだからよろしくの略なのか、それともそのあたりがヨロさんちの小屋なのかよくわからない。

　あるいは「[image: ↓]」は、実はこの世界で一部流行しているという顔文字的なアレなのかもしれなかった。実際、臣が最初に「[image: ↓]ヨロ」を読んだとき『辞書』は「[image: ↓]」を（ウインク）とか（キャピ☆）とか訳しやがり、臣は深く深くため息をついた。

　だが、目的の小屋が見つからず歩き続けて疲つかれてくると、あれは実は間ま違ちがいではなかったのではないか、という疑ぎ惑わくが臣の中で頭をもたげ始めた。つまりあの乳業を装よそおったじいさんが顔文字を使ったのでは？　まさか。もし。だとしたら──殺意を禁じえない。

　そんなことより下宿はどこだ。

　結局、そんな事を考えながらぐるぐると何時間も歩き回っていたものの小屋は見つからず、臣はまた青蘭学園まで戻もどってきてしまった。

　ぎゃー、と山のどこかからオオハシの声が聞こえてくる。

　ぼんやりと夕闇赤く染まった空の下、暗くなった一いつ般ぱん科とプログレス科の校舎が佇たたずんでいた。日はとうに落ちたものの入れ替かわるようにして、島の外がい縁えんと街路とが、ＬＥＤ水銀灯のほの白い明かりでぽつぽつと数珠じゆずつなぎになっている。

　そんな中、途と方ほうに暮れた臣の目に、まだ教務課の照明が点ついているのが見えた。

　──もしかしたら、誰だれか相談に乗ってくれるかもしれない。

　そう考えた臣が校舎へ向かおうとすると、思わぬ方から聞き覚えのある声があがった。

「あ、臣だ！　おーいこっち！」

　ばたばたばた、となんだか落ち着きのない走り方で近寄ってくる姿は、真新しい青蘭学園の制服にポニーテール、さほど小さいわけでもないのになぜかちまっこい印象。息を弾はずませるごとに、ほころんだ口元から真っ白な歯がこぼれている。

　菜摘だった。

「こんな時間にプログレス科に用事なんてどうしたの？　……あ、もしかして、やっぱり臣もブルーミングバトルに出たい！　なんて思っちゃったりしたとか⁉」

　ぐっ！　と相変わらずのテンションで、菜摘は身を乗り出すように見上げてくる。

　その勢いに押し切られるように、臣はこれまでの苦難の道のりを説明するはめになった。

「……まあ要するに、下宿が見つからんということだ」

「え？　臣って寮りようじゃないの？　なんで？」

　聞けば、菜摘や他の編入生、新入生のほとんどは寮に入っているらしい。

　なぜ寮でなく下宿なのかは、臣の方が聞きたいところだった。まさかエンブレイスには寮りよう費ひを納める金もない、などということはないだろうが、世話役のじいさんが寮費をガメて適当な空き家を押しつけた、というのはありそうな気もした。

　とはいえ、袋ふくろ詰づめで送られてきたから入寮手続きなんかわからん、とも言えず、臣は話を逸そらすことにした。

「そういうお前は何してるんだ？　こっちの校舎はプログレス科だろう」

「いやー、まあ、プログレス科に用事っていうか……」

　水を向けたとたん、菜摘はそれまでの笑え顔がおを曇くもらせた。

「なら急いだ方がいいんじゃないのか？　教務課にはまだ人がいるみたいだぞ」

「教務じゃなくって……うーんと、その、ね？」

　えへへ、とごまかすように笑っているのだが、どうにも歯切れが悪い。

「ほら、入学式で先せん輩ぱいが言ってたじゃない。ブルーミングバトルは、推すい薦せんなんかなくても受けられるから気軽においでって。推薦じゃないプログレス志望の子がいたら、仲良くなりたいなあ、なんて……はは」

「プログレス志望というと……ああ、女子でってことか」

「入学式だと男子が盛り上がっちゃってたけどね。プログレス推薦を抜いても一般科の女子の方がずっと多いから、そういう子がチャレンジしに来ないかなって」

　推薦を持っていない一般科の女生徒が、ブルーミングバトルに参戦希望。

　確かに、ただの物もの珍めずらしさで青蘭学園を進学先として選ぶ男子生徒がいる以上、同じような女生徒が一般科にいてもおかしくはないのだった。というよりは、プログレスになるために青蘭学園に来ている推薦持ち以外は、ほとんどがそうしたケースだ。

　菜摘は、そういう手合いに声をかけるべく待ってた、ということらしい。

「でも、みんな耐たい性せいなかったみたい。女子も男子もぐったりして帰っちゃった……」

「どうして推薦の奴やつやプログレスに声をかけないんだ？」

　臣の言葉に、菜摘は見る間にしょんぼりと肩かたを落とした。

「……臣には、もう言ったよね。あたし、運だけで試験通っちゃったって。それで今、ちょっと困ってるの」

「試験って特殊能力エクシードを確かく認にんするとかいうやつか？」

　訊きき返した臣に、菜摘は力なく頷うなずく。

「そう。クジの中から何回も連続でアタリを引いたりとか、サイコロの目がいいとかそういうの。あ、耐性テストはちゃんとクリアしたんだよ。それは全然平気だったんだけど」

「じゃあ問題ないんじゃないのか」

　臣は、高端会長が「シックネス耐性を持っていれば、それだけでプログレス科も同じ」と言っていたことを思い出したが、菜摘は小さく首を振ふる。

「でも、ブルーミングバトルって戦わなくちゃいけないんだよね。今日だけでもいろんな子に声かけたんだけど、みんなに聞かれちゃった。運で戦うって、どうやって？　って。みんなは魔ま法ほう使ったり超ちよう能のう力りよく持ってたりするんだけど、あたしは……」

　チームを組んでもらっても役に立てないし、足を引っ張るのが目に見えてるよ。

　そう呟つぶやいて、菜摘は少し恥はずかしそうに笑った。

「あたしね、そこまで考えてなかったんだ。運で戦うのが無理なことぐらい誰だってすぐに気が付くのに、あたし今ごろ気付いちゃった。いやー、バカだよね、えへへ」

　そして気き後おくれしているうちに、チームメイトを探すのも出で遅おくれてしまったようだった。

「でも、もしかしたら推薦持ちじゃない子なら、あたしみたいな子がいるかもしれないって思って、待ってみたんだけど」

「……なるほどな」

　だが、それでは菜摘はどうやってブルーミングバトルに参加する気なのだろう。

「……わかんない。一人じゃバトルなんて無理だし。でも、邪じや魔まにはなりたくないし」

「チームメイトというのは何人必要なんだ？」

「最低でも四人……」

　いま一人だけという状じよう況きようのせいか、先の長さを思いやった菜摘はうう、とうめいている。

「プログレス推薦は、バトルで成績を残せないと退学なんじゃなかったか？」

「そうなんだけーどー……あーもう、ほんとに、どうしよう……」

　そんな頭を抱かかえている菜摘を見ているうちに、臣はふと思い出した。

　特殊能力エクシードの内容なんて些さ細さいなことで、耐性の方が重要。会長がそう言っていたのは、特殊能力エクシードが必要ない役目があるからだった。

「バトルだと監かん督とくみたいな奴がいていいらしいぞ。プログレスの特殊能力エクシードがなくても、そういうのをやればいいんじゃないのか」

「それって、たぶん男子のプログレスの話だよ。直接ダメージ管理するところにいなきゃいけないから、普ふ通つうよりシックネス耐性がないとだめだって聞いたけど……」

「お前も耐性テストはパスしたんだろう。じゃあちょっとぐらいやれるんじゃないのか」

　そんな臣の話にどこか納なつ得とくがいかないのか、菜摘は困ったように虚こ空くうを見上げる。

「……どうなのかなあ」

「それにそのシックネス耐性テスト、たいしたもんじゃなかったぞ」

「えっ⁉」

　臣が昼間に役員室でパッチテストを受けさせられた話をすると、菜摘は驚おどろいたようにがばっと顔を上げた。

「すごい！　耐性テスト通っちゃったんだ！」

　それまでうなだれていたのが、まるで噓うそのようだった。

　胸むな元もとにぐーを二つ握にぎりこんで、えぐりこむような角度で、興奮した菜摘がにじり寄る。

「それじゃ、臣はブルーミングバトルに出るの⁉」

「出るかどうかはわからん。俺のはただの行きがかりだからな。チームも組んでないし」

「行きがかりって？」

「……役員に用があったんだ。テストはそのついでだ」

　椎名に会えばエンブレイスに戻れる方法を教えてもらえるのかと思ったら投げっぱなしで放置された、とはさすがに言えなかった。

　とはいえ、よくよく考えてみたら、これは当たり前かと臣は思う。

　なにしろ、臣はわざわざエンブレイスから青蘭学園に送りこまれ一般生徒のフリをさせられているのだ。ここまでまだるっこしい手順を踏ふんだ女王が、あっさり臣を椎名に会わせた上に帰らせてくれるわけがなかった。

　椎名ですら、帰る方法を問い合わせることすら難しいとは思わなかったが。

「じゃあ臣は、ブルーミングバトルに興味があったわけじゃないんだ……」

「…………」

　肩を落とす菜摘の様子に、臣はふと考える。

　エンブレイスに戻る方法は、なくはない。

　エウレカや高端会長が教えてくれたように、ブルーミングバトルに出ることだ。プログレス科に移り、良い成績を残せば他世界に派は遣けんしてもらえるかもという話だった。推薦を受けてプログレスになるためにやってきた菜摘とは違ちがい、臣にはブルーミングバトルへの興味はほとんどなかったが、こうなってくると話は別だ。

『自力で戻ってこい』と女王は言った。

『それが目的だったのか』と椎名は悔くやしがった。

　うすうす感じてはいたが、女王は最初から、ブルーミングバトルに参加させるつもりで臣を送りこんだのではないか。それも、できれば椎名ごと。

　いくら察しの悪い臣でも、ここまでされれば気が付くというものだ。

　それに、あまりぐずぐずしていても、施恩院が気になる。女王がいつまた気を変えるかわからないのだ。しばらくしても臣が戻ってこなければ、臣を施恩院ごとあっさり見限ってしまうことも考えられる。

　どうしたもんか、と夕ゆう闇やみを見上げている臣に、菜摘が意を決したように口を開いた。

「あ、あのね、臣！」

「うん？　どうした」

「あたしと、チーム組まない？」

　その、あまりに唐とう突とつな申し出に、臣は思わず聞き返していた。

「……確かに耐性があるとは言われたが、俺もお前と同じで、特別な力はないぞ」

「うん。それでもいいから」

　そう口にしてから、菜摘は慌あわてたようにばたばたと手を振る。

「あっ、無理にブルーミングバトルに出ろって事じゃないんだよ⁉　そりゃまあ、出てくれれば嬉うれしいけど、バトルに出る気がなくてもフリだけでいいから」

「……フリだけ？　一いつ緒しよにブルーミングバトルに出ろ、ということじゃないのか」

　話をよく飲みこめない臣に、菜摘は畳たたみかけるように言葉を継ついだ。

「臣はプログレス科の役員の誰かに用事があったんだよね。それ、うまくいった？」

「……いや」

「じゃあさ、あたしとブルーミングバトルに出るってことにすれば、プログレス科に出入りする機会が増えるんじゃないかな。手続きだって色々あるし、チームに誘さそうって名目があればさ、その役員さんにも声をかけやすくなるかもしれないし！」

　確かに、と臣は思う。

　臣は人の目などあまり気にする方ではないが、それでも今日の椎名の反応からすると、しばらくはなんの用もなく役員室を訪おとずれることは難しそうだ。

　そんな臣の様子を見やりながら、菜摘は、遠えん慮りよがちに口を開く。

「あたしはあたしで、他の子を誘うときに『大だい丈じよう夫ぶ、他のメンバーもいるんだよ』って言えたら、ちょっとは違うかもって思って。あたしとじゃダメでも、チームにだったら入ろうかなって子もいるかもしれないし、それに、それに」

　そうしてあれこれ話し続けた菜摘は、そこで初めて口ごもり、少しだけうつむいた。

「……それに、他に誰だれも仲間になってくれなくても、臣がバトルに興味ないならさ」

　足元の砂じや利りをじっと見つめながら、呟く。

「もし勝てなくても、迷めい惑わくじゃないかなって」

「……なるほどな」

　つまり菜摘は、臣と組む分には気楽でいられる、と言いたいようだった。

「あ、あたしにだけ都合がいいわけじゃないよ。臣の役にも立てるかもって思ったから。それにこのままだとあたし、せっかく来たのにすぐ退学なんてことになっちゃうし」

「ふむ」

　臣も、菜摘に言われてみてようやく気付いたことがあった。

　ブルーミングバトルに出るには何人かでチームを組まないといけないらしい。椎名をなんとか説得してバトルに参加させるにしても、そこで成績をあげて異世界へ派遣されるにしても、他にメンバーを募つのる必要があったのだ。

　エンブレイスでは女王の養女となるほどの魔女であった椎名が、なぜチームを組んでいないのかは知るよしもない。だが、目の前の菜摘が困っているぐらいだ。なんの特殊能力エクシードも持っていない臣も、チームメイト集めに難航しそうな気配はあった。

「だからお願い、臣。しばらくの間だけ、そのフリだけでもいいから」

　思案している臣の視線に気付いたのか、菜摘は顔を上げた。

　あの力のこもった瞳ひとみで、じっと臣を見み据すえる。

「あたしと、チームを組んで」

　どこかすがるような菜摘の視線に見つめられながら、臣は、なるほど、と思う。

　女王は、どうやら臣にブルーミングバトルをさせるつもりだったようだ。そしてどのみち、臣には『門ハイロウ』を通るより他にエンブレイスに戻もどる方法はない。

　ならこの少女と組んでおくのも悪くない気がした。

「役に立てるかどうかはわからないぞ。俺はお前と違って、運もないしな。くじを引けばまず当たらないし、サイコロを振れば必ず変な目が出る」

「……そうなの？」

「それでもいいなら、やろう」

　そうして臣が差しだした手に、菜摘は全身で飛びついてきたのだった。

「いいよ！　それで！　ぜんぜん！」

　やったー！　と菜摘が諸もろ手てをあげた。その顔に、再び満面の笑えみがこぼれる。

　水銀灯の淡あわい明かりの下。

　もはや夕暮れを通りこして、夜になりつつあるプログレス科の校舎前。こんな時間まで待ち続けていたのは、楽なことではなかったに違いない。菜摘は臣の手を握ったまま、興奮冷めやらないようにぶんぶんと振ふり回していた。もはや握あく手しゆではなく踊おどりの一種を生み出しつつある菜摘をなだめつつ、臣は思わず苦く笑しようする。

　だが、臣はふと大事なことを思い出した。

「ところで菜摘。さっそくチームの仲間として一つ頼たのみがあるんだが」

「いいよ！　なに？」

「このあたりから山のあたりまでで、空き家か小屋をみかけなかったか？　ヨロという人の家かもしれないが」

「ヨロさん？　どんな字書くの？」

　そうして菜摘は、臣が取り出した地図をしばしのあいだ、じーっと眺ながめていたが。

「ねー臣。これって、地図横向きじゃない？」

　ややあって、驚くべき事を口にした。

「[image: ↓]ヨロじゃなくて、小こ山やま口ぐちって読むんじゃないの？　これ」

「……なんだと？」




　小山口養よう蜂ほう場への順路を示す看板が見つかったのは、それから五分後のことだった。




　　　　△　▽




　ここはエンブレイスではなく青の世界で、現地の文字なんか臣に読めるわけがない。

　なのに地図に漢字を書いた世話役のじいさんは、いったい何を考えていたのだろうか。

　そして『辞書』は、なぜ縦書きと横書きの区別すらつかないのか。

　おのれ。

　そんな理り不ふ尽じんな怒いかりを抱えつつも、夜よ露つゆをしのげる場所にたどり着いたことは臣にとって心強かった。

　六畳じよう一間で洗い場とシャワーのある養蜂場の待機小屋は、思ったよりもしっかりした造りだった。古ぼけた畳たたみが頼たよりなくぎしぎしいうが、これは臣の体質のせいだ。臣は身体からだが頑がん丈じようなぶんだけ体重が重く、どこに行っても床ゆかがたわむ。

『でも小屋っていうよりは、民家だよね……あっ、水も電気も通ってる！』

　使っていない棚たなには大量の米の袋ふくろと釜かまがあり、元もと栓せんを開けばガスも出た。冷蔵庫はあるけどテレビがないなあ、と自分が住むわけでもないのに菜摘は困った顔をしていたが。

『明日あした、何かおかずになるもの持ってきてあげるよ！』

　寮りようには門限というのがあるらしく、菜摘は慌てて帰って行った。




　それからしばらくした頃ころに、臣の腹の虫が鳴った。

　気が付くと、あたりには使い方を学ぼうとして挫ざ折せつしたコミュニケーターの説明書や、明日以降のスケジュールを確かく認にんした後の学校案内パンフレットが散らばっていた。情報収集に没ぼつ頭とうしているうちに、時間が経たっていたらしい。

　そういえば、船に乗る前に世話役のところで朝食をとってから、臣はなにも食べていなかった。

　大食らいの自分が半日なにも食べずにいたことに驚おどろきつつ、とりあえず米を炊たこうと洗い場に立つと、ズボッという音とともに臣の視界ががくんと下がった。

　足元の床が抜ぬけていた。

　たったそれだけのことが、臣の中にある何かのスイッチを押したようだった。

　急に、この数日間で味わった事へのいろいろな怒りが湧わいてきて、制せい御ぎよ不能になった。

「おのれ……」

　古ぼけた電でん気き釜がまというやつで米を炊き、その間に水のシャワーを浴び、タンスに入っていたジャージを拝借して、炊きあがった大量のごはんを釜から直接しゃもじで食った。

　炊きたてのごはんは死ぬほど旨うまく、臣はよけいに腹が立った。

「おのれ……！」

　今さらだが、本当に今さらなのだが、ありとあらゆることが腹立たしい。

　ボコられて袋ふくろ詰づめにされたことも、青の世界で学生のふりをすることも、ブルーミングバトルがどうこうも、なにひとつとして自分が望んだものはない。女王に直じか談判に行った時点で命があるだけマシだとも思うが、しかしそれにしても苦労している気がした。

　椎名は「帰れ」と言ったが、冗じよう談だんではない。

　青の世界の居い心地ごこちは、悪くはない。少なくとも、エンブレイスに青の世界への『門ハイロウ』が開き、椎名がそこへ派は遣けんされたと聞いた臣が想像したようなものではなかった。

　だがこれだけの目に遭あって、今さら一人のこのこ帰れるほど臣も無神経ではないのだ。

　もうここまで来たら絶対に、エンブレイスには椎名も連れて帰る。

　そしてその暁あかつきには、あの女王に一発なりとも食らわせてやらないと気がすまない。

「おのれ、女王……っ‼」

　そうだ。思えば、なにもかも女王エンブレイスのせいだ。

　それもこれもみんな、あの理不尽で高こう慢まんで意味不明に強力な魔女が企くわだてたのだから。

　おかげで臣は青蘭学園に通うことになり、椎名はこまっしゃくれ、耐性検査パツチテストは通るわ菜摘とはチームを組むわで、事態がややこしくなっているのもそのせいに違ちがいない。あげくじいさんは漢字を書きやがり、ごはんはほかほかで、床にも穴が開いたのだ。

　ぜんぶ女王が悪い。よくわかんないけど、ぜったいそう。

　そう決めつけて、臣は押し入れから引っぱり出した毛布に潜もぐりこんだ。

　体力には自信があったが、今日はもう限界だった。




　久しぶりに会った椎名は、ずいぶん大きくなっていた。

　いつも自分の後ろをついて回っていたはずの義妹いもうとが、なぜだか急に大人びていて、勝手に先に進んでいっては「こっちに来るな」と怒おこられた。

　自分はただ「そっちに行くな」と伝えたいだけなのに。

　そんな夢を見た気がするが、その内容すら覚えていられないほどくたびれ果てていた。







　progressive 03　負けてもいいチーム







　このところ毎朝毎朝、寝ねぼけた臣しんの脳天を直ちよく撃げきしている歌がある。

　正しくは「ぃあーでぃあーでぃあでぃーヴィーぁーががっぎっが」と、もはや音声も原曲も聴きき取れないほど割れまくった騒そう音おんである。小屋に据すえ付けのスピーカーから流れてきて、否いや応おうなしに叩たたき起こされるのだ。『辞書』が翻ほん訳やくして正しい歌詞を伝えてくるが、とにかく胸をひらけという内容も聞きようによってはセクハラか狂きよう気きじみている。

　だが、これだけでかい音量が流れればとにかく目が覚める。

　時計も持たず、コミュニケーターも使いこなせない臣には格好の目覚ましだった。




「おかげで初日から一週間、ずっと遅ち刻こくなしだ」

　言いつつ臣は、焼け焦こげたブロック組みの隙すき間まからプラスチックの下した敷じきをあおぎ、即そく席せきのかまどから消えつつある炎ほのおへと空気を送りこんでいた。炎の上では、少し前までぐつぐついっていた羽根釜が静かになっている。もう炊きあがりも近いようだ。

　少し離はなれた場所で、あまっていたブロックに腰こしを下ろした菜な摘つみが「ええー……？」と、首をかしげた。持参した小さな手て提さげを抱かかえこみつつ、訝いぶかしむような声をあげる。

「もしかしてだけど、臣って、ラジオ体操知らないの？」

「……あんなでかい音で、毎朝流れるとは思わなかったんだ」

　一いつ瞬しゆんぎくりとして仰あおぐ手を止め、臣は少し言いよどむ。

　もちろんエンブレイス出身の臣がラジオ体操を知っているわけはない。最初に曲が流れた日などは飛び起きてしまい『辞書』が働くまでひどく慌あわてたものだった。

「あーそっか。うちも農協のでっかいラジオあったけど、慣れないうちはうるさいかも」

　あれってなんであんなに音割れるんだろうね、と頷うなずいている菜摘の姿をよそに、臣の胸元では『辞書』がぼんやり光って農協とやらのイメージを渡わたしてくるのだが「泥どろのついたツナギと長なが靴ぐつとＪＡマークの帽ぼう子し姿のおっさんが三級煙草たばこをふかしながら農道にフェラーリで停車」というよくわからない組み合わせだったので黙だまらせた。

　そうして臣は、密ひそかに胸をなで下ろす。

　菜摘がこんな所にやってくるとは思いもせず、ちょっとガードが甘くなっていた。くれぐれも出身がバレないように気をつけないといけない。

　あれから一週間が経っていた。

　青せい蘭らん学園一いつ般ぱん科の校舎を出たところを、まっすぐ伸のびている道がある。これは体育館や港へと続き、商店やコンビニはいうにおよばず郵便局も見かけるような、いわばメインストリートのようなものだ。

　そこからいくつも脇わきにそれる道がある。山側に向かうものは、小屋のあった小こ山やま口ぐち養よう蜂ほう場にも続いているのだが、逆側へと伸びている道はたいてい海へと向かっている。

　そのうちの、道だかどうかも怪あやしい小こ藪やぶをかきわけていった先が、切り立った崖がけになっていることを、臣は編入初日に見つけたのだ。おかげで、このところ昼休みに腰を落ち着ける場所となっていた。

　それを今日になって、菜摘が嗅かぎつけてきた、というわけだ。

「そういえば、菜摘の言った通りだったな」

「えっなにが？」

「一般科はハイレベルだと言ってただろう。授業にはなかなかついていけないな」

「……一般科って、そんなに難しいの？」

「まったくわからん、というわけではないんだが」

　ハイレベルという噂うわさの青蘭学園の授業は、エンブレイス出身の臣にとっては意外にも、なんとかついていけるのだった。わからない言葉や知らないことは『辞書』が補足してくれるせいか、授業を聞く分にはあまり不自由はないのだ。その代わり、時々出される演習問題はえらく難しくて、臣には手も足も出ないのだが。

　ただし、授業の進度は明らかに速かった。次から次に理解すべきことが増えていく。

「え⁉　一般科ってもうそんなところまで進んでるの？」

　一般科の授業内容に興味を持った菜摘が、一週間のカリキュラムに目を回していた。

　菜摘いわく、一般科はプログレス推すい薦せんの集まっているクラスの一ヶ月分を一週間でこなしてしまっているらしい──そう聞いて、臣はなんとなく納なつ得とくがいった。

　要するに、難しいというよりは放任主義なのだ。一般科では、授業がほとんど講師の解説や説明で占しめられている。だから異世界出身の臣でも、今のところ授業から放ほうり出されることはないしバレることもない。

　ただしこれは「説明はしたから後は自分でやっておけ」というスタンスだから助かっているだけだ。定期テストとやらの頃になれば、実力差がモロに出るものと思われた。現に周囲の一般科生徒は臣には意味不明に近い演習も含ふくめて、苦もなくついていっている。

　いずれ『辞書』頼だのみだけでは通用しなくなるのが目に見えていた。

「さて、どうしたものかな」

「一般科の編入も、大変なんだね……」

　臣がエンブレイス出身だということも『辞書』のことも知らないのに、うんうん、とわかったような顔をして頷いていた菜摘だったが、ふいに顔を上げた。

「それはそうとさ、臣。最初っからずっっっっと気になってたんだけど、訊きいていい？」

「なんだ？」

「なんで、こんなところでごはん炊たいてるの？」

「？　教室で飯を炊くとまずいだろう」

　ただでさえ一般編入を装よそおっている臣は、慣れない気を配ってそのあたりを見み極きわめていたのだった。正しくは、クラスメイトが昼食時になると食堂へ向かったりちんまりした弁当を出しているのを見て、これはもしかするとまずいのでは、とさすがに気が付いた。

　なにしろ臣は、土間に転がっていた釜かまと米をスポーツバッグで持参していた。電気釜を持ってくるのは思いとどまったのだが、どうやら昼食にこのチョイスは違ったらしい。

　そうして釜と米をもてあましてふらふらしていたところ、この崖を見つけたのだった。

「そりゃまあ、学校でごはんなんか炊いたらそうかもだけど……ってそうじゃなくてさー。なんでそんなことする必要があるのかなって。ここ見つけるの、苦労したんだから」

「それだ。よくここがわかったな」

　臣が昼休みにこの場所にいることを、菜摘はいったいどこで知ったのか。そちらの方が気になっていた臣だったが、菜摘は特に気にした様子もなく答える。

「すっごいチャラいひとが教えてくれたよ。ほら、入学式で女の子といちゃついてた人。あの人新入生じゃなくて、持ち上がりだったんだってね」

「ああ、なるほど」

　どうやらヒロの差し金のようだった。

　入学式のあとになって判明したのだが、ヒロは臣と同じクラスだったのだ。

　それ以来、すでに面識があったこともあってヒロはちょくちょく声をかけてくるようになった。意外と面めん倒どう見みのいいところがあるようで、授業でわからないことがあれば教えてくれたりもする。異世界出身の臣にとっては、かなり助かっているのだった。

　だが菜摘は、どことなく面おも白しろくなさそうに口を尖とがらせている。

「あのヒロって人、うちのクラスでもちょっと有名なんだよ。よくわかんないんだけど、一般科なのにプログレス科の子と仲がいいんだって。推薦の子がね、バトルで組んだら相あい性しよう良さそうなプログレスにどうやって声かけようかな、って迷ってる横で、へらへらしながら〝あっれーキミどっかで会ったことあったっけー？〟とかいってぱぱーって声かけて二人でどっか行っちゃうの。ほんと信じらんないよ！」

　コーモリ羽と尖ったシッポはえた悪あく魔まっ子に会ったことあるわけないじゃん！　となぜか地じ団だん駄だ踏ふんでいる菜摘に、臣は思わず苦く笑しようする。

「じゃあいっそのこと、あいつにプログレスを紹しよう介かいしてもらえばどうだ」

「へ？」

「ブルーミングバトルのメンバーまだ集まってないんじゃなかったのか」

「うっ……いやーそのあああたしはね？　一応ね？　誘さそいたいなーって思ってはいるんだけどね？　ほらだってただでさえ推薦の子を誘うのもうまくいってないのに、プログレス科の子なんて誘うってなるとそれなりにこう、なんていうかね？」

　とさんざん視線をさまよわせてから、菜摘はようやくぼそぼそと言った。

「……プログレス科の子は、みんな、バトル向きの特殊能力エクシード、持ってるみたいだから」

　どうやら菜摘は、自分の特殊能力エクシードが運だけというのを気にしているようだった。

「もともとね、プログレス科って、推薦持ちの子は声をかけづらいんだって。よっぽど自信のある子とか、凄すごい特殊能力エクシード持ってる子があっちからスカウトされるってことはあるみたいだけど。二年になったって、まだみんなで『誰だれか仲間になってくれないかな』なんて相談してるみたいだし。入ってきたばかりのあたしなんて、見向きもしてもらえないかもっていうか……」

　そう呟つぶやいて、菜摘は足元の雑草をつま先でほじくり返したりしている。

　基本的に屈くつ託たくがないように見える菜摘だが、妙に気にするところもあるようだ。

「ところで、こんな所までなんの用だ？　俺を捜さがしてたんじゃないのか」

「あ、そうそう！　このあいだ、おかずになりそうなもの持ってくって言ったでしょ」

　はい、と渡された手提げにはタッパーらしきものが入っていた。中には、菜っ葉のようなものがこまごまと詰つめこまれている。

「これは？」

「お漬つけ物もの。野の沢ざわ菜なっていうの、知らない？　うちの地方だとよく自家製で漬つけるんだ。こっちに送ってもらった荷物にもたくさん入ってたからおすそわけ。っていっても、今はもう旬しゆんが過ぎちゃったからこれはパックのだけど」

「野菜か。ありがたいな」

　魔女によって光源が管理されているエンブレイスでは芋いもや肉が主食で、穀物や野菜は高級食材に近い。野菜の漬物といったら、小指ぐらいのピクルスがせいぜいだ。小屋に無造作に置いてあった米だって、臣にとっては充じゆう分ぶんすぎるほどの好こう待たい遇ぐうなのだった。

　そんな臣の喜びように満足げにしつつも、菜摘は、はーっとため息をつく。

「教室にいないから聞いてみたら、崖の方にいるっていうし、なにやってるのかと思ったらごはん炊いてるんだもん。普ふ通つう、びっくりするよ」

「そうか？」

「その釜とかお米とか、わざわざ持ってきたの？」

「電気釜よりは軽い。それにもう一週間だろう。さすがに慣れた」

「えっ、あれから毎日⁉　お昼、ずっとここでごはん炊いてるの⁉」

　顔をひきつらせた菜摘は、ええー、と呆あきれたような声をあげる。

「お昼休みにこんなところでキャンプみたいなことしなくても、お店で買った方がもうちょっと楽だと思うんだけど。コンビニで〈生徒証〉使って引き出して……あっでも、もしかして臣って、生活が苦しかったりするの？　寮りように入らなかったのもそれで？」

「口座には、当座の生活費が入ってる、と聞いた」

「……じゃあ、どうしてこんな面めん倒どうなことしてるの？」

　と菜摘は眉まゆ根ねを寄せているのだが、臣だって言いたいことはあるのだ。

　小屋には最低限のものは揃そろっていたが、それでもこまごましたものは必要になる。食器だって欲ほしいし、トイレの紙にも限りがあった。

　そんなわけで臣もコンビニというところに行ってみたのだが、金を引き出したいとバイトの兄ちゃんに聞いたところ、よくわからない機械と対面させられてしまったのだった。

「ＡＴＭというやつが、お取引ボタンを押せというんだ」

「……押せばいいんじゃないかな」

　それがなんなんだ、という菜摘の視線を真っ向から受け止め、臣は重々しく告げた。

「爆ばく発はつしたらどうする」

「……しないよ。ていうかさ、ＡＴＭが爆発なんてするわけないし」

「ほう、なぜそう言いきれるんだ？」

「……お取引するたびに爆発したら、銀行が困ると思うよ。あとお店もなくなっちゃう」

「なるほど、一理あるな……が、しかしだ」

「そこ、抵てい抗こうするとこかなあ……？」

「この前も話したが、俺はしこたま運が悪い。みんなが平気でも俺が触さわったら爆発した、ということは時々ある」

「あるんだ……」

　化学の実験かなにかかな、と菜摘は考えているのだが、近いようで遠い。

　臣の場合、異種生物の掃そう討とう部隊にくっついていった時にひどい目にあったのだ。

　粘ねん着ちやく液の詰まった薬やく囊のうを後生大事に抱だいている、という特殊な翼よく竜りゆうがいて、そいつの落とした薬囊がたまたま破れず、臣が押しのけたとたん炸さく裂れつしたことがあった。麓ふもとの村まで運ばれた先で消化液を調合してもらって事なきをえたが、あれは臣の中でトラウマだ。

　臭くさくて暑くてねばねばで動けないまま丸三日。

　この世界に袋ふくろ詰づめで送られた時の、次ぐらいにつらかった。

「いつ爆発するかわからないようなものに、命を預あずけることはできないだろう」

「……うちの死んじゃったおばーちゃんが、農協の窓口で同じようなこと言ってたよ」

「爆発に巻きこまれたのか⁉」

「しないし。老ろう衰すいで大往生だし」

　言いつつ菜摘は腰こしを上げた。時計を確かく認にんしているところを見ると、昼休みもそろそろ終わりが近いのかも知れない。

　そうしてきびすを返そうとした菜摘は、あ、と声をあげる。

「そうだ臣、ヒロって人が言ってたんだけど、このあたりは危ないから気をつけた方がいいかもよって」

「危ない？　なんでだ」

「プログレス科の子がね、バトルに備えていろいろ練習してるんだって。新作の魔法とかよくわかんないヒミツ兵器とか、失敗すると危ないでしょ。だから、こういう誰もいないところでドカーンってやってみるらしいよ。臣に伝えといてって言われたんだ」

「なるほど」

　入学式以降なにかと気を回してくれるヒロに感謝しながら、確かにな、と臣は頷うなずく。

　エンブレイスでも、魔女といえば試作品でやらかす奴やつというのが一いつ般ぱん的な認識だ。王宮付きのえらいのから薬局で子供相手に花火を売っているような見習いまで、魔女は必ずオリジナルの魔法を開発しているものだ。その上、なにかとその魔法を試ためしたがる。

　そして、魔女はこの手の試作魔法をよく失敗するのだった。昏くらき水源に光を与あたえる、とか言って河の水を一ヶ月ぐらい真っ白くすることもあれば、地下で無限に増える作物を育はぐくまん、とかいって出てきたのが、暗くら闇やみでもやたらとツルが伸のびるのがウリの、ただのイモだったりする。魔女はこうした魔法を試すことに躊ちゆう躇ちよというものがない。

　そして魔女は、まったく懲こりないのだ。フロンティアスピリッツと言えば聞こえはいいのだが、明らかな失敗作を成功だと言い張ることもよくある。一説には、エンブレイスの闇やみの月は大昔の女王の失敗作なのでは、というヨタ話もあるぐらいだ。

　なので、人のいない場所で魔女が魔法をぶっ放している、というのはよくわかる。

「だが、よくわかんないヒミツ兵器ってなんだ」

　もしかすると、他の世界から来たプログレスにも、魔女みたいな無茶をしがちな連中がいるのだろうか。

　そう訊きいた臣に、菜摘はあっさりと頷いた。

「ほら、白の世界の子とか、時々でっかいのかついで歩いてるでしょ。ああいうの」

「たとえば、ああいうやつか」

「そうそう、ああいう──って、えっ」

　臣が指さした先を見やり、菜摘が声をあげた。

　小こ藪やぶの茂しげみの向こう側、小道の一つに、ちょっと小こ柄がらな青蘭学園の制服姿があった。

　いや、正しくは「でっかいのを抱かかえて歩いてる」女生徒だ。

　彼女が抱えているのはメカメカしいとしか形容のしようのない、段ボール箱ほどの〝でっかいの〟だ。〝でっかいの〟は家電のように見えなくもないが、ぐりぐりと溝みぞが彫ほりこまれていたりその隙すき間まから何かのランプがちかちかしていたりと、この世界のものではない印象がある。それは〝でっかいの〟を運んでいる女生徒の様子からも明らかだった。

　彼女の顔の横あたり、柔やわらかそうなショートの金きん髪ぱつからはにょっきりと、大きなアダプターがのぞいていた。人間なら本来耳のあるところに、当たり前のように居座っている。

　彼女はその髪かみよりもさらにふわふわとした足取りで、崖がけへと向かっているようだった。

「臣、伏ふせて！」

「まだ蒸むらしが終わってないんだが」

「いいから！」

　言われるがままに即そく席せきかまどの残り火をかき消して、臣はタオルで釜かまの羽をひっつかんだまま菜摘の背後に身を潜ひそめた。




　　　　△　▽




　赤の世界テラ・ルビリ・アウロラは女め神がみの世界。祈いのりを力に変える、秩ちつ序じよの大地。

　黒の世界ダークネス・エンブレイスは女王の世界。常とこ闇やみと魔法が支配し、異種族が跋ばつ扈こする混こん沌とんの地。

　青の世界は人間の世界。水と科学に満ちあふれ、他の世界と融ゆう合ごうしつつある中ちゆう継けい点。

　エンブレイス以外については、どれもこれも臣が聞いた限りでのおおまかな理解だ。

　だが、白の世界については、臣はこのレベルのことですら把は握あくしきれていないのだった。

　白の世界はいろいろ噂うわさを耳にしても、その実態はよくわからない。というより、かの世界の仕組みをちゃんと理解できている者が、そもそもほとんどいないらしい。

　システム＝ホワイト＝エグマという管理システムによって、すべてが良きにはからわれている世界だ、という以外にわかっていることが少ないのだ。

　ヒューマンという人間のような種族と、アンドロイドというこれまた人間のような、しかし機械のようでもある種族がいる、ということ。そして、システム＝ホワイト＝エグマを含ふくめたすべてが超ちよう科学の産物であること。

　判明しているのはそれだけで、それ以外は、白の世界の動態も実態も超科学の実際も、すべてがブラックボックスの向こう側に隠いん蔽ぺいされている。すでに完成され、完全であるがゆえに、その理解すらも拒きよ否ひせざるをえなくなったという自閉世界。

　そんな世界に、ある日青の世界への『門ハイロウ』が開いてしまったことは想定外もいいところだったのだろう。完全さを脅おびやかされることになったシステム＝ホワイト＝エグマは事態の収拾を図はかるため、否いや応おうなしに青の世界への接せつ触しよくを図ることとなってしまったのだ。

　そうして派は遣けんされてきたのが、そのほとんどをアンドロイドが占しめる先せん遣けん隊たいであり──

　白の世界のプログレスたちだ、とされる。




　茂みをはさんで〝でっかいの〟を抱えた彼女を追いながら、菜摘が、ふはー、と興奮なのかため息なのかよくわからない声を漏もらしている。

「すごい、本物のアンドロイドさんだ……」

「あの〝でっかいの〟がヒミツ兵器で、どっかで試し撃うちでもするってことか？」

「わ、わかんないけど、たぶんそうじゃないかな」

「それにしては、なんだか変な感じがするんだが」

　小こ脇わきにまだ熱いままの釜を抱え、がさごそと先を行く菜摘のポニーテールを見下ろしつつ、臣は思わず呟つぶやいていた。ヒミツ兵器だとすれば武装の一種なのだろうが、だとすると臣はどこか腑ふに落ちないのだった。

　先を行く〝でっかいの〟と彼女には、その手の殺気がまったくない。

「じゃあヒミツ兵器じゃなかったらなに？」

「電気釜じゃないのか」

「でんきがま……って、炊すい飯はん器きのこと？　そういえば、うちのおばーちゃんもそんな呼び方してたけど」

　臣の言い回しがどこかおかしかったのか、菜摘は一いつ瞬しゆん考えてから訊き返してきた。なんでも、電気釜というのは古い言い回しなんだそうな。臣の語ご彙いはほぼ『辞書』に頼たよっているので、『辞書』の内容次し第だいではこういうこともあるらしい。

　言葉の新旧にも気をつけないとな、と密ひそかに恐きよう々きようとしつつ、臣は菜摘の意識を目先の女生徒へと逸そらそうとする。

「白の世界にもそれぐらいあるだろう。教室でメシを炊くと目立つからな」

「あ、あのねえ……そんなわけないし。臣じゃないんだから」

　言い争っているうちに、〝でっかいの〟を抱えた彼女の行く先がぽっかりと開けた。

　そこで森は途と切ぎれ、開けた空間が少し先の崖まで広がっていた。見み渡わたす限かぎりの大おお海うな原ばらが一望でき、たえまなく潮風が流れこんでくる。おまけに足元には枯かれきった倒とう木ぼくがいくつか転がっていて、自然の休きゆう憩けい所のような趣おもむきがあった。

　そうして〝でっかいの〟を抱えた女生徒は倒木の一つに腰を下ろし、おもむろに〝でっかいの〟を横に置いた。その横のあたりからコードのようなものを引っぱり出す。

　そうして臣と菜摘が見ている前で、おもむろに右みぎ腕うでをまくった彼女は、まるで確認するように手首をくいっとひねり。

「えいや」かしょん

　そんな小さな声がすると同時に、彼女の右腕が「展開」した。

「わ……」

「……おお」

　菜摘と臣が驚おどろきの声をあげている間にも、彼女はどんどん「展開」していく。

　どう見ても人間のようにしか見えない肌はだにパーツの分かれ目が見えたかと思うと、右腕は手首から服をまくったあたりの二の腕うでまで、あっという間に分解されたように変形し、かしょんかしょんと内部の機構をあらわにしてみせる。

　その見るだにメカメカしい内部機構は〝でっかいの〟とどこか同じような印象があった。溝が入りぴかぴかしているが、彼女の「展開」にあわせてか、なにやら光る文字が浮うき出しているところもある。ところどころから突つき出した小さな排はい気き筒とうからは、ブシューッと蒸気らしきものも噴ふき出している。
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　最終的に彼女のかたわらに現れたのは、どう見てももとの細い腕に入っていたとは思えないような、彼女と同じぐらいの規模の機械のカタマリだった。

　そうして声を失った臣と菜摘が見ている前で、彼女はその腕だった内部機構の一部からなんだか見てくれにそぐわない、見覚えのあるものを取り出した。

「コンセントの……延長タップ？」

　そうして彼女はコンセントに〝でっかいの〟のプラグを差しこみ。

「よいしょ」ぶしゅー

　再び彼女の声があがると、右腕だった内部機構ががしょんがしょんと稼か働どうし始め〝でっかいの〟が膨ぼう大だいな蒸気を発生し始める。潮の香かおりに混じって、蒸気の匂においがあたりに漂ただよい始めたあたりで、菜摘が「……まさか」と呟き、臣が「やっぱりな」と頷く。

　疑いようもない、米の炊ける時の匂いであった。

　そうして一分ほどたった後、ぴーぴろぴーぴろと何かを告げる〝でっかいの〟をよそに彼女の右腕は「格納」を始めた。始めたときと同じようにかしょんかしょんと、あっという間に展開されていた内部機構が折りたたまれていき、見ているうちに彼女の隣となりには元通りの何もない空間だけが残されていく。「展開」を終えつつある右腕で〝でっかいの〟のプラグをタップから引き抜ぬき、最後にちょっとだけ開いていた肌のパーツの隙間にタップを「えいや」と押しこめてしまえば、もうあとには何も残らなかった。

　そうして、これまたどこからか取り出した茶ちや碗わんと箸はしとしゃもじを手にした彼女は、〝でっかいの〟をぱかんと開けて、もうもうと立ちこめる湯気の向こうでぺたぺたと茶碗にごはんをよそい始めたのだった。

「ほれ見ろ。やっぱり電でん気き釜がまだったじゃないか」

「……うそだあ、だって、そんなの」

　うむ、とどこか満足げな臣に、呆ぼう然ぜんとしつつも菜摘が抗こう議ぎの声をあげようとしたその時。

「そこに、誰だれかいるんでしょうか？」

　彼女に見つかってしまったようだった。

　あわわわわ、とテンパっている菜摘の背中を押すようにして、臣は藪をかきわけて彼女のいる広場へと向かう。菜摘はというと、背後から押してくる臣の圧力と、あと臣の抱えている釜の熱さに押し出されるようにしてわたわたと転がり出る。

　そんな二人の様子を見やり、彼女はふんわりと微笑ほほえんだ。

「こんにちは」

「こ、こんにちは……」

「こんなところでお昼ですか？」

　彼女の視線は、臣の抱えている釜に向けられていた。

　そして、彼女はぽんと手を合わせ、頷うなずいている臣に首をかしげて見せた。

　さっきまでその右腕が「展開」していたことなど、まるでなかったかのような軽かろやかな仕草だった。

「奇き遇ぐうですねえ。私も、ちょうどごはんが炊けたところです」

　その彼女の言いぐさだと、たまたま電車に乗り合わせた知人と行き先が同じだった、ぐらいの気軽さである。なのだが、釜持参で米を炊く奴やつが崖っぷちで居あわせる、というのはちょっと奇遇ではすまないものがある。

　だが、当事者の二人とも、そんなことを気にした様子は微み塵じんもないのだった。

「さっきから見ていたが、そんなに早く炊けるものか？」

「圧力と熱をですね、ちょちょいっと高めにしてあげると、結構お早くなるんです」

「なるほど。こちらもちょうど蒸むらしが終わったところだ」

　手近な倒木に釜を置いた臣が木の蓋ふたを開けると、セレンの釜よりは少ないもののこちらもふわっと蒸気が舞まった。

　持参したしゃもじをバッグから取り出し、臣は釜のごはんを切り崩くずし始める。

「空の下で炊いた飯はうまい。ちょっと場所を借りるがいいか？」

「どうぞどうぞ」

「助かる」

「……ええー？　ええ、ええええええー…………？」

　まるで炊き出しのように、並んで釜のごはんをひっくり返したりよそったりしている。

　そんな二人の様子を順じゆん繰ぐりに見やり、その光景に心底納なつ得とくいかないのか、うう、あうー、とひとしきりうなっていた菜摘だったが、和気藹あい々あいとしている二人の様子からそのうち何かを悟さとったらしい。

「わかった！　そういうものだ！　そういうことってあるよね、きっと！」

　あるわけない。

　ないのだが、しかし菜摘も青蘭学園へ編入して一週間で、そろそろ「染まって」きつつある。空を飛んだり魔ま法ほうをまき散らしたりする他の世界のプログレスが、わりと非常識な存在であることは、自分なりに受けいれないとやっていられないのだった。

　いまだにごはんをぺたぺたと山盛りにしている臣を押しのけるようにして、菜摘は喜色満面でセレンににじり寄る。

「あたし、長谷はせ川がわ菜摘！　んで、こっちは護ご堂どう臣。よろしくね！」

「臣でいい」

「セレンです。ナツミにシンですね」

　その手を取り、そっけない臣の代わりのつもりなのかいつまでもにぎにぎと握あく手しゆしている菜摘に、セレンは屈くつ託たくのない笑えみを向ける。

「実はですね、私たち、いつもこのあたりでお昼をとってまして」

「私たちって？」

「友人が後から来るはずなんですが……今日はちょっと遅おそいですね」

　言いつつ、セレンは自分の背後を振ふり返るが、藪やぶに覆おおわれがちな細い道にはまだそれらしき人ひと影かげはなかった。

「ナツミとシンも、よろしければお昼をご一いつ緒しよしませんか？」

「い、いいのっ⁉」

「こっちはごはんと漬つけ物ものしかないが」

「それは素す敵てきですね」

　手て提さげをごそごそしてタッパーを取り出した臣に、セレンが嬉うれしそうに微笑みかける。

　その様子を見ていた菜摘が、まるでこの世の理り不ふ尽じんを訴うつたえかけるように目をむいた。

「ああー！　なにそれ臣ずるい！　野の沢ざわ菜なは私が持ってきたのに！」

「ずるいって、なにがだ？」

　臣に差し出された菜っ葉の漬物を一つつまみ、セレンは「おいしい」と呟く。

「ごはんが進みますね」

「でしょ⁉　もっと食べてたべて！」

　臣から取りあげたタッパーをまるごと突き出しつつ、菜摘が喜色満面でセレンの隣に陣じん取どった。一体どこから取り出したのかわからないが、セレンが差し出した予備の茶碗を嬉しそうに受け取っている。

　どうやら、本当にここで昼食にするらしい。

「まあいいか」

　自分の茶碗をどうしようか、と考えた臣だったが、結局いつものように釜から直接しゃもじで食べることにした。どうせ全部空っぽになるのだから、この方が楽でいいのだ。

　もりもりと釜から食べている臣の様子を見た菜摘が、驚いたような声をあげる。

「え、臣それ全部食べるの？」

「そうだが」

「奇遇ですねえ」

「えっ」

　菜摘が振り返ると、セレンは早くも空になった茶碗へぱかぱかと〝でっかいの〟からごはんを補ほ充じゆうしていた。

「私もそれぐらいですね」

「……ええー？　ええ、ええええええー…………？」

　うそだあ……と呟つぶやきつつ、菜摘はようやくのことで二人が釜ごとごはんを炊たいている理由に思い至ることになる。

　つまり臣とセレンは、むちゃくちゃ食うのだった。




　菜摘はそれからしばらくの間、自分が箸を口に運ぶたびに目の前の二人が大量のごはんをバカスカ消費していくのを、呆然としたまま見つめていた。
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　慣れというのはこわい。

　よくよく考えればかなり突とつ飛ぴな事でも、何度も繰くり返されるとなんとなく納得してしまうようになる。菜摘の言ではないが「そういうこともあるか」とスルーしてしまうのだ。青蘭島で他世界のプログレスと交流するとそのあたり、多かれ少なかれ諦あきらめにも似た境地に達するというか、よくわからない存在に対しては似たような対応になるのだろう。

　セレンがかしょんかしょんと小規模な「展開」をするのに慣れてしまった臣も、もはや食後にどこからともなくお茶が出てきても驚おどろいたりはしなくなった。

　小ぶりな湯飲みにほうじ茶、という組み合わせにひとしきり感動していた菜摘は、改めて幸せをかみしめるようにお茶をすすっている。

「プログレス科の子にお昼誘さそってもらえるなんて、あたし初めて……！」

　そんな菜摘を横目で見やりながら、臣はカップに注がれた茶に口をつける。

「チーム組んでくれ、ばかり言って突とつ撃げきしてるからじゃないのか」

「プログレス科は特別だもん。いきなりそんなこと頼たのめないよ」

「そうなんですか？」

　不思議そうにしているセレンに、菜摘は慌あわてて釈しやく明めいしていた。

「特別っていうか……お近づきになりたいけど、いいのかな？　みたいな気持ち」

　プログレス科はやはり異世界からやってきた不思議な存在で、青世界で推すい薦せん組にとってはちょっと近寄りがたいところがある、という菜摘の話に、セレンはわかったようなわからないような表情を浮うかべていた。

　その、どこか浮うき世よ離ばなれしたニュートラルな横顔を見て初めて、臣はセレンが「アンドロイド」という存在であることを実感する。魔法よりも魔法じみた技術を当たり前のように使いこなし、人と機械の境界がもはや意味を持たなくなった末の種族。

　白の世界のプログレス。

　そんな臣の感かん慨がいなどどこ吹ふく風で、菜摘はセレンにぼやいている。

「かといって、推薦のみんなは持ち上がりだし。みんなあらかたチーム組んじゃってるんだよ。どこもある程度バランスがとれてるみたいだし、今あるところに入れてもらおうっていうのは難しいみたい。かといって今からチーム組んでー、なんて頼みにくいし」

「ちーむ？　ブルーミングバトルのですか？」

「うん。あたし最近推薦もらって編入してきたんだけど、まだチーム組んでくれる人があんまりいなくって。今のところ、そこの臣が唯ゆい一いつのチームメイト」

「男の人が、ブルーミングバトルに出るんですか？」

　菜摘のぼやきに、セレンはあごに指を当てて首をかしげた。

「それは珍めずらしいですね」

「っていっても、臣には無理矢理頼みこんでチームに入ってもらってるだけだけど。バトルには四人いないとチームとして登録できないし」

　誘われた時に言っていた気もするが、菜摘いわく、バトルに参加するには手続きが必要なのだそうな。その頭数として、臣は貴重ということだった。

「だからね、他の子をどうやって勧かん誘ゆうしようかなって、いま考えてるとこ」

「推薦で入ってきた連中は、バトルに出ないとそのうち退学になるそうだ」

「あら、奇遇ですねえ」

「へ？」

　間の抜ぬけた声をあげて顔を上げた菜摘に、セレンはなぜか嬉しそうにしながら、ぽん、と手を合わせた。

「私たちもですね、バトルに出ないと退学だと最近言われてしまいまして」

　たち？　と臣は首をかしげそうになり、そういえば友人がいると言っていたな、と思い出す。毎日セレンと昼食を一緒にしているのに、今日はまだ来ていないという。

　その友人もアンドロイドなのだろうか、と考える臣をよそに、菜摘はセレンに興味半分、半分こわごわといった様子で訊きいていた。

「ね、ねえ。セレンとお友達は、どうして今までバトルに登録してないの？」

「それがですね、私も友人も、バトルにはあまり興味がないもので」

「ほう」

　セレンの呟きに、臣は思わず眉まゆを上げる。

　その「興味がない」という言葉は、ふわふわとつかみどころのない印象のセレンにしては意外なぐらい、はっきりとした意志のようなものを感じさせた。

「私たちプログレスにはですね、元の世界から望んで来てる人もたくさんいるんです。けれども『青の世界でなにか調べてるみたいだから行ってこーい』と言われて来ただけ、というケースも結構ありまして。私や友人はそういったケースなんです」

「……あんまり気乗りしない、っていうこと？」

「そうですね」

　菜摘の疑問に、セレンはただ微笑ほほえんでいる。

　そんな様子を見ていた臣は、ふと、思い出したことがあった。

　確か一週間ほど前、役員室で高たか端はた会長が言っていたことがあった。

「ブルーミングバトルの成績優ゆう秀しゆう者は、別の世界へと派は遣けんされると聞いたんだが……」

「それはきっと、私たちみたいなプログレスにやる気を出させるためですね。でないと私たちは、いつまでたっても真ま面じ目めにバトルに参加しないでしょうし。でも、それにはこの青の世界がもっと嫌いやな場所じゃないとダメですね。異世界から来た私たちは退学にもなりませんし。いつまでもまったりしてしまうばかりで」

　困っちゃいました、と口にしたセレンの表情がわずかに曇くもる。

「元の世界に戻もどりたい、という気持ちもなくはないんです。けれどもそのために勝ったり負けたりに明け暮れる、というのは、なんだか違ちがうような気がしまして」

「なるほど」

　元から興味がなくて退学もなく、元の世界に戻れなくてもさほど不都合はない。

　ならバトルにも参戦しない、というプログレスがいても不思議はないというわけだ。

「異世界から来たプログレスも、いろいろということだな」

「私や友人は、お使いもできない困ったちゃん、というところですね。例えば、チームを組めばいいことがあるというのなら、わかりやすいんですが」

　臣の指し摘てきにまたふんわり微笑み返し、セレンは湯飲みのお茶をすする。

「このお漬つけ物もの、おいしいですね」

　そうして、セレンがお茶ちや請うけがわりにぽりぽりと菜っ葉の漬物を口にしている横で、菜摘がやおらがばっと立ち上がった。セレンの話をよほど真しん剣けんに聞いていたのだろうか。なぜか腕うで組ぐみしているし口元はへの字に結ばれていて、なんだか難しそうな面おも持もちだった。

「いいこと、ある……！」

　まるで天てん啓けいを受けたかのような、厳おごそかな口ぶりで、菜摘はにぎり拳こぶしを振ふり上げた。

「あたしたちとチーム組んでくれたら、まいにち野の沢ざわ菜な持ってきてあげる！」

「……なんだそれは」

　自信満々でそう言い放った菜摘に、臣が思わず口を開いたその直後。

「やーごめんごめん、役員会が長引いちゃってさ……ありゃ」

　背後でがさがさと葉の揺ゆれる音がして三人が振り返ると、ちょうどコンビニのビニール袋ぶくろをぶら下げた編みこみ頭が藪やぶから出てきたところだった。

「あ、やっと来ました。彼女が友人の──」

「エウレカじゃないか」

　あら、お知り合いだったんですか？　と嬉うれしそうにしているセレンを横目に、エウレカは葉っぱのくっついた髪かみをがしがしかきながら、驚いたような視線をくれる。

「なんだ、護堂臣じゃん。あとそっちの子はあんまり見ない顔だね。新入生？」

「は、長谷川菜摘ですっ」

「どしたのこんなとこで。セレンと友達になったの？　おっ、サンキュー」

　当たり前のようにセレンからお茶の入ったカップを受け取って、エウレカは倒とう木ぼくに腰こしを下ろした。そうしてビニール袋からサンドイッチだの焼きそばパンだのを取り出し、早くもぱくついている。

「あ、この漬物おいしいね」

　そうして時おり菜摘が差し出す野沢菜を口に運んでいるのだが、パンと漬物、という組み合わせが臣にはちょっとよくわからない。

　いやエンブレイスにだってパンはある。イモほどではないがそちらもメジャーだ。だが、漬物と組み合わせるなら米ではないのかと疑念を抱いだく程度には、臣は米派である。

　エウレカの出身である赤の世界も、なかなか謎なぞに満ちているようだった。




　エウレカの自己紹しよう介かいによれば、彼女は戦乙女ヴアルキリーと呼ばれる種族らしい。

　女め神がみの祝福によって生を享うけた、人間ではないのだが人間のような種族だ、と説明されても臣にはよくわからなかった。

　だが「生まれつきの兵隊みたいなもん」と言われてみると、エウレカの身のこなしやどことなく武人のような印象も、なんとなく腑ふに落ちた。

「ふーん。バトルの理由ねえ」

　そうしてエウレカは、プログレス科に声をかけにくいという菜摘の話と、バトルに興味がないというセレンの話を聞きながら、見ているうちにパンを食べ終わってしまった。

　焼きそばのソースがついた指をなめながら、うーん、と面めん倒どうくさそうな声を漏もらす。

「アタシはセレンと違って、いいことがあってもバトルはごめんだなー」

「勝ったり負けたりに興味がないから、だそうだが」

「んー、アタシの場合ちょっと違うかな。勝つぶんにはいいんだけど、負けたときに味方がヤな思いしたり、悔くやしがったりするでしょ。あれがね、ちょっと重いんだ」

　エウレカいわく、赤の世界というのは「女神の愛」によって統治されているせいか、よく言えば平等でフラットな気質の住人が多いそうな。だがそれは同時に、他の世界の住人にしてみるとフラットすぎて負の感情がかなり希き薄はくだ、ということでもあるらしい。

「それって、チーム全員悔しがってるときに一人だけ平気な顔してる、みたいな……？」

「反発、出そうでしょ。だって他のみんなは勝ちたいんだからさ」

　エウレカに水を向けられた菜摘が、う、と腹痛めいた表情を浮うかべる。

　自分の特殊能力エクシードが微び妙みような菜摘にしてみれば、どこか思い当たるところでもあるらしい。

「私もまだピンと来てないんだけど、良くないときには揉もめちゃうみたいなんだよね。ま、だからみんなもそんなに誘さそわないんだと思う」

　言いつつ、エウレカはお茶を口にして、ほっこりとした表情を浮かべている。どうやらセレンの言うように、エウレカもまたブルーミングバトル自体に対してはそれほど思い入れがないのだろう。バトルに参加していないことをまったく気にした様子がない。

　セレンは勝ったり負けたりに興味がなく、エウレカは負けたときに悔しがれない。出身世界は違っても友人になれるだけあって、二人はどこか似たような所があるようだった。

「じゃあ、もし仮にだが……」

　そんなセレンとエウレカを見ていた臣の脳のう裏りに、なにかが閃ひらめいた。

「負けてもいいから入れ、入ったらいいことあるぞ、というチームがあれば、ブルーミングバトルに参加してもいいわけか？」

「……そうなりますか？」

「アタシに聞かないでよ」

「ねえ臣、臣ってば……！」

　顔を見合わせているセレンとエウレカをよそに、菜摘がなにを察したのか、ばたばたと臣の服のすそをひっぱり始めた。この世のすべての幸運が降ってきた、と言わんばかりにその頰ほおを上気させ、臣を見上げている。

「それだあ……！」

　いても立ってもいられないように落ち着きのなくなった菜摘を放ほうっておいて、臣は異世界出身プログレス二人の前にしゃがみこむ。

　そうして臣は珍めずらしく、にやりと笑ってみせた。

「ところで、うってつけのチームがあるんだが」




　菜摘のテンションが振り切れた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　なにも問題なし！　お漬物も付けます！」

　自分のチームに一気に二人も、それもプログレス科が増えて、もしかしたら半分ぐらいはヤケになっていたのかもしれない。普ふ段だんは誰だれもいないはずの崖がけっぷち、そこにぽっかり開いた空き地だったから、人目も気にしないでいられたのも大きかっただろう。

　そのヤケクソじみたテンションで、菜摘はグーを突つきあげ宣言した。

「うちは！　負けてもいいチーム！」

　それはどう聞いても、胸を張って言うことではない。それを承知している臣だって、セレンだってエウレカだって、さすがに苦く笑しようを禁じえない。

　ないのだが、それでも菜摘は嬉しそうだった。

「どうしよう臣、四人そろっちゃった！」

　その抑おさえきれない喜びの声を運ぶかのように、太平洋の潮風が抜ぬけていく。

「これで、ブルーミングバトルに出られるよ！」
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　とはいえ。

　些さ細さいな誤解ほど払ふつ拭しよくするのが難しい、ということがある。

　青蘭学園に所属するプログレス同士の模も擬ぎ戦せん闘とうに与あたえられた「ブルーミングバトル」という名めい称しようは、その典型例だ。

　独立行政特区である青蘭島には、プログレスの模擬戦を取りしきる国際プログレス共同管理機構VLIWMブルーム（Versus Linkers for Instruction World Measures）がある。この正式名称を意訳すれば「対面リンク方式による世界接続ワールド・コネクト測定および各種広報に携たずさわる機構」。つまり「世界接続ワールド・コネクトでどんな影えい響きようが出ているのかをプログレスの模擬戦闘によって測定し公開する機関」だ、ということになる。

　伝わるわけがない。

　あと漢字多すぎ。

　そんなわけで青蘭島に派は遣けんされた国際公務員の人々は、まずその〝堅かたさ〟を危き惧ぐした。

　ただでさえ青蘭島は独立国のようなものだ。共同不ふ可か侵しんを掲かかげる以上は、諸国にだって余計な誤解を生みたくない。異世界交流という事態の重さと情報コントロールの難しさを鑑かんがみるに、もっと柔じゆう軟なんな広報活動が必要なのではないか。

　その結果、そう考えたまともな人たちの仕事のマメさと、おらっしゃああ異世界女子高生ＪＫの異能ガチンコ生バトルとか何から何まで任せてくれ！　というどうしようもない人たちのやりすぎな情熱とが、あるとき悪あく魔ま合体した。

　その結果として深夜アニメ枠わくに爆誕してしまったのが『ぶる～みんバトル☆プチぷろぐれす！』略してプチぷろである。放映時間の半分に青蘭島でのプログレスのバトルダイジェストが流され、残り半分を女児向けカートゥーンアニメが占しめる。

　VLIWMが運営しているバトルなら、ブルーミングバトルではなくブルームバトルなのでは、といったつっこみもあるのだが、本土で放送が続けられているプチぷろでは、丸まっこいデフォルメ主人公が「輝かがやく乙女おとめが咲さき誇ほこる！　それが！　ブルーミング・バトル！」と見得を切り、輝くコブシ一つでバリバリ暴れている。その見得がいつの間にか青蘭学園側にも逆輸入されて、ブルーミングバトルと呼ばれるようになってしまったのだ。

　さておき、実はここでもう一つ、ささやかな誤解が生まれている。

　プログレスのバトルをダイジェストで流すといっても、対外的には一応、中高校生の課外活動である。その広報となれば、青蘭学園にやってきた異能の生徒たちの紹介やランク別の勝敗掲けい示じという意味合いが強い。バトルの映像も、勝敗決定の瞬しゆん間かんにちょろっと電でん撃げきや炎ほのおが走ってうわー凄すごい、という「見せ演出」に近いものがほとんどだ。

　プロレス興行のダイジェスト放送が、試合自体はフィニッシュホールドの瞬間だけ映して終わりでその後五分にわたるインタビューが善良そうなヒールの舌の回ってないスゴみで占められ、怯おびえるフリ担当のレポーターもこれには失しつ笑しよう、みたいなのとよく似ている。

　そういえば、プログレスとプロレスという字じ面づらもよく似ている。

　ともあれ。

　つまり本土には、実際のブルーミングバトルがどういうものか、ほとんど伝わっていないのだった。プログレス推すい薦せんを受ける希望者に対しても書面での説明がせいぜいだ。

　もちろんこれにはちゃんと理由がある。「推薦時点での特殊能力エクシードを過度に重視せず、プログレスとしての成長を妨さまたげないため」というお題目なのだが、まあ要するに、推薦試験を受けようかなと考える受験生が「こんなバトルで私の特殊能力エクシードなんか通用しないし無理！」と思いこんでしまわないように、という配はい慮りよなわけだ。

　だから、バトルがどんなものかをよく知らないまま、アニメの前番組みたいなプログレスのイメージ先行でやってきてしまうと、そのギャップにおののくことになるのだった。

　例えば、参加申しん請せいしたあとの菜摘のように。




　放課後のこと。

「ぶ、ブルーミングバトルって、あんなに激しいの……？」

　青蘭学園も学校なので、一いつ般ぱん科の校舎とプログレス科の校舎のはずれには、特殊教室の類たぐいが集められた別べつ棟とうが設けられている。この別棟は実験や実習の必要な授業に使われることも多いが、音おん響きよう機器の揃そろった大きなホールもあったりするので、人を集めてなにかしよう、という際には重宝されている。

　その中にはもちろん、視し聴ちよう覚かく室もある。

　ブルーミングバトルへの参加を希望するチームは、その全員が、この視聴覚室で事前講習というものを受けさせられることになっていた。

「あんなに容よう赦しやないなんて、思ってなかったよおお……」

　臣やエウレカ、セレンの後から出てきた菜摘は、どこか顔を青ざめさせていた。防音扉とびらを押し開ける力も弱々しく、よろよろと出てきた足元は力なくさまよっている。

　数十分前、意気揚よう々ようと先せん陣じんを切っていったのが噓うそのようだ。

　ショックを絵に描かいたような菜摘の様子に、エウレカがにやにやしながら肩かたを叩たたく。

「見た目ほど怖こわいもんじゃないって。あんなもんあんなもん」

「だだだだって、さっきの動画の子とか、髪かみの毛ちりちりに焦こげてたよ⁉」

「ナツミナツミ。あれはですね、ダメージ自体はほとんどないんですよ」

　これまたまったく怯えた様子もないセレンが、菜摘をなだめているのだが。

「ただ、髪の毛の先なんかは、相そう殺さいシールドがカバーできないこともありまして」

「カバーできないって……そんなの聞いてないよう……！」

「ちょっとだけです。ちょっとだけ」

　傍はたで聞いていても、セレンの言い方ではあんまり気休めになっていない。

「まあ髪焦げちゃったりは程度問題だけどね。真しん剣けん抜ぬいてそのまま切った張ったするぐらいじゃまずケガしないんだから、どーんと構えてれば？」

「真剣なんて、ケガしなくても怖いよ！」

　そんな菜摘の抗こう弁べんを、エウレカは相変わらずにやにやと、セレンは穏おだやかに笑いながら見つめている。エンブレイスのお祭りには恐きよう怖ふの魔ま女じよ屋や敷しきというアトラクションが時々現れるが、菜摘の姿はその前でぐずる幼児のようであった。エウレカとセレンはそのぐずりっぷりを楽しんでいるのだ。

　なにしろ、ブルーミングバトルでプログレスが負傷することはないのだから。

　一方で、一ラウンド三分とするとーそれ逃にげ回っても次のターンが来たらまた三分逃げなきゃだから……と菜摘は指折り数えているのだが、それは今はじめてブルーミングバトルの詳しよう細さいなルールを教わったからだ。

　バトルの大おお枠わくは高端会長から聞いていた臣も、初めて聞くことの方が多かった。




　大おお雑ざつ把ぱに言えば、ブルーミングバトルは相手チームのコンソールをぶっ叩く競技だ。

　コンソールというのは、周囲の四つのフィールドにどのプログレスを配置するかを決定する指揮パネルである。

　なのだが、このコンソールは同時にプログレスの特殊能力エクシードを解かい析せきする装置でもある。

　もともとはフィールドもコンソールも一つだけで、単にプログレスにコンソールをぶっ叩いてもらって解析していたそうだ。なのだが、解析の効率化を目指してフィールドを増やしていたあるとき、プログレスを競さそわせる形で丸ごと全部解析した方がより良質の結果を得られることが明らかになったらしい。

　なんでそんなことがわかったのかは不明だが、たぶんプログレス同士でケンカになった際に偶ぐう然ぜん見つかったのではと推測されている。というか、それしかないと思われる。

　ともかく、これ以後、異世界間の干かん渉しよう現象やプログレスの特殊能力エクシード解析の一いつ環かんとして、ブルーミングバトルというバトル形式が整備されることになった。

　フィールドとコンソールは危険のないように特殊な相殺シールドで保護され、コンソールがプログレスの特殊能力エクシードでぶっ叩かれるか、フィールドで負け越こした分につき一点のダメージが入るようになっている。このダメージを八点入れると勝ち、入れられると負け。

　二チームが四つのフィールドに一人ずつプログレスを配置して、一ラウンドあたり三分のバトルターンに攻こう撃げきし合い、相殺されなかった攻撃はコンソールをぶっ叩いたことになる。もちろん、状じよう況きようが許せば直接コンソールを叩いてもいい。




　要するにバトルに出るからには、なんらかの方法で相手プログレスの攻撃をやり過ごさなくてはならないわけだ。当然のことだが、プログレスは特殊能力エクシードの持ち主なので、炎をまき散らしたり祝福を受けた刀とう剣けんで突ついてきたりレーザー光線をぶっ放したりミサイルを撃うってきたり、時には元の世界から異生物を『召しよう喚かん』したりもする。

　放ほうっておけば自チームのコンソールにそれらの攻撃が殺さつ到とうするのだが、それをどうやって止めるか、というところを菜摘は深く考えていなかったようで、さっきからうーうーとうめいている。

　ちなみに、フィールドのプログレス間には相殺シールドとよばれる見えない障しよう壁へきがあって、プログレスには直接危害が及およばない。そのことだけを知っていた菜摘は、いざとなればちょろっとフィールドに出て逃げ回ればいいや、ぐらいに思っていたらしい。

　なのだが、想像よりもはるかにプログレスの攻撃がエグい、ということに気付いたのか、今ごろになって慌あわてふためいているのだった。

「えっとー、フィールドが四つあって八回ダメージで負けってことはー、最速で二ラウンドで終わるってことだけどー、なんか一ラウンドあたりにー、プログレスは二人ぐらいしか出られないみたいだから、その分伸のびてー、えっとー最速で三ラウンドなんだけどー、全体の攻撃が半分ぐらい相殺されるとするとー、一試合でかかる平均ラウンドは三ラウンドの三倍ぐらい？　で九ラウンドでしょー？　そんでー、作戦タイムが何分かあってー、バトルが一ラウンド三分で休きゆう憩けいのインターバルが一分だからー、作戦二分とするとー、六かける九の五十四分、だいたい一時間弱ぐらい、真剣とか魔法から逃げ続けるの……？」

　指折り数えて顔を上げた菜摘は、えへら、と疲つかれたような笑顔を浮うかべたまま叫さけぶ。

「無理ー‼」

　そうして、ああー、と頭を抱かかえている菜摘の背後から声があがった。

「あんな程度で怖がってるなら、バトルをやめた方がいいんじゃないかしら？」

「だ、誰だれっ⁉」

　菜摘が振ふり返るまでもなく、臣にはその声に聞き覚えがある。

　視聴覚室から出てきたばかりの姿にも見覚えがあるなと思ったら、いつかの入学式で見たことのある見習い魔女だった。確か、なんとかかんとかのアンリエッタ。栗くり色の髪をくりんくりんにさせているあたりは変わらないが、今日はホウキは持っていないようだ。

　廊ろう下かの先では、アンリエッタのチームらしきプログレスたちが「あーまた面めん倒どうなことやってる」と呆あきれたような視線を向けている。杖つえのようなものを持っているところを見ると、彼女たちもエンブレイス出身の魔女のようだった。

　事前講習には出ていなかったところを見ると、持ち上がりのプログレス科なのかも知れない。そのチームに、アンリエッタが新規で入った、ということのようだ。

　そうしてチームの仲間たちを待たせたまま、廊下を背にしたなんとか以下略のアンリエッタはぴしり、と菜摘に指をつきつけた。

「この、仄明き暁光イルミネス・ドーンのアンリエッタ！　とぶつかることになったら、棄き権けんすることをお勧すすめするわ……！」

　ここはエンブレイスじゃないんだから名乗りをあげるな名乗りを、と心の中でつっこんでいる臣にはお構いなしに、腕うで組ぐみした見習い田舎いなか魔女のアンリエッタは、ふふんと肩をそびやかす。まるで、わざとやってるかのようないけ好かないポーズ。

　だが、菜摘はそんなアンリエッタの態度にまんまと食ってかかった。

「な、なんで？　そんなの、やってみないとわからないよ！」

「だって、あなた青の世界の出身よね。どんな力を持ってるのか知らないけれど、さっきの動画で怖おじ気けづくようじゃね。止めはしないけれど、どうなっても知らないわよ？」

　くす、とほくそ笑えんだアンリエッタは、怒いかりというよりは緊きん張ちようでぷるぷるしている菜摘のほっぺたをつっついてみせる。

　もしかしたら、妖よう艶えんな魔女を演出しているつもりなのだろうか。

「だって、私の召しよう喚かん魔法で出てくる魔ま獣じゆうは、あんな炎と違ちがって手加減なんかできないんですもの。この忌いまわしき力は、一度解き放たれれば私にも制せい御ぎよ不能……おいしそうな女の子なんか、頭からぱくぱくいっちゃっても責任は持てないわ」

「け、ケガしないんだから、食べられちゃうなんてこと、あるわけないし……！」

「ケガはしなくても、丸まる吞のみだったらありえるんじゃない？」

「え、えええー……？」

　心底イヤそうにうめく菜摘を、アンリエッタはほくそ笑みながらからかっている。その様子は、程度の差はあれ先ほどのエウレカやセレンとあまり変わりない。きっとアンリエッタ、こう見えて悪気はないのだろう。

　ただ、エンブレイス出身の臣にだけわかること、というものはある。

　さっきからアンリエッタは、菜摘が怖がっているのをいいことに好きなようにおちょくっているのだが、臣の目には、田舎の見習い魔女がバレないと思って吹ふかしまくっているようにしか見えないのだった。

　魔獣とやらが制御不能なのは、きっとアンリエッタの腕うでが未熟なだけだ。空を飛ぶだけしか能がない、なんてことはないようだが、それでもアンリエッタは見習い魔女以外のなにものでもない。もしかしたらアンリエッタ、自分が未熟見習い田舎魔女だという事実をエンブレイスに置き忘れてきたのではあるまいか。

　本当に力のある魔女は、その力を見せびらかすことがないというのに。

「じゃーね。お大事に」

「うううううう」

　しかし、そんな胡う乱ろんな目を向けている臣のことなど気にもかけず、アンリエッタは菜摘をつっつき回すだけつっつき回して去っていった。

　廊下の先で待っていた魔女たちにこっそりぺこぺこしていたところは、見ないふりをしてやるのが情けかな、と臣は思う。







　progressive 04　急きゆう募ぼプログレス







　アンリエッタが去った後、おもむろにエウレカが口を開いた。

「ってことでー、それはそれとして問題がひとーつ」

　ううう、とまだうなっている菜な摘つみの頭をよしよしと撫なでつつ、エウレカはあたりを見回している。菜摘がアンリエッタにからかわれているうちに、すでに視し聴ちよう覚かく室前には臣しんたち以外の姿がなくなっていた。

　人目がなくなったのを確かく認にんしたエウレカは、少し声こわ色いろを落として切り出した。

「プログレスが一人足りないんだけど、どうしよっか」

　いちにーさんしー、とセレンが数え、首をかしげる。

「ちゃんと四人いますよ？」

「臣はプログレスとしては計算できないでしょ。特殊能力エクシードなんかなくてもフィールドに出ることはできるけど、相手のプログレスを止められるかっていうと……」

　そこで言葉を濁にごし、エウレカは、ちら、と臣を見やった。

　そのもの言いたげな視線から、臣はなんとなくエウレカの考えがわかってしまった。

　どうやらエウレカは、臣がエンブレイス出身であることを考こう慮りよしているようだ。だが、エンブレイス出身であろうが臣は魔女ではないし、特殊能力エクシードなんてものはない。せいぜいが武器を持っての直接戦せん闘とうぐらいなもので、少なくともダメージにならない。

　そんな臣の視線を汲くんでか、エウレカは軽く肩かたをすくめてみせた。

「ま、せっかくのシックネス耐たい性せい持ちなんだしさ。臣はコンソールで〈承しよう認にん証〉の管理と、フィールドワークをミスったときにぶっ叩たたかれる担当ってことで」

〈承認証〉というのは先ほどの事前講習で触ふれられた内容だ。




　そもそもこの世界でのプログレスの特殊能力エクシードは、ある一定の範はん囲いで制限されている。プログレスによっては、あまりに広範囲な魔法であるとか、発動すると収拾がつかなくなるような超ちよう化学反応のような、そのままでは危険な特殊能力エクシードを持っていることがあるからだ。

　そうした特殊能力エクシードについて逐ちく一いち調べていた時にはそれほど問題ではなかったのだが、ブルーミングバトルという形式になってからは「強力すぎる特殊能力エクシード」については制限されるようになった。プログレスへの一いつ切さいの危害をシャットアウトする相そう殺さいフィールドは、こうした特殊能力エクシードを制限するために開発されたわけだ。

　とはいえ、こうした特殊能力エクシードを一定以下に押しこめてしまう、というのは別の問題も引き起こす。特殊能力エクシードを制限されたバトルでの戦績やそこから得られる解かい析せき結果は、本来得られるものからはかけ離はなれていくことになるからだ。

　そこでブルーミングバトルでは、プログレスの能力制限を一時的に解除する〈承認証〉をある程度の割合で与あたえるような制度を敷しいたのだ。この〈承認証〉は、プログレスが配置される先のフィールドやそのタイミングと同様に、コンソールで自動的に分配され、決定される。これは、コンソールを統とう括かつしているVLIWMブルームが取りしきっているといわれる。

　だが、これには一つ問題がある。

　よくよく考えるまでもなく「どのフィールドにどのプログレスが出るか」や「どのプログレスのどの特殊能力エクシードを制限解除するか」は、バトルの行方ゆくえを決定する重要な要素だ。

　特に、特殊能力エクシードの制限を解除する〈承認証〉は、直接ダメージ能力や、チームの勝利に貢こう献けんするような特殊能力エクシードを持ったプログレスに割わり振られると、それだけで戦せん況きようを左右する。それどころか〈承認証〉は、場合によってはコンソールへの攻こう撃げきを却下リジエクトすることもできるらしい。

　コンソールでは、こうしたプログレスの位置を変更したり、〈承認証〉を使用するプログレスを決定することができる。コンソールでVLIWMブルームから自動的に決定された方針を、ある程度は調整することができるというわけだ。

　ただし、その周辺では強きよう烈れつな例外酔いエクストラシツクネスが発生していて、耐性を持っている者でないと容易には近づけないのだった。




　そこで、シックネス耐性持ちがそのコンソールの操作を任されるというわけだ。

　そうでもなければ、特殊能力エクシードを持たない奴やつがブルーミングバトルに参加する意義はないのだろうな、と臣は理解している。

「そゆこと。で、問題は、臣がコンソールに行っちゃうとフィールドが一つ空いちゃう」

「フィールドに相手プログレスだけだと、コンソールが叩かれ放題……か」

　それはまずいな、と臣は思う。

　コンソールを直接叩けるフィールドが四つある以上、まずはそのフィールドにプログレスが四人いないと話にならない。だからこそチームの申しん請せいは四人から、ということになっている。空いたフィールドから相手プログレスにコンソールを叩きまくられては、まず勝負にならないからだ。

　四人しかいない菜摘チームの場合も、臣がコンソールにいる分だけ、フィールドが一ヶ所がら空きになる。勝負にならないとまではいかなくとも、これは相当厳しい。

「ってわけで、最低でもあと一人はプログレスが必要なんだけど……」

「そっか、そうだった……臣は推すい薦せんじゃないんだった」

　もう一人プログレスが必要、という話を聞いて頭を抱かかえる菜摘を見やりつつ、セレンがさらっと追い打ちをかけた。

「ナツミも怖こわがってますから、できれば二人欲しいですね」

「……二人かー。そりゃ難しい」

　話を聞いている臣にも、それはちょっと無理かもな、と思った。

　なにしろ菜摘の話では、チームに入っていない推薦の生徒はほとんどいない。プログレス科にはエウレカやセレンのようにやる気がなくて未所属、というのは時々いるようだが、それにしてもまずそういうプログレスを見つけるところから始めなくてはならない。

　そして、そうしたプログレスがチームに入ってくれるかというと、また別問題なのだ。

「あ、あたし、バトルに出るよ！」

　どうしたもんか、と臣が考えを巡めぐらせていると、ふいに菜摘が声をあげた。

「だって、逃にげ回ってればなんとかなる可能性もあるんでしょ？」

「うまくいけばそうだけど、ヘタすると魔ま法ほうで髪かみの毛燃えちゃうかもよ」

　エウレカは、どこか思い詰つめた表情で言いつのってくる菜摘の頭をぽんぽんといなしつつ、あっさりとその死角から手を伸のばした。

　菜摘が声をあげる間もなく、そのポニテをちょいちょいと引っぱってみせる。

「ものすっごい身体能力があるなら話は別だけど、菜摘はそんな自信あるの？」

「た、体育は好きだけど……そんなに得意でもないけど……」

　たったそれだけのことで、菜摘は早くもへっぴり腰ごしになっている。

　エウレカは軽く立ち回っただけだが、それでも菜摘に対人戦の経験がまるでないことぐらいは臣の目にもはっきりとわかった。

　菜摘は、素人しろうとだ。

　ブルーミングバトルのフィールドに立ったとしても、相手はそれなりに戦えるプログレスが出てくるはずだ。それこそ菜摘では、あの見習い魔女のアンリエッタ相手ですら一ラウンドの間も逃げ切るのは難しいだろう。

「きっと、バトルになればあたしの運で攻撃ぐらいかわせるよ、きっと！」

「自動追つい尾び型のロケットとかが飛んできても？」

「うっ……」

「そういえば魔ま獣じゆうの召しよう喚かんって、たくさん呼ばれたらどうなるんだ？」

「うううっ……」

「この間のバトルだと、悪魔さんがフィールドまるごと沼ぬまに変えてましたね」

「ぬ、ぬま⁉　沼って、フィールドに⁉　沈しずんじゃうの⁉」

「はい。こう、ずぶずぶとですねー」

「それがフィールド全部って……そ、そんなのなし！　ズルいよ！」

　エウレカや臣だけでなくセレンにまで追い詰められ、菜摘は両手を突つきあげて「異議あり！」を申し立てている。

　そんな菜摘に、エウレカがぴしゃりと言い放った。

「アリなの。生まれ持った能力は、制限範囲ならどう使っても構わないってのがブルーミングバトルだからね。持ってるものを使うなって方が変でしょ。菜摘だって、その運ってので攻こう撃げき避よけられればいいんだしさ」

「あっ……あたしは……！」

「それともなに？　今さら、バトルに出たくなくなった？」

　エウレカの指し摘てきにはっとして、菜摘はなにかを言おうと口をぱくぱくさせる。

「ん？　どしたの菜摘？」

「どうしましたか？」

　見る間にしょんぼりと肩を落とし、廊ろう下かへと目を落とした菜摘を、エウレカとセレンが見守っている。

　そうして菜摘は、ようやくのことで声を絞しぼり出した。

「あたしの運は、本当に、ただの運だから……」

「ただの運って？」

「特殊能力エクシードが〝運〟だと申請したから、運で試験をパスしたんだそうだ」

「……それってなにか、おかしいわけ？　運があるって言って試ためしてみたら運があったわけでしょ？　立派な能力じゃないの？　ちゃんと、何回も何回も試されたわけでしょ？」

「だ、だって、本当にただの偶ぐう然ぜんだったかもしれないし、次やったら全然ダメかも……」

　そう言いつのる菜摘に対し、エウレカはこともなげに言い放つ。

「そんなの、アタシらの特殊能力エクシードだって同じだよ。次にはヘマしちゃうかもねってだけでしょ。偶然と運の違ちがいなんて、見分けがつかないと思うんだけど」

「そういえば俺のシックネス耐性とかいうのも、似たようなもんだな」

「え……？」

　臣の呟つぶやきに驚おどろいたのか、菜摘はびくっと身をすくませた。

　その大きな瞳ひとみいっぱいに不安を浮うかべている菜摘を、臣はじっと見つめる。

「耐性があるとは言われたが、俺にはまったく自覚がない。耐性がないとひどい状態になるらしいが、実際どうなるかはバトルに出てみないとわからないわけだろう」

「だ、だけど、他のみんなの特殊能力エクシードは『門ハイロウ』が出た後で目覚めたっていうし、そんな能力だったらあたしもバトルで役に立てたかもしれないけど……あたしは昔から、なんとなく運がいい気がするってだけだったし……」

　本来、魔女でもない限りは、生まれ持った能力などわからないことの方が多いはずだ。なのだが、ブルーミングバトルで使い物になるかどうか、となると話は別なのだろう。

　やはり菜摘は、自分の能力に自信を持っていないようだった。

「どうしてあたしには、みんなみたいな特殊能力エクシードがないのかな……」

　そういえば、と臣は思う。

　昔、椎しい名なが王宮に召めし上げられることが決まったときに、自分も似たようなことを言っていたような気がする。椎名だけが魔女なんておかしい、自分はどうして魔女になれないのか、と。魔女になりたいと心底思ったことはないが、ただ、不思議だった。

　そうして、臣は義姉あねから諭さとされたのだ。

　臣が生まれつき力が強いように。臣が生まれつき臣であるように。

　誰だれもが生まれつき、その誰かであるように。誰かが、他の誰かになれないように。

　魔女は、生まれついての魔女なのだ、と──

「でも、変ですね」

　そんな臣の物思いを破って、セレンが呟いた。

「青の世界のプログレスは、最近になって特殊能力エクシードに目覚めた子が多いようですけど」

　顔を上げた菜摘を見つめるセレンの表情は、アンドロイド特有の、どこかつかみどころのない端たん整せいさに彩いろどられていた。

「菜摘は、そうじゃないんですね」

「そりゃまあ、そういうこともあるんじゃない？　生まれ持っての能力と最近目覚めた能力なんて、見分けがつかないだろうし」

「青の世界にだけ、プログレス推薦の段階があるんですね。確かに、生まれ持った能力者と、『門ハイロウ』が開いた後に覚かく醒せいした能力者を区別してないみたいですけれど」

　あごに指を当てたセレンは、わずかに、そのほわほわした眉まゆを寄せた。

「青の世界には、私たちのような異種族がいないせいでしょうか？」

「生まれつきの特殊能力エクシード持ちが異種族ってことなら、黒の世界の魔女も異種族ってことになっちゃうけどね。あれは確か、青の世界のプログレスと同じ異能力者でしょ。セレンの白世界にもヒューマンとかいうのがいるらしいし、深い理由なんてないんじゃないの」

　そんなエウレカの声をどこか遠くに聞きながら、臣は少し思い出している。

　女王エンブレイスと対たい峙じしたときの、あの、妙みような感覚。

　女王の後ろにあった空っぽの鎧よろいに〝指名〟されたあの瞬しゆん間かんから、臣の中では、なんだか妙な感覚がある。まだちゃんと試したことはないが、なんとなくわかる。

　なにか、本来の自分の力とは別の力が、身体のどこかで疼うずいている。

　少なくとも、魔法ではない。エンブレイスの魔法は覚醒して身につけるものではないからだ。それにたかが魔法であれば、魔女の頂点である女王が興味を示すはずもない。

　とにかくも、あのおかげで女王の気が変わり、処しよ刑けい場送りのはずだったシン＝ゴドーは、護ご堂どう臣として青の世界に送りこまれることになったのだ。

　一体何が引き金だったのかはわからないが、まるで、目に見えない誰かに選ばれたかのような出来事だった。

　いま思い返してみれば。

　あれは青の世界でいう「覚醒」だったのではないか、と臣は疑っている。

　青の世界のプログレスは「覚醒」するらしいが、それに近い状じよう況きようだったのではないか。

　ただ、臣を〝指名〟したあの鎧──あの向こう側には、確かに誰かがいた。女王すらしばらくその存在に気付かなかった、誰かだ。

　あれは、いったい誰だったのだろう──

　臣がそんなことを考えこんでいるうちに、エウレカが明るい声をあげた。

「ま、気にすることないって。アタシたちだって、自分が特別な力を持ってるなんて思ってないしさ。生まれ持った力なんてそういうもんでしょ。そういう意味じゃ、菜摘はよっぽどアタシらプログレス科に近いって気がするけど」

「そうですよ。それに、ナツミは言ってたじゃないですか」

「……あたし、何か言った？」

　セレンが、おどおどしている菜摘の手を取って微笑ほほえみかける。

「私たちは、負けてもいいチームですって」

　そんなセレンの声に、握にぎられた手を見つめながら菜摘が、うん、と頷うなずく。

「ただブルーミングバトルに出るだけなのに、落ちこむなんて変ですよ」

「そっかあ……うん、そうか。そうだよね」

　セレンと手に手を取ったまま、菜摘の声がぽつぽつと、熱を取り戻もどしていく。

「臣なんて、シックネスのきついコンソールにぶっつけで行くんだもんね……」

　うんうん、と頷いているエウレカと嬉うれしそうなセレンを見やり、ようやくのことで、菜摘は吹ふっ切るように小さく拳こぶしを握りしめた。

「あたしだけが自信なくしちゃだめだよね！　そうだったよ、そうでした！」

　が。

「そうだ。ちょっと焦こげるぐらい、たいしたことはない」

「………………あ」

　その臣の台詞せりふが、まずかった。

　どうやら菜摘は、バトルが怖こわいという最初のとっかかりをすっかり忘れていたらしい。

　見る間にへなへなと菜摘の気合いが抜ぬけていき、哀あわれっぽい声が漏もれ始めた。

「……ああああああああごめんうそ！　やっぱり怖い！」

　と再びわめきだした菜摘をなだめつつ、エウレカがぎろりと臣をにらんだ。

「……臣さー。あんたって、ちょっとデリカシーないよね」

　セレンは一応笑顔のままだが、その表情はどことなく冷たい。

「これは指導ですねえー」

　ぐりぐりとエウレカに肘ひじ鉄てつを押しつけられ、セレンに足を踏ふまれながら、臣はいったい何が悪かったのだろう、と首をひねる。

　なにゆえ自分がこんな仕打ちを受けなければならないのか、ちょっとわからなかった。

　エンブレイスでは察しが悪いとか鈍にぶいとかいろいろ言われ、椎名を怒おこらせることもよくあったが、まさかエウレカやセレンからも同じ指摘を受けるとは。

　なぜ。




　なぜもなにもないのだが、それからしばらくの間、菜摘がぐずりながらもおとなしくなるまで、臣は脇わきをえぐられ足を踏まれ続けた。

　テンションが高まりすぎてえぎっえぐっと鼻をすすっている菜摘をなだめながら、エウレカが困ったようにセレンと臣に振ふり返った。

「さーてと、それはそうとして問題は、プログレスが足りないことなんだけど」

「プログレス科は、みんなだいたいどこかのチームに所属してますね」

「菜摘みたいな編入の推すい薦せん持ちをあたるか、アタシたちみたいにまだチームに入ってないプログレス科を探すか、チームからあぶれちゃったはぐれプログレスってとこかなあ……セレン、誰か心当たりはある？」

　うーん、と首をかしげているセレンとエウレカ、そしてまだぐずっている菜摘。

　一方で、そんな三人を見ているうちに、臣はちょっとだけ思いついたことがあった。

「確かく認にんするが、チームに入ってないプログレス科なら、誰でもいいんだな？」

「？　そりゃまあ、プログレス科ならね。でも、臣にそんなアテが……」

　先ほどのまずいやりとりのせいか、臣に胡う乱ろんな表情を向けたエウレカだったが「あ」と何かに思い至ったようだった。

「シン、なにか企たくらんでますか？」

「そう見えるか？」

　セレンの柔やわらかにこやかな詰きつ問もんに、そんなに警けい戒かいされてるのかと臣は思わず苦く笑しようする。

　思いついてみれば、なんということはない。

　自分で言い出したはずなのに収拾がついていない、そんな菜摘のぐずり方を見ているうちに、臣はふと思い出したのだ。

　昔、自分の後ろをついてきてはぐずっている奴やつがいたなあ、と。

「プログレス科に一人、心当たりがあるんだが」




　　　　△　▽




　次の日の放課後、というタイミングは特に問題なかったはずだ。

　あるいは菜摘にとって、役員室、という厳おごそかな響ひびきが良くなかったのだろうか。

　当たりの柔らかい高たか端はた会長が不在というのも、不利に働いたかもしれない。

　普ふ通つうの一いつ般ぱん科生徒にとってプログレス科の役員室というのは、生徒会よりもプレッシャーを感じるものらしい。会議室大の部屋を与あたえられ、職員室にもほど近く、なによりも棟とう内ないにはあっちこっちプログレスばかりが闊かつ歩ぽしている。

　その中の役員となれば、プログレスの中でもちょっとしたものだ。とりわけ高端会長などは判明している限りではほとんど唯ゆい一いつの男子プログレスで、ランクで言えばプログレスでも上位の十数パーセントしかいないというＡ級プログレスにあたる。

　それは極きよく端たんな例だとしても、そんな会長のまとめる役員は、それなりの力を認められたプログレスが属している、と目されている。

　さらにその上、黒世界の女王代行エンブレイス・オフイサーともなればこれはもう別格だ。ブルーミングバトル不参加だとかランク外といった要素ですら、ミステリアスな響きを帯びる。もはや一般科のプログレス推薦ぐらいでは、その実力は想像するのも難しい。

　そんなプログレス科のエリート中のエリート、ロマンの塊かたまりみたいなプログレスを「負けてもいいチーム」に入れようと言い出した臣が、おそらくは元げん凶きようなのだろう。

　なのだが、プログレス科の門をくぐって「役員室」のプレートを目にする前から緊きん張ちようのあまり脂あぶら汗あせをダラダラ流していた菜摘にだって、注意の足らないところはあった。喉のどが渇かわくのも汗あせが出るのもなんとなくお腹なかが痛いのもすべて緊張のせいだと思いこんで、ずっとペットボトルの水をあおりつづけていたのだから。

　緊張の汗なのか腹痛の汗なのかぐらいわかってもよさそうなものだが、菜摘は役員室のコの字テーブルにつくまで、その汗の原因にずっと気付かなかった。

　死にかけたオオハシの鳴き声のような、不ふ穏おんによじくれた音が自分の腹から聞こえだすまで、滝たきのような汗を流しながらも満面の笑みを崩くずさずにいた。その根こん性じようは認めたい。

　女王代行エンブレイス・オフイサーを勧かん誘ゆうできるというだけで、菜摘は幸せすぎたのだ。




　そんなわけで、交こう渉しよう開始から三分ももたず菜摘はまっさきに脱だつ落らくした。

「ご、ごめん、ちょっとお手洗い……！」

　おそらく椎名を説得するためのカンペか何かだったのだろう。

　小さなメモ帳をわたわたとスカートのポケットにねじこみながら、菜摘は椎名の許可を確認するのも慌あわただしく、転がるように役員室を出て行った。

　あとには椎名、そして臣とエウレカとセレンの四人だけが残された。

　ばたばたばたと遠ざかっていく足音に、コの字テーブルの一番奥から椎名が苦笑する。

「長谷はせ川がわ菜摘さんでしたっけ。彼女、ずいぶん緊張していたみたいですね」

「ここに来るまで、役員室ってこわくない？　椎名さんってどんな人？　ってずっと聞いてましたから」

「セレン先せん輩ぱいは、彼女になんと教えたんです？」

　異世界出身のプログレスは一般科に比べると数が少なく、同じ棟内なので顔を合わせる機会も多い。ブルーミングバトルという共通の目的もあるために、学年を問わずほとんど顔見知り、ということだった。

　手前の席にちょこんと座っているセレンにも、椎名は遠えん慮りよなく水を向ける。

「一般科では怖がられてますけど大だい丈じよう夫ぶですよ、ぐらいですかね」

「役員はそんなに怖がられてるんですか？」

　セレンから屈くつ託たくない笑みを向けられた椎名は、意外そうにその整った眉まゆを上げた。

　確かに臣の見たところ、菜摘はプログレス科の棟内に入ってからずっとセレンとエウレカのそばにぴったりくっついていた。時々なにやら相談しているようだったが、ここまできてビビっていたらしい。

　そんな話に、頰ほお杖づえをついていたエウレカが不満そうな声をあげる。

「アタシも一応プログレス科で役員なんだけど、菜摘、それは平気みたいなんだよねー」

「エウレカ先輩はフラットすぎるんです」

　そう言い置いた椎名は、そこで改めて臣たち三人に視線を向けた。

　かたわらにあった書類に目を走らせ、確認するように問い質ただす。

「ブルーミングバトルの予選会、長谷川さんを含ふくめた四人でチーム登録したそうですね」

「なに、予選登録のチームまで目を通してるわけ？　耳が早いねー」

「嫌いやでも噂うわさになるんです。なにしろ」

　そこでようやく、椎名はちらっと臣に目をやったが、すぐにふいと逸そらす。

「男子生徒が含まれたチームだ、という話でしたので」

「あーそっかそっか。そりゃ確かに目立つわ」

「……エウレカ先輩、面おも白しろがらないでください」

　どこまでも軽いエウレカの受け答えに、椎名は渋しぶい顔をした。仮にも上級生なので遠慮があるのか、それ以上追及することはしなかったがその表情は苦々しい。

「チーム名は未定とのことですが、リーダーは先ほどの長谷川さんですか？」

「リーダーなんて記入欄らん、あったっけ？」

「いえ、ただの確認です」

　ふう、と嘆たん息そくした椎名は書類を机上に戻し、菜摘がいなくなった席を眺ながめている。

「思ったよりも純じゆん朴ぼくそうな子で、気が抜けました」

「ナツミに、なにか気がかりでもありましたか？」

「編入してきたばかりなのにエウレカ先輩やセレン先輩を引っぱり出すなんて、とんでもないやり手かと思ったんですが……思い過ごしだったようですね」

　言いつつ、椎名はふたたびちらりと臣に目をやる。

「といっても、兄さんに目をつけたプログレス候補ですから、エンブレイスの代行として引き続き注意は払はらいますけれど」

「シンは、エンブレイス出身だったんですか？」

　ふいにあがったセレンの声に、椎名が彫ちよう像ぞうのように固まった。

　ぐぎぎぎ、と音がしそうなぎこちなさでセレンを見やり、ようやくのことで口を開く。

「……セレン先輩は、ご存じなかったんですか？」

「ええ。シーナのお兄さんだということも、今初めて」

　そう聞いた椎名の口からは、はぁぁ……、と重いため息が漏れた。

　それほど予想外だったのか、がっくりと頭を落として眉み間けんを揉もんでいる。

「エウレカ先輩が知ってる以上は、みんな知ってるものかと思いこんでたわ……」

「できるだけ黙だまってろ、とは世話役から言われてるからな。今日お前を訪ねてきたことも『パッチテストの時に世話になって面識がある』『ブルーミングバトルにも参加することになったし、挨あい拶さつがてら声をかけたらどうだ』としか伝えてない」

　俺は悪くないぞ、という臣の言外が伝わったのか、椎名は諦あきらめたように小さく頷うなずく。

「……わかりました。確認しなかった私にも非はあります」

　そうして顔を上げた椎名はセレンに向き直り、まるで先ほどのぎこちなさが噓うそのような鋭するどい視線を向けた。

「セレン先輩、このことは内密にお願いします。一般科に他世界の出身者が紛まぎれているなんて知れたら、面めん倒どうなことになりますから」

「ええ、もちろん」

「……だから、エンブレイスに帰って下さいと言ったんです」

「その方法がないんでな」

　臣をここに放りこんだのが女王だったことを思い出したのか、椎名は一いつ瞬しゆん押し黙ったが。

「……ではせめて、エンブレイスとの連れん絡らくが取れるまでおとなしくしていて下さい」

　まったくどうして言うことを聞いてくれないのかしら、とぶつぶつ言っている椎名の口ぶりに、あ、と臣は思う。

　これは八つ当たりだ。

　椎名は小さい頃ころから人前に出るのも恥はずかしがるような性格だったが、唯一、臣には好き勝手にわがままを言っていた。椎名が後ろをついていってもそばで遊んでいても臣は一いつ切さい気にかけず、ある意味ではぼーっとしていたからだと思われるが、とにかく気にくわないことがあると椎名は臣に文句を言っていた。

　六年ぶりに異世界で再会することになった義妹いもうとだが、やはりというべきか、案外中身は変わってないようだった。

　などと臣が考えているとはつゆ知らず、椎名はセレンに質問している。

「ところでセレン先輩は、どうして長谷川さんと兄さんのチームに？　今までどこのチームに誘さそわれても断ってたのに」

「お漬つけ物ものがおいしかったので」

「お漬物？」

「チームに入るとですね、ナツミがおすそわけしてくれるというので」

　ほんわかと微笑ほほえむセレンを見やり、そういえば、と臣は思う。

　ここに来るまでにわかったことだが、セレンはエウレカと同級生らしい。つまり、椎名だけでなく臣や菜摘にとっても先輩である。

　なのだが、困ったことにセレンとエウレカはどちらもあまり先輩という感じがしない。その上異世界のプログレスということもあってか、そもそも二人とも上下関係なんかまったく気にしていないようだった。

　なので、会ったときのまんま呼び捨てで構わない、ということになっている。

「それに、ごはんを好きな人に悪い人はいませんし」

「ごはん……？」

　臣に向けられるセレンの微笑みは、さすがに椎名も意味を測りかねたようだった。

　納得のいかない表情のまま、椎名は今度はエウレカへ同じことを訊きいている。

「エウレカ先輩はどうして参加されることに？　先輩は、バトルなんかめんどくさいっていつも仰おつしやってたようでしたけど」

「あー、アタシはセレンのついで。こないだ臣にはバトルやればって勧すすめたわけだし、このチームはアタシが入ったらちょうど四人だったしね。それに──」

　あっさりとそう答えてから、エウレカはしばし考え、付け加えるように言った。

「それに、あの菜摘って子、結構面おも白しろいんだよね。なんかほっとけない感じでさ。感情むき出しでおっちょこちょいで、あんたの真逆みたいなんだもん、あの子」

「どういう意味です？」

「そのまんま」

　じろ、とエウレカにひとにらみくれてから、椎名はぽつりと漏もらす。

「……確かに、面倒を見たくなるタイプではありますね」

「そのくせ、ほっといたら面白くなくなっちゃいそうなんだよね。だからかな」

　臣は、そこで椎名が自分を見つめていることに気が付いた。

　これまで散々投げかけられたような睨にらむでも呆あきれるでもなく、どこか不安げな、もの問いたげな視線だった。

「兄さん。あの長谷川菜摘という子、もしかして何も知らないんじゃないですか？」

「なにも、というと？」

「兄さんがエンブレイス出身だということも、私のことも」

「教えてはいないな」

「どうしてです？」

　椎名に畳たたみかけられて、思わず臣は答えに詰つまってしまった。

　どうして菜摘にエンブレイスから来たことを教えていないのか、と改めて問われると、臣にもちょっとわからなかった。「出身をバラすな」と釘は刺されたが、もうエウレカやセレンにはバレているのだ。今さら菜摘にだけ黙っているのも、変といえば変だ。

　エンブレイスから青せい蘭らん学園へと送りこまれることになって、一いつ般ぱん生徒のフリをしていたらいつの間にか菜摘とチームを組むことになっていた。ただその過程で、臣がエンブレイス出身であることを伝えるタイミングがなかっただけのような気がする。

「……一般科で、男がバトルに出ると目立つんだろう？　なら俺が自分で動くよりも、あいつにくっついていた方が、少しは目立ちにくいかと思って」

「そのためには、長谷川さんにも黙っていた方が得策だと？」

　もしかしたらそうなのかもしれない、と臣は思う。ただし、損得ではないが。

　菜摘には、臣がエンブレイスから来たことは黙っておいた方がいい気がしたのだ。

　──しばらくの間だけ、そのフリだけでもいいから。

　──あたしと、チームを組んで。

　なぜそう思うのかははっきりしない。

　だが──

　臣がエンブレイス出身だと知ったら、菜摘は傷つくような気がした。

「それとも、バラした方がいいのか？」

「……そういうわけではないんですが」

　そんな臣の視線を避さけるように、椎名は目を逸らした。

「いいですか。兄さんは気付いていないようですけど、この間高端会長が言っていた『バレるのは時間の問題』というのは、脅おどしなんです」

「脅し？」

「でなければ忠告です」

　全然意味合いが違ちがうような気がしたが、下手に口出しをすると怒ど鳴なられそうだったので臣は黙って話の先を促うながした。

　こほん、と小さな咳せき払ばらいをして、椎名は話を続ける。

「兄さんは、この学園に一般科として編入してきたはずです。つまり、他の世界からやってきたプログレスとは違い、誰だれの庇ひ護ごも受けていない状態だということです。『門ハイロウ』をくぐってきたにもかかわらず、ただの青蘭学園の生徒でしかありません」

　そこでひと息おいて、椎名の声がぴんと張りつめた。

「兄さんは、この世界では本来ありえない存在なんです。なのに、無防備のままうろついている。どんな目にあっても不思議はないんです」

　吐はき捨てるように言いつつ、椎名はいらだたしげに髪かみをかき上げた。

　そうして、まるで非難するように臣を睨みつける。

「もし、兄さんに何かあれば大変なことになります。エンブレイスにとっても、もちろんプログレス科にとっても。高端会長が『時間の問題』と言ったのは『そうなる前になんとかしろ』という意味です」

　わずかに声を震ふるわせて、椎名は臣に言いつのる。

「どうして、わきまえてくれないんですか」

　どことなく施せ恩おん院いんのシスターを思い出させる椎名の口調に苦く笑しようしつつ、なるほど、と臣は思う。つまり椎名は、臣がこのままぼーっとしてると危ない、と言いたいらしい。

「そんなに困るのか」

「困ります」

「じゃあなおのこと、うちのチームに入ってくれ」

　さっき菜摘が提案していたことを繰くり返しているだけなのに、椎名は絶句した。

「…………な」

「バトルで何回か勝てば、プログレス科に入ることになるんだろう？　そうなれば、少なくともここのプログレス科だか青蘭学園だかが俺の身を保護してくれる。無防備でうろつくことにはならないんじゃないのか」

「ぶふっ」

　それまで黙だまって二人のやりとりを訊いていたエウレカが、我が慢まんできずに噴ふき出した。

　くっくっくと肩を震わせているエウレカの愉ゆ快かいそうな視線から、椎名は苦々しげに目を逸そらしつつも抵てい抗こうする。

「……そんな都合のいい話に乗せられると思ってるんですか？」

「都合がいいなら、いいんじゃないでしょうか？」

　セレンまでもがどこか含ふくみのある笑えみを浮うかべ、椎名の反応を楽しんでいる。

　そんなプログレス三人の様子を見ているうちに、臣はなんとなく納なつ得とくがいった。

　世話役の態度や、臣と他の一般科生徒との待たい遇ぐうの違いからそんな気はしていたのだが、どうやら臣の立ち位置は特とく殊しゆすぎるようだった。そんな奴やつをうろうろさせておくよりも、異世界からやってきたプログレスを預かるプログレス科に入れてしまった方が、なにかと問題が少なくなる。

　このあいだ役員室を訪おとずれた際に、会長がブルーミングバトルへの参加を勧めていた理由はそういうことなのだろう。

「ついでに、Ｓ級とかいうのになってエンブレイスに帰れれば文句なしだ」

「ですから、そんなことは無理だと言ってるんです！　勝手なことを言わないで……」

　その時。

　なおも言いつのろうとする椎名の声を遮さえぎるように菜摘の声が響ひびき渡わたった。

「お待たせしました！　不ふ肖しよう長谷川菜摘、遅おくればせながら、プレゼンをします！」

　おそらく、トイレでできる限り身だしなみを整えてきたのだろう。

　退席したときには汗あせだくだった額や顔はきっちりデオドラントでなかったことにされ、ばさばさに振ふり乱していたポニーテールもすっぱりまとめられている。

　そんなキメキメで帰ってきた菜摘の手には、例のメモがあった。

　策をふたたび練ってきた菜摘は、ぽかーんと口を開けたエウレカや首をかしげているセレンの前を突つっ切って、コの字テーブルの奥までずかずかと詰め寄った。

「椎名さんが私たちの一員としてブルーミングバトルに出ると、今ならもれなくこんなにたくさんいいことがありまして！」

「え？　な、なに？　なんなの？」

　そうして、珍めずらしく落ち着きをなくした椎名の真っ正面に陣じん取どった菜摘は、やりすぎなぐらいハイテンションな気勢を上げた。

「そのいち！　椎名さんはプチぷろのおしとやかキャラに似ている！　私たちのチームにはそういうキャラがいないので、ぜひ！」

「キャラって、なんなのかしら……？」

「そのに！　とある筋（あたし調べ）からの情報によれば、黒の世界出身の椎名さんは魔ま法ほうが得意！　私たちのチームには魔法キャラがいないので、ぜひ！」

「だから、キャラってなに……？」

「そのさん！」




　その後、菜摘のプレゼンはその場のでっち上げを含めて十二か十三ぐらいまであったのだが、もちろん椎名によってすべて却きやつ下かされた。




　　　　△　▽




　役員室を出る頃ころには、ずいぶんと日も暮れていた。

　オオハシが鳴く頃になってようやく役員室を後にした臣たちは、ちょっと手持ちぶさたになった。エウレカやセレンは菜摘と同じく寮りよう住まいということだったが、さすがに女子寮に臣は加われない。そのまま校門にたむろするというのも変なので、とりあえず市街地へと向かうことになった。

「椎名さん、チームに入ってくれないかなー」

「へー。あれだけ却下食らって、まだ頼たのむ気なんだ？」

〝こないだ見つけたいい感じに寂さびれたカフェ〟とやらを目指し、意気揚よう々ようと菜摘が引っぱっていくのだが、臣にはその元気さの出所がちょっとよくわからない。

「だって椎名さんって、そんなに怖こわそうな人でもなかったし、今日は全部却下されたけど話だってちゃんと聞いてくれてるみたいだったし」

　菜摘いわく、本当に入る気のない人は最初から取り合ってすらくれない、ということだった。さすがに編入初日から仲間を求めてうろちょろしていただけあって、そのあたりの嗅きゆう覚かくは磨みがかれたようだ。

「せっかくお近づきになれたんだから、もっと仲良くしてもらえれば嬉うれしいかなって」

「なるほど」

「それに、納得してくれれば、もしかしたら、チームに入ってくれるかもしれないし！」

「言ってみるだけならタダですしね」

「そう、それ！　言うだけならタダ！」

　それはなんか使い方が違うのでは、という臣の疑問に答えるべく『辞書』が「白い犬とその家族がことあるごとにタダを連発するものの肝かん心じんの商品が一いつ切さい出てこず結局どういう手数料と月々の契けい約やく料がタダなのかよくわからないがそれよりも犬の家族はなぜ人間ばかりなのか」というイメージを渡してきたので、胸むな元もとをぐっと摑つかんで黙らせた。

　いくら察しの悪い臣でも、最近さすがにこの『辞書』のイメージ機能はまったく役に立たないのではないか、という疑いを持ち始めている。だが、外してしまうと日々の会話にも事欠くので『辞書』が反応したらすぐ黙らせるという対処が身についてしまった。

　目覚まし時計を寝ねたまま速そつ攻こう止めるのに、ちょっと似ている。

「とにかく椎名さんは貴重な一人プログレスだから、隙すきあらばすり寄るってことで！」

「……その表現はどうかと思うけどねー」

　鼻息も荒あらく言い切る菜摘をなだめつつ、エウレカの編みこみ頭が臣を振り返った。

「まあどっちにしろ、このままだと菜摘だけじゃなくて臣までフィールドに出ることになるわけだから、椎名にアタックするのは悪くないよ」

「ですねえ」

　ふむ、と頷うなずいている臣やエウレカだったが、ふいに「あ」と菜摘が声をあげた。

「あああああそうだった！　あたし、フィールドで逃にげるのどうしよう……」

　それまでの元気があっという間に雲散霧む消しようし、菜摘はふらふらとさまよい始めた。

　椎名がチームに入ったところで、結局、菜摘は自力で相手プログレスの攻こう撃げきを避け続けなければならない。なのだが、どうも菜摘は目先のことで頭が一いつ杯ぱいになると、そのことをスコーンと忘れてしまうらしい。

　あああああー、と頭を抱かかえている菜摘の頭をぐりぐり撫なでながら、珍しくエウレカが嘆たん息そくする。

「ほんと菜摘は、積極的なのかヘタレなのか、よくわかんないねー」

「どうして菜摘は、そこまでプログレスにこだわるんです？」

「へ？」

　あああ、とうめいていた菜摘が、セレンの問いかけに目をぱちくりとさせる。

「だってですね、ブルーミングバトルに出なければ、危ない目には遭あいませんよ？」

「で、でも、フィールド埋うめないと負けちゃうっていうし、負けちゃったらプログレスになれないし……」

「なにか、プログレスにならないといけない理由があるんですか？」

「理由は……」

　沈しずみゆく太陽を背にして、菜摘はしばらく考えこんでいるようだった。

　そんな菜摘の様子に、臣とエウレカはまたなにか都合の悪いことに気が付いて騒さわぎ出すのかと身構えていた。

　だが、顔を上げた菜摘は、テンションをどこかに置き忘れたように静かな面おも持もちで。

「理由はわかんない」

　と言った。

「ただ、なんとなく思ったの」

　その時の菜摘の表情は、訊きいたセレンが不思議そうにしているのとまるで同じだ。

　なぜか、不思議そうにしている。

「あたし、プログレスになりたいって」




　カフェまでの道すがら、菜摘はひとりでずっと話し続けた。

　こっちこっち、と先導しながら、そのたびに臣を振り返り、エウレカの手を取り、セレンの背を押しながら、菜摘はよくわからない話をした。

「あたしの通ってた学校ってちょっとした田舎いなかにあるんだけどね、みんな都会に行きたがるの。模試の志望校なんか、ほとんど東京の大学って子ばっかりでね」

　菜摘が導く路地の先は、青蘭島の市街地からは少し外れたところにあった。

　港が近く、潮の香かおりがする軒のき先さきには折りたたみのテーブルとイスがいくつも並んだオープンデッキがあり、くたびれた帆ほ布ぬのが庇ひさしの代わりに張られていた。

　灰色まだらの猫ねこの親子が、我が物顔で伸のびていた。

　エウレカが「あーここの猫」と言い、セレンが「ねこですね」と言った。

　オーダーを取りに来た店主に、菜摘は力強くお冷やを四つ頼んだ。

「あたしはね、都会に行きたいって思ったことはなかったの。だからよくわからなかったんだけど、だんだん、そういうのって眩まぶしいなって思い始めて」

「眩しいって、他の子がってこと？」

　そんなエウレカの問いかけに、菜摘は「そう！」と嬉しそうに笑う。

「みんな頑がん張ばっててね、せいいっぱい太陽に手を伸ばしてるって感じなの。見てるこっちが眩しくなるぐらい。それであたしは、遠くから目を細めて見てたの。ああいうの、いいなあって。あたし、そんな風になにかに一生懸けん命めいになったこと、なかったから」

「そっか」

「でもやっぱりね、いま考えてみたら、あたしもみんなと同じだったんだと思う。なんとなく、プログレスになりたいって思っちゃったの」

「なんとなくですか？」

「そう。なんとなく」

　臣は、ずっと黙って聞いていた。

　菜摘の話す内容にはこの世界の、それも菜摘の住んでいた地方特有のローカルな話題が多くて『辞書』がまるで役に立たなかった。ただ、隅すみから隅まで理解はできなくとも、だいたいの言いたいことはわかる。だから黙だまっていた。

　エウレカとセレンも、きっと同じだったのだろう。

　二人はときどき、疑問のようなものを投げるだけで、菜摘の話を聞いていた。

「ブルーミングバトルのダイジェスト見てるうちに、どうしても我が慢まんできなくなっちゃった。たぶんね、テレビ見てるうちに、頭のどこかにプログレスの残像みたいなのが残っちゃったんだと思う」
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　残像、という菜摘の声を聞きながら、臣は足元の黒い子猫をどうしたものかと見つめている。人に慣れすぎているのかそれともなめられているのか、まったく動こうとしない。エンブレイスの猫には魔女の使い魔もいる。無む下げにはできない。

　苦手ではないのだが。

　太陽を見つめすぎると残像が残る、という菜摘の声が臣の頭の中でぐるぐると回る。

　黒い猫を見つめすぎると、猫の残像が残るかもしれない、などと臣は考えている。




　猫を前に硬こう直ちよくしている臣を見やった菜摘は、そのままどこか遠くを見つめていた。

　もしかしたら、自分の話など誰だれも聞いていないとでも思っていたのだろうか。

　菜摘はまだ、あの不思議そうな表情を浮うかべていた。




「なんとなく、なりたかったの。ただそれだけ」







　progressive 05　コンソールワーク







　数日たった昼休み。

　もはや定番となった崖がけの森で、臣しんが遅おそめの昼食をとっているとヒロがやってきた。

　ヒロはなんだかカバンよりも大きな円えん筒とう状のものを担かついでいるが、これはゴルフバッグというらしい。本来はゴルフクラブを何本も挿さしておくものだが、今日は一本きり、長めのシャフトが突つき出して、先にはオオハシらしいぬいぐるみカバーが掛かけられている。

　臣がなぜゴルフバッグを知っているかというと、昨日ヒロは同じ物を持ってきて、その時に『辞書』が反応したからだ。ただしその時のイメージではクラブでなくショットガンを挿していて、プレイ中のボスと幹部に向けてジャキコンズドバーンおどれどこの組のモンじゃああこのショットで人生ホールアウトしさらせダボがああ、といった按あん配ばいであった。

　相変わらず、青の世界には謎なぞが多い。

「よー臣、今ごろメシ？　毎日釜かま炊たきなんてよく飽あきねーよな」

「むむむむむ」

「いいってば。食ってから喋しやべれよ」

　言いつつ、ヒロはオオハシのシャフトが挿さったゴルフバッグを下ろし、そのあたりに転がっている倒とう木ぼくに腰こしかけた。

　ヒロを横目に、臣は釜の底の米こめ粒つぶを箸はしでかきこんだ。箸ではやはり食事ペースが遅く、それほど長くない昼休みにはちょっと不利だったが、しゃもじで食べるよりは多少文化的なので痛し痒かゆしといったところか。

　そんな臣をよそに、ヒロはその周囲に散らばったものをしげしげと見つめて「うへえ」と呆あきれたような声を漏もらした。

「……なー臣。俺、ちょっと不思議なんだけど」

「なんだ」

「金属ってさあ、振ふっただけでこんな簡単に曲がるもんなの？」

　ヒロの指さした先には死し屍し累るい々るいといった趣おもむきで、グリップのついたのついてないの、太いの細いの、どれもどこかで見たようなスポーツ用品が散乱していた。

「残念だが、そのようだ」

「いや、そのようだっつーか……どう振り回したらこんなになるんだよ。廃はい品ひんばっかだから壊こわれてもいいとは言ったけどさ、派手にやったねーこりゃ」

　言いつつ、ヒロはそれらを拾い上げては立てたままのゴルフバッグに放ほうりこんでいく。

「金属バットはリーチが短いからダメなんだっけ？」

「ああ。それにウェイトがない。軽すぎる」

「ホッケーの複合ファイバーはしなりすぎると。長尺ゴルフクラブは当たった瞬しゆん間かんにシャフト終しゆう了りよう、木刀は折れる。そんで、ぜんぶ軽い……ならスポーツ系はほとんどダメってことじゃねーの？　他のもだいたい似たようなリーチと素材だし」

　がらんがらん、とゴルフバッグを揺ゆすりながら、ヒロはぼやく。

「同じクラスの奴やつがバトルに登録したっていうから、誰かと思えば臣なわけじゃん。そりゃできるだけ協力するとは言ったけどさ。臣が探してるような〝身長ぐらいのハンマー〟なんてそうそうあるわけねーんだよな」

　臣は足元に転がしておいた極ごく太ぶとの鉄パイプを拾い上げてみせた。

「確かに、こういうのだとウェイトは悪くない。振り回す程度ではびくともしなかった」

　鉄パイプにはテーピングが巻かれ、グリップらしきものが自作されている。

「が、いかんせんモノが脆もろいな。スイング中に軌き道どうを変えると、だんだんねじれてくる」

「……そりゃ水道管だから、振り回すようにはできてねーだろうよ」

　よく見ると、そのグリップから先が、よじれるように曲がり始めていた。

「ハンマー欲ほしいって言い出した時から思ってたんだけど、臣って、なんか変なスポーツでもやってたのか？　ハンマー投げじゃないよな？　なんつー力してんだよ」

　臣の所属していた掃そう討とう部隊は、王宮では異質な部隊である。

　なにしろ、異種族専門の直接戦がウリなのだ。ウォーハンマーやバトルアックスを振り回しては、鱗うろこのある翼竜ワイバーンだの鉄てつ兜かぶとをかぶったオークだの異種族をぶちのめす。魔ま法ほう華はなやかなエンブレイスではほとんど唯ゆい一いつといっていい部隊だった。やっていることはただの戦せん闘とう行こう為いで、それ以上でも以下でもない。

　そんなものを果たしてスポーツと呼んでもいいのだろうか、とはなはだ疑問だったのだが、とりあえず他にいい表現もなさそうだったので臣は不承不承うなずく。

「といっても、力で曲げたわけじゃないんだが……」

「力じゃないならなんなの？」

「スイングだ」

「……あっそう」

　ゴルフバッグに鉄パイプを放りこみながら、ヒロは軽くため息をついた。

「やっぱ、大型の工具とかじゃないと無理か？　でもそうなると、ツテがないな」

「すまん。世話をかける」

「ほんと、ブルーミングバトルで使えそうな道具探せなんて、無茶言ってくれるよ」

　杭くい打うちの土木現場なんて最近あったっけ？　とコミュニケーターを確かく認にんし始めたヒロに、臣はちょっと申し訳なく思う。なにしろ自分はヒロが調達してくる得え物ものを振り回して次から次に壊しているだけなのだ。

　近いうちに、小屋に放ったままの説明書でも読んでコミュニケーターぐらいは使えるようになっておこう、と思う。

　そんな臣の視線に気付いたのか、ヒロはこともなげにひらひらと手を振る。

「気にすんなって。前にもバトルに出ようって奴がいたんだけどさ、みんな考えることは同じなんだよ。男には気分が悪くならないぐらいしか取り柄えがないってのに、味方や相手の女の子プログレスがブン回してるのはハンマーどころじゃねーんだから。ま、たいていはそれでも気分悪くなってきて、フィールドに出るどころじゃなくなるんだけどな」

　コミュニケーターをポケットにしまい、ヒロは肩かたをすくめた。

「だーめだ。杭打ちの現場なんてわかんねーわ。それに現場があってもハンマーは譲ゆずってもらえないかもな。そういうのって仕事で使うために持ってきてんだろうし」

「こっそり借りる、というのはどうだ？」

「勝手に持ってっちゃったらあと大変だよ？　島で悪さすると逃にげ場がねーからさ、そういうのって絶対とっちめられんだよ。やめといた方がいいな──ってことで」

　そこでふいに、ヒロはかたわらのゴルフバッグから、あのオオハシカバーの長いシャフトを引き抜ぬいた。

「これでダメなら、もうちょっと他には思いつかねえよ」

　ふふん、と得意げに臣へと向けられたシャフトにはしっかり巻き付けられた革のグリップがあり、手にしてみるとグリップ自体にずっしりとした重さが感じられた。カバーのかかった先せん端たんはさらに重く、シャフトもすっからかんな中空というわけではなさそうだ。

「……これは？」

「警備用のロングクラブ。警備杖じようっての。先がアタッチメントになってるから、変えたら鉄杖になるんだってさ。スポーツチャンバラのスポンジもくっつけられるってよ」

「このカバーはなんなんだ？」

「警棒なんてむき出しで持ってくるとアレだろ。長い棒って目立つんだよな、結構」

　ヒロがゲーセンで女の子に景品をとってみせたときに、本来の景品のついでに落ちてきたらしい。言われてみれば『青せい蘭らん島のアイドル！　ゆるハシ☆』というタグが付いたままだった。野の良らのくせにアイドルを名乗るとはずいぶんと見上げた企き画かくである。

　黄色とオレンジのでかいくちばしに、溶とけたようなやる気のないフォルム。カバーという形状のせいか、より潰つぶれているように見える。どう見ても飛べそうにないデフォルメが施ほどこされているのに、一目でこれはオオハシだとわかるあたりが地味にすごい。

　そんなゆるオオハシカバーの、てろんとたれた真っ黒な瞳ひとみを眺ながめているうちに、臣はその黒いまなざしに、どこかで見た雰ふん囲い気きを思い出してしまった。

　口の中に、重力魔法を喰くらった時の、苦い金属の味が蘇よみがえってくるような気がした。

「女子寮りようの警備用には変質者対策っていうのかな。なんてんだろ、刺さす又またとか特とく殊しゆ警棒とか結構いろいろあってさ、それをちょっと見み繕つくろわせてもらった」

「……女子寮にはツテがあったわけか？」

「まーな」

　にやにやしているヒロを横目にゆるオオハシのカバーを外してみると、シャフトの先には鈍にぶい色をしたシンプルな鉄球が仕込まれていた。接合部分はねじ込み式のようだったが、がっちりとした台座にはピンロックも貫かん通つうさせてある。

「クラブというよりはポールアームだな……いや、長さはウェイトスタッフか」

「赤の世界の子がそういうの詳くわしいんだよ。ほら、女騎き士しみたいな子が時々でっかいのぶらさげて歩いてんじゃん。そういうのって女め神がみさんから貰もらったとか、祈いのりの力がこもってますとかで、貸してくれなかったんだけど。その代わりってことで」

「試ためしてみよう」

　臣はおもむろにグリップを握にぎりこみ、スタッフをゆっくりと振ってみる。

　シャフトの長さと質量を備えた鉄球が、ぶおん、と低い風切り音を立てた。

　そのスピードを維い持じしたまま、臣がシャフトの軌道を変えるたびに、臣の身長ほどの鉄杖と鉄球は面おも白しろいようにぶんぶんと唸うなり続け。さして力を入れていないように見えるだけで、スタッフの先端には相応のパワーが乗っているのが明らかだ。

「スイング、ねえ……」

　端たん的てきに、臣はそう呼んでいるのだが、ヒロはどうも納なつ得とくがいっていないようだった。

　前回来たときに見慣れたのだろう。ヒロは、臣に軽々と振り回されるウェイトスタッフを呆れたように見やっていたが、そのうち倒木に座り直した。

　立てた膝ひざに顎あごをのせ、ヒロはぽつりと呟つぶやく。

「なー臣。知ってる？　お前さ、いま結構噂うわさになってるよ」

「噂？　なんでだ」

「なんでじゃないよ。男がバトルに登録するだけでも珍めずらしいのに、臣はこないだ編入してきたばっかだろ。なのにもう三人もプログレス集めてチーム組んでるなんて、そんなやつ聞いたことねーっての。そのうちの一人って、こないだ教室に来た子だろ？」

　胡う乱ろんげなヒロの視線が刺ささっているのがわかり、臣は若じやつ干かんいたたまれなくなる。

「菜な摘つみにここのことを教えてくれたそうだな。助かった」

「そうそう、菜摘ちゃんだっけ。あの子も編入って聞いたけど、残りの二人も先せん輩ぱいのプログレス科なんだって？　一人は白の世界の子で、一人は役員。入学してから十日ほどでそんだけ揃そろえたら、そりゃ噂されるに決まってるって」

　そう言って低められたヒロの声が、粘ねばりを帯びる。

「臣は興味ないみたいだけど、噂って怖こわいよ？　プログレス科はそうでもないみたいだけどさ、今年から推すい薦せんで来た子なんかは相当気になってるみたいだぜ。臣がこうして昼休みに姿をくらますのも、なんかあるんじゃないかって」

「それは気にしすぎだろう」

「いや、んなことねーよ。少なくとも、役員にはマークされてるな」

「役員？」

「その警備杖、最初は女子寮じゃなくて教務課に聞きにいったんだよ。前回脱だつ落らくした男子プログレスが、バトルに使ってたのでなんか残ってないかって。それ問い合わせただけで役員がすっ飛んできたんだよな。ほら、髪かみの長いお人形さんみたいな子。女王代行エンブレイス・オフイサーとかいって入学式で紹しよう介かいされたの、覚えてねーか？」

　それは間ま違ちがいなく椎しい名なだな、と思ったが、臣は頷うなずくだけでやり過ごす。

「なんか見るからに許可もらえなさそうな雰囲気だったから慌あわてて逃げてきたけど、ありゃ絶対警けい戒かいしてると思うわ」

　聞けば、これまでのブルーミングバトルでは男子生徒が参戦するとたいてい厳しい──ある意味では見苦しい──結果が待ち構えていることが多く、そのたびに役員会が後始末に奔ほん走そうさせられているからだそうな。

「なるほど」

「なんにしても、臣がメシ炊たいてるだけとは思ってもらえないから、気をつけな」

「覚えておこう」

　ぶおん、と最後に一ひと振ふりだけ回してみてから、臣はウェイトスタッフを眺めてみる。

　実戦でありがちな軌道を思いつくだけ試してみたにもかかわらず、ウェイトスタッフには鉄球部分からグリップまで、ほとんど歪ゆがんだ様子はなかった。

「悪くない。ヒロ、こいつを借りていいか」

「オッケー。ただし借り物だからな。そのうち返せばいいけど、バレたら臣が怒おこられろよ。あとカバーつけててもかなり目立ちそうだから、あんまり持ち歩かない方がいいな」

「ああ。恩に着る」

　ふむ、とひと息ついた臣がオオハシのカバーを被かぶせると、どこからともなく「ぎょー」という鳴き声が聞こえた。

「……おお？」

「ああ、なんか鳴くんだよそのカバー。意外とリアルな声なんだよな。ゆるキャラなんだから、もうちょっと可愛かわいげ持たせりゃいいのにさ」

　ヒロに言われた通り、臣が手を伸のばしてカバーをぐりぐり触さわってみると「ぎょ」「ぎゃー」「ぎょぎょ」と微び妙みようにツボを外したような鳴き声が連発する。

　どうやらオオハシの顔、くちばしの付け根のあたりに、おもちゃの発声器が仕込まれているようだった。ぎゅーっと力を入れると「ぎぃ───よ────うおうおうお」と面白いぐらい長く鳴いた。

　そうやってオオハシを鳴かせていると、黒くつぶらな瞳と妙みように目が合った。

　おのれ。

　一心不乱にゆるハシカバーをにぎにぎしてぎょーぎょー鳴かせている臣を、最初は意外そうに見ていたヒロだったが、ついに見かねたらしかった。

「なんだよ臣、そのカバー気に入ったのか？　欲しかったらあげるけど」

「いいのか⁉」

「……いいよ、それぐらい」

　首をかしげているヒロをよそに、ゆるハシカバーをウェイトスタッフにかぶせた臣は、ひょい、とオオハシの頭をつまんで「ぎょー」とまた鳴かせた。コツを摑つかんだらしい。

　そうして臣はおもむろに、オオハシに向かって宣言する。

「よし。こいつの名前は女王だ」

「は？」

　カバーを付けたまま、臣がスタッフを右に左に軽く一振りすると、溶けたようなオオハシが「ぎょよよょ、ぎよよょよ」と断続的に情けない声をあげる。

　その声を聞いているだけで、臣はいつになくいい気分だった。

「くっくっく……なかなかいい声で啼なくじゃないか、女王」

　そんな臣の様子に不ふ穏おんなものを感じたのか、ヒロがおそるおそる聞いてくる。

「……なー臣。オオハシになんか恨うらみでもあんの？」

「なに、こいつには少々借りがあってな」

「ふ、ふーん……？」

「……ふっふっふ……ふふふふふ、ははははは」

　ふふふふふ「ぎょー」ははははは「ぎょー」を繰くり返し、無表情よりはちょっとまし、ぐらいの笑みを浮うかべている臣は、ヒロにも相当不気味に映ったのだろう。
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　これは、深く踏ふみこまない方が良さそうだ。

　そうヒロは判断したらしく、それ以上何も聞いてこなかった。




　昼休みの崖がけっぷちに、ゆるオオハシのおもちゃ声が「ぎょー」と響ひびき渡わたる。




　　　　△　▽




　戦せん況きようはもはや、逃のがれようもない最終局面であった。

　海沿いの猫ねこカフェの一角に、緊きん迫ぱくの度がいや増す。真っ先に手札をさばききったエウレカはマスターにアイスラテのおかわりを頼たのみ、しばらく前に二着でフィニッシュしたセレンは猫の毛け繕づくろいに忙いそがしいのでこの際省くが、とにかく緊迫である。

　折りたたみテーブルの上には、臣と菜摘の二人だけがサシで残っていた。

　臣の目の前に、菜摘によって念入りにシャッフルされたトランプとかいう二枚のカードが並べられる。

　念を押すように言い放つ菜摘の目が、いつにない厳しさを帯びている。

「じゃあ臣、いーい⁉　これで最後だからね！」

「お、おう」

　普ふ段だんは人ひと懐なつっこい瞳に、怒いかりにも似た輝かがやきを滾たぎらせる菜摘。そんな瞳にぎらりと射すくめられ、臣は思わず居住まいを正す。手元に残ったカードを確かく認にんしたくなってくる。

　確か、ハートの５。

　いま目をそらすと菜摘が暴れ出しそうだったので、とりあえず黙だまって話を聞く。

「はい！　じゃここにババのジョーカーと！　最後のペア札があります！　ちなみにダイヤの５！　臣は最後になっても手札見てるけど、それババ抜ぬきで全然意味ないからね⁉」

「お、おう」

　危なかった。

　実を言うと、このカフェに来てからもう十回目のババ抜きである。ごくごく簡単なルールだったので、菜摘がセレンやエウレカにした説明を聞いただけの臣も、このゲームについてはだいたい理解しているつもりだ。順じゆん繰ぐりに隣となりの奴やつが持ってるカードを一枚引いて、同じ数字が揃ったら捨て、最後にババを持ってた奴が負け。

　なので、ラス一の局面では手札を見ても無意味なこともわかるのだが、臣は確認しないと妙に落ち着かないのだった。だって、見てないうちに数字が変わったらどうするのだ。

　そんなことを言ったらまた「そんなわけないし！」「じゃー二枚足りないってことになるじゃん！」などとえらい剣けん幕まくで怒られるので、とにかく臣はおとなしくしておく。

「今ここで！　臣は！　ジョーカーではなく！　ペア札を！　引かないといけません！」

「お、おお……？」

「なんでかっていうと！　次の手番で！　あたしは！　ぜったいに！　ジョーカーを引かないからです！　今まではわざとジョーカー抜いてあげたけどもう次はありません！」

「……なんでだ？」

「これ以上、つきあってられないから！」

　繰り返すが、もう十回目のババ抜きである。

　そしてラストの十回目、最後に残った臣と菜摘で延々とジョーカーを引き続けていた。

　それがいつまでたっても終わりそうにないので、菜摘がとうとうキレたのだった。

　なのだが、臣には何度聞いてもそこのところが今ひとつ腑ふに落ちない。

　どうも菜摘は、臣の手札のどっちがジョーカーか、わかっているようなのだ。

　そんな臣を見やった菜摘は、まるでものわかりの悪い弟に言い聞かせるように、一言ひとこと区切りながら確認する。

「あたしは！　ジョーカーを！　引かない！　とゆーことは⁉」

「……ということは？」

「あたしの手番が回ってきたら、臣の持ってるペア札を引いちゃうってことでしょお⁉　それでこのババ抜きが終わっちゃったら、また臣がビリでしょお⁉　臣はもう六回ビリだから、次負けたら十回中七回ビリなんだよ⁉　そんなのイヤでしょお⁉」

「お、おお……？　いや、ちょっとまて、待ってくれ」

「もー！　まだわかんない⁉　質問は手を挙げて！　はい護ご堂どう臣くん！　なんですか⁉」

　びしり、となんでか仕切りモードの菜摘に指さされ、臣はもう何度目かわからない質問を改めてしてみるのだが。

「……菜摘は、なんでジョーカーを引かないことが前提になってるんだ？」

「ジョーカーからは！　ヤな気配が！　するからです！　何度も説明したでしょお⁉」

　いわく、これが菜摘にプログレス推薦をもたらした〝運〟なのだそうだ。

　なのだが、それは本当に運と呼んでよいものなのか、臣にははなはだ疑問なのだった。

「人のことはいいんですー‼　いま困ってるのは臣でしょお⁉」

　ぱん、とテーブルをひとつ叩たたき、菜摘はずいと身を乗り出す。

「つべこべいわずに、引！　く！　の！」ぎろり

「お、おう……」

　そうして、いつになく強気な菜摘に気け圧おされたように、こっちか、いやこっちか、とカードに手を伸ばした臣が引いてきたのは──

　当たり前のように、ジョーカーだった。ゆるオオハシのくちばしを月に見立てたイラスト。青蘭島の観光振しん興こう協会でタダで配られているやつである。

「あーあーあーもー、なんでそっち取るの⁉　臣、もしかしてふざけてるの⁉」

　そうして、シンがたどたどしくシャッフルして突つき出した二枚の中から、ひょい、とこれまた当たり前のようにハートの５が抜き取られ、ジエンドであった。

「はいしゅーりょー！　おつかれさまでしたー！　もーほんと信じらんないよ！」

　ハートとダイヤの５を放ほうり投げ、菜摘はぶすったれた表情でテーブルに突っ伏ぷす。

「これで五連敗ですか？」

「ババ抜き十回やって七回ビリか。やー、運が悪いとは聞いたけど、思ってたよりひどいねこれ。ババ抜きに他の要素がないなんて言わないけど、実際ほとんど運でしょ？」

「シンは、二択たくになるとほぼ負けですね。ナツミとは正反対です」

「正反対っていうのかなあ？」

　セレンの指し摘てきに、むっくり起き上がった菜摘は氷の溶とけたアイスティーにようやく手をつけ、不本意そうに口を尖とがらせた。

「だって、あたしはジョーカーがわかるだけだよ。でも、臣はなーんにもわかってないのに、ただジョーカー持っていくんだもん。ああいうの、運が悪いっていうの？」

「じゃあ聞くが、ジョーカーがわかる、というのは運なのか？」

「んー。アタシにとっちゃ、あんたたちの運はどっちもおかしいと思うんだけどね」

　アルカイックな笑えみを浮かべ、エウレカはおかわりのカフェラテの氷をつついている。

　しかし、おかしいと言われても臣は昔からこんなものなのだ。

　ゲームをすれば負けるし、くじを引けばスカばかりで、ばーさん魔ま女じよの駄だ菓が子しのおまけすら当たったことがない。少なくとも臣には、菜摘の「ジョーカーがわかる」という感覚は独特すぎてまったく理解できない。

「でもエウレカ。シンはともかく、ナツミが言いたいことはわかりますよ」

「どういうこと？」

「だってナツミは今のところ、一度もビリになってないんですよ。それ以外は、私やエウレカとあまり変わらないですけど」

　総合順位はちゃんとバラついてますし、というセレン。

　だがエウレカには、そう言われてもいまいちピンと来ていないようだった。

「四人でババ抜き十回やって一回もビリにならないって、それ、凄すごいの？」

「シンがすごく弱い、ということを考こう慮りよしなければ５％ぐらいの確率ですよ」

「へえ？　そんなもんなんだ」

「まあ、それを言えば臣だって一度も一位になってないですけどね」

　あれ？　と首をかしげているエウレカをよそに、セレンは菜摘を見やった。

「ただ今回を見た限りだと、ナツミは本当にジョーカーがわかってたようでしたから」

「ジョーカーだけじゃないよ。クジでもマルバツでも、引いちゃいけないものがあったときは絶対引かないの、あたし」

「あ、そりゃすごいわ。たいした特殊能力エクシードだ」

　エウレカの賛辞に、えへへ、と照れたように菜摘は頭をかいている。

「でも、アタリは引けないんだけどね。それができたら、あたし今ごろ宝くじで大金持ちになっちゃってるもん。それとか、マークシートで満点取っちゃったりとか」

「それって、テストじゃ働かないの？」

「うん、ぜんぜん。答えの意味がわかんないものは、どれが間ま違ちがってるのかわかんないもん。〝次の選せん択たく肢しから正しいものを選びなさい〟って言われても、答えがわかってるときしか間違った選択肢からイヤな気分しないし」

　そんな嬉うれしそうな菜摘に、エウレカは半笑いを浮かべていた。

「……さっき臣も言ってたけどさ、それって運じゃないよね。運にしてはヘタレっぽい」

「うっ」

「たぶん凄いんですけど、あんまり羨うらやましい感じはしないですねえ」

「よく言われる……」

「まあ、菜摘のことはいいや。今は、それよりも臣の方」

　ぱん、とエウレカがひとつ手を叩いてダルダルな空気を追いやると、臣にちらりと目線をやった。それに応じるように、菜摘とセレンも臣を見つめる。

　三人の視線に、臣はどこかいたたまれないような気持ちになってきた。

　カフェラテのカップを指でなぞりながら、エウレカはゆっくりと口にする。

「とにかく、これではっきりしちゃったけどさあ──」




「予選会で臣にコンソールワークやらせるのは、マズいかもしんない」
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　そもそも、なぜ臣たちがカフェでババ抜きを十回もやっていたのかというと、これにはわけがある。

　青蘭学園のブルーミングバトルは、基本的に朝から晩まで毎日行われている。特に、平日にはプログレス科のチームがランク別に分けられて、授業の一いつ環かんとしてランクマッチを行っている。つまりプログレス科では、ブルーミングバトルが学園スケジュールに組み込まれているのだ。

　そしてプログレス科が休みになる土曜や休日になると、今度は一いつ般ぱん科に在ざい籍せきしているプログレス推すい薦せんのチームが予選会を繰くり広げることになる。

　その予選会が、この週末に迫せまっているのだった。

　最初は、予選会場を見学する、という話だった。

　せっかく四人いるんだし！　と菜摘が言い出して、ブルーミングバトルの開放型フィールドを見に行った帰りに青蘭島のあっちこっちを見て回ったのだが、島なのでどの道もぐるぐる回っている。どこかに向かっても、しばらくすると戻もどってきてしまう。

　そうして結局歩き疲つかれて、カフェで休きゆう憩けいしていた、というわけだ。

　ただそれまでの間、おそろしく美しいという以外に見所のない海岸（いくら美しい場所でも同じ景色が一時間も続けば飽あきるのだ）をえんえんと歩いているうち、四人の間で話題に上がったのがブルーミングバトルのコンソールワークについてだった。

　コンソールを相手プログレスに叩かれまくると負け、というルールである以上、四人しかいないチームのプログレスは、最終的に全員フィールドに出ることになる。

　だが、ものには順序というものがある。

　四つあるフィールドには、プログレスが好き勝手に出ていいわけではない。

　バトルの序じよ盤ばんで出られるプログレスは、ランダマイザーという仕組みである程度ランダム化されている。なので、最初のうちに活かつ躍やくするプログレスはせいぜい一人か二人。場合によっては最後まで出られない、ということもあるらしい。

　そして、その間コンソールはずっと空いてるわけである。

　つまり、四人しかいないチームでもコンソールを使った方がお得、という余地はあるのだった。




　のだが。

「じゃ、もう一回ブルーミングバトルの手順をおさらいしようかな」

　備え付けの紙ナプキンでテーブル上の水すい滴てきを拭ふきつつ、エウレカが言う。

「一ラウンドは基本的に〝準備して〟〝戦って〟〝休憩〟の三つのターンの繰り返し。戦略を決めるレディターンと、フィールドで三分間のバトルターン、一分間のインターバルターン。両チームが同時にこの手順で戦って、フィールドのプログレスがダメージを受けて勝ち越こすか、コンソールを叩くかして、八回累るい積せきさせた方のチームが勝ち」

「ふ、フィールドに出たけど何もせずに逃にげるっていうのもアリなんだよね？」

「コンソールを叩かれないように、ちゃんと注意を引きつけられるならね。そうじゃないならあんまり意味ないけど」

「ううううう」

　エウレカの指摘に菜摘がまた頭を抱かかえているが、これは要するに、プログレスの特殊能力エクシードで攻こう撃げきされた上で逃げないと意味はない、ということだ。

「で、バトルの前に、チームはVLIWMブルームに〝どのプログレスがどれぐらいの頻ひん度どで出るか〟のランダマイザーを事前申しん請せいしておくわけね。このランダマイザーは、参加するプログレスの〈生徒証〉と、プログレスの特殊能力エクシードを一時的に制限解除する〈承しよう認にん証〉で構成されてる。この中から毎ラウンド二枚、コンソールに分配される」

　言いつつ、エウレカはテーブルの真ん中に散らばったトランプから、さくさくと絵札とジョーカーを取り除き始めた。そうして新たに、四種類四十枚のトランプの束を作って、テーブル中央にとんと置く。

　どうやらこれがランダマイザー、ということらしい。

「〈生徒証〉はプログレス一人あたり最大四枚まで、〈承認証〉は二十枚までって決まってる。だから、四人前後のチームだとランダマイザーはだいたい四十枚前後、〈生徒証〉と〈承認証〉は半々ぐらいの比率になるわけ」

「言い換かえると、特殊能力エクシードの制限解除は一試合あたり、一ラウンドに一回ずつぐらいしか承認できないよー、っていうことです」

　横から補足しつつ、セレンがトランプを赤と黒の二種類に分け始めた。

「青蘭島のブルーミングバトルが大規模になりすぎて、特殊能力エクシードの制限解除の要求数にVLIWMブルームのシステムが追いついてないようですから、仕方ないですね」

「あ、あたしも手伝う！」

　嬉き々きとして宣言しつつ菜摘が加わり、四十枚のトランプは赤黒に分けられた。

　この赤黒の二つの束が、〈生徒証〉と〈承認証〉の束、というわけだ。

　それを見て、絵札を手にしたエウレカが、テーブルの四方にクイーンを四枚置く。

　そして次に赤のトランプ束を手に取り、クイーンの下に二枚ずつ置き始めた。

　スペードのクイーンの下に、ダイヤの３とハートの２が並ぶ。クラブのクイーンの下には、ハートの８と５。どうやら、赤の束トランプはプログレスの〈生徒証〉ということのようだ。

「フィールドは四つあるけど、どのフィールドにどのプログレスが出るかは、コンソールに〈生徒証〉を配置することで決められる。つまり、どのフィールドにどのプログレスが出るかはコンソールで自動的に決められちゃうってこと。だから、プログレスの特殊能力エクシードがそのまま勝敗に結びつくこともあるけれど、全然思ったように力が出せなくて終しゆう了りようとか、あっちのプログレスとだったらいい勝負だったのに、ってことも結構ある」

　言いつつ、エウレカはハートの２と５を取り除き、ダイヤの３と比べてみせる。ハートの５がダイヤの３と当たっていれば勝てた、ということらしい。

　そうしてエウレカは、ハートの５を再びダイヤの３の隣となりに並べた。

「けれど、コンソールに誰だれかがいるならそこは好きに決定していい。手元にある〈生徒証〉を好きなフィールドに置いていいって事ね。これだけでもずいぶん違う。一度フィールドに出たプログレスはそのフィールドから動けないんだけど、手元に〈生徒証〉があったら別のフィールドに〝貼はり替かえる〟ことで、移動させることができるからね」

　エウレカは、今度はダイヤの３を取り除き、場にはハートの８とハートの５が残った。

　その一方で、セレンが黒のトランプ束を手にした。

「それとですね、コンソールでは分配されたランダマイザーを二枚までキープできます。このキープしたランダマイザーはいつ、何枚使ってもいいんですよ」

「そういえば、使わなかった〈生徒証〉や〈承認証〉はどうなるんだ？　毎回、ランダマイザーから二枚渡わたされるなら、ランダマイザーもそのうち無くなるんじゃないのか？」

「キープしなかったランダマイザーはラウンド終了ごとに回収されて、ランダマイザーが使い切られると再利用されますね」

　臣の疑問に答えつつ、ひょいひょい、と上から二枚、セレンはトランプを並べた。

　スペードのＡと４。この黒のトランプが、キープされた〈承認証〉なのだろう。

　赤の束をちゃかちゃかとシャッフルしながら、エウレカが肩かたをすくめる。

「キープってのは通つう称しようで、VLIWMブルームはバッファって呼んでるんだってさ。本来はダメージ処理とか承認量を減らすためのプールらしいけど、使う側にしてみれば知らないもんね。〈生徒証〉をキープしてもいいし〈承認証〉をキープしてもいい。プログレスによっては、特殊能力エクシードの制限解除に〈承認証〉が何枚か必要な場合があるから、これもすごく重要」

「何枚か？　〈承認証〉は一枚あれば特殊能力エクシードを制限解除できるわけじゃないのか？」

　ランダマイザーから分配されるのが最初に二枚、キープが二枚。それがすべて〈承認証〉だったとすれば、全部で四枚。フィールドには最大で四人プログレスがいる。一人が複数枚の〈承認証〉を必要とするなら、プログレス全員が同時に特殊能力エクシードの制限を解除できないことになる。

　そんな臣の確認に、うーん、とエウレカは首をひねる。

「そうとも限らないんだな、これが。特殊能力エクシードの制限解除には〈承認証〉を分配されたのを溜めておく他に、もう一つだけ方法があんの。セレン、それちょっと貸して」

　そしてセレンから黒の〈承認証〉の束を譲り受けたエウレカは、赤の〈生徒証〉の束とまぜてシャッフルを始め、裏返しで六枚ほど並べ始めた。

　一枚目をめくると、黒クラブの４。〈承認証〉。

「っていうのもさ、プログレスの特殊能力エクシード制限を解除する場合、〈承認証〉が足りなきゃランダマイザーから追加で承認を引いてもいい〝チャレンジ〟っていうルールがあるんだよね。この時は、承認が出続ける限り何枚でも連続して引いていいんだって。ま、くじ引きだよね。これもコンソールに人がいる場合のみの特権」

　言いつつ、エウレカが二枚目黒スペード９、三枚目黒クラブ５、四枚目黒クラブ９、とめくっていくと五枚目で赤ダイヤのＡが出た。

　先ほどセレンがキープした黒スペードのＡと４を合わせて、これで黒の〈承認証〉は六枚。

「〈承認証〉が足りなくても、やってやれないことはない、か……」

「ただし、一ラウンドを通じてコンソールに人がいない場合、次のラウンド以降はコンソールが閉へい鎖さされてそのバトル中は使えなくなる、と──こんなとこかな」
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　トランプの束をテーブルにおき、エウレカがぐるりと見回した。

「ってことで、改めて作戦会議。コンソールをどう使おうか？」

　身を乗り出すエウレカを、臣は思わず凝ぎよう視ししてしまう。その灰色の瞳ひとみは、まるで目の前のオモチャにうずうずしているネコ科の動物を思わせる。

「最終的には四人しかいないから、全員フィールドに出ちゃうことになるっていうのも手だとは思うんだよね。だけど、菜摘や臣は戦力としてあんまり期待できないから、場合によってはコンソールにいた方がいいんじゃないかなって思うんだけど」

　このカフェに来るまでに、エウレカはずっと話の中心にいた。コンソールワークの話題といい、さっきの説明といい、ずっとブルーミングバトルの話ばかりしている。開放型フィールドを初めて見た菜摘が、あれこれと尋たずねるのにも嬉々として答えていた。

　これまで臣がエウレカに抱いだいていた鷹おう揚ような印象からすると、そのリーダーシップは少し意外に思えるほど、力強かった。

「ん？　どしたの臣。アタシの顔になんかついてる？」

「いや、ずいぶんと積極的だな、と思ってな」

「戦乙女ヴアルキリーってのはそういうもんなの。戦いと名のつくものはなんだかんだいって首つっこんじゃうんだよね。ま、あたしは仲間内じゃやる気ない方だから、あんまりそうは見えないかもしれないけど」

　そう言って、エウレカは少し恥はずかしそうにポリポリと頭をかく。

「なるほど」

　そういえば、カフェでババ抜ぬき大会を始めてしまったのもエウレカの発案だった。

　運の悪さを自認している臣の「引き」がどんなものか見せてよ、と冗じよう談だんめかしてはいたものの、やっぱり気になっていたのだろう。臣がコンソールに入った場合に、どのくらいバトルに影えい響きようが出るか。

　もっとも結果は先の通り、惨さん憺たんたるものだったわけだが。

「さっき見た感じだと、菜摘はともかく臣は、バトル本番でもランダマイザーが偏かたよるってことがありそうなんだよね。扱あつかいが難しくなりそうだから、作戦会議ってわけ」

「……申し訳ない」

「シンが気にすることはないですよ」

　思わずテーブルに目を落としたシンを慰なぐさめるように、セレンが呟つぶやく。

「ランダマイザーは、処理能力の都合上、VLIWMブルームが渋じゆう滞たいを整理してるだけですから」

　セレンいわく、カードゲームやランダマイザーはそもそも完全なランダムではなく「数十枚程度のランダマイザーの繰くり返し」でしかないので、プレイヤーにまったく偏りがない方が変、ということだった。

「でもエウレカ、菜摘はプログレスレベルの耐たい性せいしかありませんから、長くはコンソールにいられませんよ？」

「まあね。っていうか、たかが運が悪いなんて程度で臣のシックネス耐性を遊ばせちゃうのは、やっぱもったいないんだよねー。コンソール使えると勝率が全然違うしさ。高たか端はた会長なんか、いるだけでＡランクみたいなところあるし。どうしたもんかなって」

　こめかみに指を当てて考えこむエウレカに、菜摘が訊きいた。

「ちょっとの間でもコンソールにいた方が有利なんだよね？　それじゃさ、たとえばあたしだけじゃなくてエウレカやセレンもちょびっとずつコンソールに入れ替わり、ってのはだめ？」

「……うーんとですね。発想は悪くないんですけど……」

　困ったように微笑ほほえむセレンのあとを、ため息混じりにエウレカが継ついだ。

「フィールドに出ていないプログレスがコンソールワークするの、ちょっと前に流行はやった事があったんだよね。コンソールに誰かいた方がいいのは分かりきってたからさ。フィールドに出られる子なら、何ラウンドかならコンソールのシックネスに耐たえられるし」

　言いつつ、エウレカは〈生徒証〉を取り出した。ほんのりとピンクがかったプラスチックカードの中央に、スズランの校章。デザインは臣のものと同じだが、少し色が違う。

「ただ、その時に問題になるのがコレ」

「それってエウレカの〈生徒証〉？　へー、一いつ般ぱん科のとはちょっと違ちがうんだー……」

「ああ、あたしはアウロラ出身だからピンクだけど、他の出身だと別の色だよ。エンブレイス出身なら黒だし、セレンはエグマ出身なら白じゃない？」

「菜摘もプログレス科に転科したら、青い〈生徒証〉になりますよ」

「ほんと⁉　セレンの見せてみせて！」

　セレンのやエウレカの生徒証を前に、菜摘はガマ口の財さい布ふから自分のグレーの〈生徒証〉を取り出し、真しん剣けんに見比べ始めた。

　そんな菜摘のこめかみを、エウレカはおもむろにグーで挟はさむ。

「いや、〈生徒証〉の色はどうでもよくてさ」

「あだだだだ！　痛い、いたいよエウレカー！」

「プログレスがフィールドに出るには、〈生徒証〉がいるでしょ。だけど、移動させるときにも〈生徒証〉がいる。フィールドに出てるプログレスを移動させるなら、その移動先のフィールドにいるプログレスの〈生徒証〉も必要になるわけだけど──例えば、前に流行った〝コンソールに入るためのプログレスを増やす〟戦略だと、そこに控ひかえのプログレスの〈生徒証〉も入ってくることになる」

　ようやくこめかみグリグリから解放された菜摘が、あ、と声をあげた。

「それ、もしかして、プログレスがコンソールに入ると、〈生徒証〉がたくさん必要になるってこと……？」

「そ。例えばアタシやセレンがコンソールに入るのを前提にするなら、フィールドからアタシたちを移動させるための〈生徒証〉が必要になるでしょ。キープできるランダマイザーは二枚って決められてるから、これは結構厳しい。プログレスをコンソールへ動かしたいときに、なかなか動かせない。うちのチームの場合、アタシとセレンは戦力としても貴重だから移動させるのもデメリットがあるだろうし」

「あ、そ、そうか……エウレカとセレンは主力だから……」

〈生徒証〉をしまいながら、エウレカはため息をつく。

「結局さ、さっきの〝コンソールに入るためのプログレスを増やす〟作戦にも同じような問題が出たの。プログレスを増やした場合は、もっと厄やつ介かいな問題も起きるよ。コンソールにいるプログレスを数ラウンドごとに入れ替えないといけない。ということは、控えにそれだけのプログレスがいないといけないから、同じ数の〈生徒証〉がランダマイザーに増える。そうすると〈承認証〉の比率が減っちゃうし、チャレンジの成功率も低くなる」

「……〈承認証〉が出にくくなると、良くないの？」

「というよりですね、プログレスの特殊能力エクシード制限が解除されると圧あつ倒とう的に有利なんです」

　そう言ってセレンは右手を差し出すと、その手首がシュインと「展開」し、ぱたぱたぱたと折りたたみ式のホログラフィックスクリーンを投とう影えいして見せた。ずらずらと並んでいる数字は、どうやらブルーミングバトルの戦績統計スタツツらしい。

「過去の戦績によれば、特殊能力エクシード制限が解除されたターン、ほとんどの攻こう撃げき型プログレスは倍以上のダメージを叩たたき出してますね。これはほぼ勝率に直結します」

　セレンの指さした先、勝率という欄らんの一部がちかちかと赤く明めい滅めつしていた。

「だからみんな、なんとかコンソールに人を置こうとするんです。ランダマイザー任せでも時々は解除されますけど、コンソールワークでの調整とは比べものになりませんから」

「いいこと思いついた！　〈生徒証〉一枚だけ入れたプログレスを増やして、みんなでコンソールに出たり入ったりする！」

　もはや菜摘、自分のチームの話ではなく、単に思いつきで言っている。

　だが、そんな菜摘にエウレカは小さく肩をすくめて見せた。

「〈生徒証〉一枚だけの子は、フィールドに出したとたんほとんど移動できなくなるよ。完全無敵みたいな子だったらいいけど、それほど強くなかったり特殊能力エクシードに穴があったりしたらそこ狙ねらわれちゃって終わり。それに、そんなプログレスが四人いたとして〈生徒証〉は四枚。そんな、実質はほとんど使えない〈生徒証〉が二ラウンドに一度回ってくるということは、ほぼ四ラウンドで三ラウンドしかコンソールが使えないのと同じ。コンソール使うためにプログレス増やしてるのに、プログレスを増やしただけコンソールを使える回数が減るようなもんでしょ」

「あ……そ、そっか……」

「コンソールワークがない状態だと、プログレスの単純な攻撃力で勝負が決まりがちなんだよね。だから、負けるとみんな意気消しよう沈ちん。次やったって同じ結果になるだけだから」

　さらさらとエウレカに反論されてしおしおとうなだれた菜摘だが、ふと何かに気付いたのか、がばっと顔を上げた。

「ってことはもしかして、臣のシックネス耐性って、すごく有利なの⁉」

「フィールド一ひと枠わくぶん、プログレス一人ぶんを穴あな埋うめできるぐらい有利ですよ」

「そのはずだったんだけど……ま、こればっかりはしょうがないよね。本番で臣がうまくやってくれることを信じるしかないって」

「……ひとつ、考えがあるんだが」

　それまで黙だまっていた臣の言葉に「うん？」ぬるくなったカフェオレをあおっていたエウレカの手が止まった。喉のどが渇かわいたのか、ぼんやりとメニューを眺ながめていた菜摘が「え？　なに？　なに？」とマスターを追い返し、猫を呼ぶべく紙ナプキンをよじっていたセレンが「どうしましたか？」紙こ縒よりを作る手を止めた。臣の口数が普ふ段だんあまり多くないせいか、三人ともじろじろと注視してくる。

　そんな視線を浴びつつも、臣はおもむろに切り出した。

「菜摘は、何ラウンドかならコンソールに入れるんだろう。運もいいから、コンソールワークには向いてるはずだ。使わない手はない。が、長くはいられないのがネックだ。さっきしていたのはそういう話だな？」

「じ、実際に入ってみないとわかんないよ？　それに、あたしのは運がいいっていうか、悪い目は出ないんじゃないかなーっていうか……」

「それで？　臣はなにか良い考えがあるの？」

　先を促うながすエウレカに頷うなずき返し、臣は続ける。

「さっきから気になっていたんだが、菜摘はフィールドでどうする気なんだ？」

「え？」

「俺は確かにコンソールワークに向いてないが、フィールドの菜摘も同じぐらい向いてないんじゃないのか」

　思わぬ指し摘てきに面食らったのか、菜摘は「うっ」と声を詰つまらせる。

「そ、それはぁ、確かにぃ、そうなんだけどぉ……」

「なら」

　視線をさまよわせる菜摘、そしてじっと見上げてくるセレンとエウレカに、臣は告げた。

「俺がフィールドに出て、菜摘がコンソールにいればいいんじゃないのか？」

「？　でも臣、あたしは耐性持ってないから、そんなにコンソールにいられないって」

「だから」




「俺と菜摘がラウンドごとに、コンソールを交代すればいいんじゃないのか？」




　　　　△　▽




　それは、菜摘がさっき言ってた作戦だ。

　短い時間しかシックネスに耐えられないプログレスが、コンソールを交代で受け持つ。

「俺と菜摘がそれを採用すれば、お互たがいの欠点がある程度相そう殺さいできる。運の悪いコンソールと役に立たないプログレスだが、交代すれば、引きがいいコンソールとマシな逃にげ役になる。なら、短いラウンドの間だけでもそうすればいい」

「シンが逃げ役、ですか？」

「フィールドで逃げるだけなら、菜摘よりは俺の方が体力がある」

　あっさり言い放った臣の言葉に、セレンがこれまたあっさりと頷く。

「あ、それはそうですね」

「そ、そうかも知れないけど……」

　ふんふんと頷いているセレンとは対照的に、納なつ得とくがいっているのかいないのか、菜摘はちらちらとエウレカを窺うかがっている。

　そんな菜摘の視線を受けて、エウレカが値ね踏ぶみするように声をあげた。

「……臣さ、菜摘にも言ったけど、相手のプログレスの注意を引けなきゃ意味ないよ？」

「一つ確かく認にんしたいことがある。この前、アンリエッタとかいう魔ま女じよが言っていたが、召しよう喚かん獣じゆうなんてのが出るぐらいなら多少の装備の持ち込みはアリだな？」

「アリだよ。ていうか、持ち込みがダメなら赤世界のプログレスや白世界のプログレスの武装なんか、軒のき並なみアウトになっちゃうからね。プログレスには相殺フィールドがあるから、普ふ通つうの方法じゃまず危険は及およばないし……なに？　臣、なんか用意してるの？」

「なに、ちょっとしたツテがあってな」

　ちら、と見やってくるエウレカの瞳ひとみを、臣はじっと見み据すえた。

　役員のエウレカは、臣がエンブレイスから来たことを知っている。もしかしたら、臣が王宮の部隊にいたことも、椎名から聞いているのかも知れなかった。

　エンブレイスの異種族程度となら、渡わたり合うすべを持っていることも。

　そんな臣の心中に気付いているのかいないのか、エウレカは慎しん重ちように口を開く。

「……菜摘がコンソールで気持ち悪くなったときに臣がフィールドに出てて、その時に臣の〈生徒証〉がなかったら？　コンソール閉へい鎖さしちゃうよ？」

「菜摘は運がいいんだろう？　なら、たまたま俺の〈生徒証〉をキープしてるか、ラウンドの最初にランダマイザーで配分されてるかもしれない。それでもダメなら諦あきらめる」

　臣の運の悪さが問題になるのだから、菜摘の運の良さだって武器になるはずだった。

「俺と菜摘は、もともと戦力にはならないプログレス扱あつかいだ。なら、菜摘がコンソールを使えるだけ使って、その間を俺が耐たい性せいで引き継つげるだけ引き継いで、少しでもコンソールワークの有利さを生かす。少しは戦力の足しになるんじゃないか？」

　そんな、ややつっかえぎみな臣の説明にも、エウレカとセレンは同時に頷いた。

「ダメ元というやつですね」

「まあ、戦力的にはまだ一人足りないけどね。それでも、菜摘がコンソールワークできるぶんで、かなり埋うめ合わせにはなる、か……」

「で、でも臣、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？　あたしには運があるけど、いやそれもアテにならないんだけど、でも臣にはホントに、ほんとになにも特殊能力エクシードなんてないのに……！」

　それまで菜摘は三人を順じゆん繰ぐりに見やっていたが、ついに我が慢まんできなくなったらしい。

　あわあわと心配げな表情を浮うかべ、セレンやエウレカに助けを求めるように顔を向けるたびに、ただでさえ落ち着きのないポニーテールがあっちこっちを向く。

「コンソールでババを引きまくるよりはいいだろう。それに菜摘も、フィールドに出るのはイヤがっていたんじゃないのか？」

「そ、それはそうだけど、それとこれとは話が違ちがうし！」

「まーまー菜摘。臣も何か準備してるみたいだしさ、なんとかなるかもしれないよ」

　ぽんぽん、と菜摘の頭にかるく触ふれ、エウレカはにやりと笑みを浮かべた。

「大丈夫。アタシの見たところ、臣は結構やれると思う」

　エウレカの言葉にもまだ不安げな菜摘の手を、セレンがきゅっと握にぎりしめる。

「私もそう思いますよ」

「……そ、そっか。じゃあ、臣と二人でかわりばんこに出るしかない……のかな？」

　二人の言葉でなんとか納得がいったのか、うん、と菜摘は頷いた。

　そうしてやおら立ち上がり、なんだなんだと見上げている臣の手を取り力を込こめる。

「それじゃ、お互いに頑がん張ばろうね、臣！　別に負けたっていいんだし！」

　そんな菜摘の剣けん幕まくに、ふと、臣はもう一つ気になっていたことを思い出した。

「菜摘。ブルーミングバトルに勝つと、なにか問題があるのか？」

「……へ？」

　意味をはかりかねてか、首をかしげている菜摘に臣は問う。

「エウレカやセレンの事情は聞いた。お前が言う通り、うちは負けていいチームだ。だから二人も入ってくれたんだろうとは思う。そうでもないとうちのチームは仲間が集まったかどうかも怪あやしいし、それで問題ないとも思うんだが……」

「な、なに？」

「それなら、勝ったって構わないんじゃないのか？」

　臣の言葉に、菜摘はぽかんとしていた。

　まるで幼い子供が初めて巨きよ大だいなゾウを見たように、菜摘はただ、臣を見上げていた。

　もしかして俺の説明が悪かったか？　と訝いぶかりつつ、臣はもう少しかみ砕くだく。

「うちは負けてもいいが、勝ってもいい。なら、勝てばいいんじゃないのか？」

　菜摘はまだぽかんとしていて、その様子に、臣は施せ恩おん院いんの弟妹きようだいたちのことを思い出す。感情の振れ幅はばが大きいやつは、振り切れすぎるとこういう顔をするものだ。

　反射的に、手が伸のびていた。

「勝てば、プログレスになれるんだろう？」

　気が付くと臣は、菜摘の頭を撫なでていた。手を添そえて、触れる。

　そうしてポニーテールがわずかに揺ゆれているあいだ、いったい何を考えていたのか。

「うん……」

　ぽつりと、菜摘の口が動いた。

「勝とうね……」

　その自分の言葉に、菜摘の瞳はすこしずつ。

　揺れる水面みなもをたたえた泉のように、潤うるんでいった。

「あっごめん、ちょっとまってちょっとまって！」

　慌あわてて菜摘は下を向き、ぐしぐしと目をこすり、ついでにぐすぐすと鼻もすすった。

　そうして顔を上げたときには、もう、菜摘はいつもの菜摘に戻もどっていた。

　改めて臣の手を取り、痛いぐらいにぎゅーっと力を込めた。

「そうだよね、臣！　勝って、一いつ緒しよにプログレスになろう！」

「ああ」

　そうだな、と臣が答えようとした時だった。

「その必要はありません」

　少し離はなれた場所から、凜りんとした声が降ってきた。

　その声に、カフェの一いち隅ぐうを見やったエウレカとセレンと菜摘が、揃そろって驚おどろきの表情を浮かべる。臣はというと、振り向くまでもなく声の主に思い当たったせいもあって、驚きよりも疑問が先に立った。

　海辺にほど近いオープンテラスのカフェは、草むらを抜ぬけた細い枝道の先にあり、猫ねこが多いかわりに人があまり来ない。そんな軒のき先さきに、漆しつ黒こくの長い髪かみが揺れているのは様になるが、ふいに見かけるとあまりのそぐわなさにどきっとする。

　椎名だった。

「……必要がない、とはどういうことだ？」

「あなたはフィールドに出る必要はない、と言ったんです」

「椎名さん……」

　臣の質問にさらりと答え、椎名は静かに臣たちのテーブルまでやってきた。

　どうやら椎名は、臣たちのこれまでの話を聞いていたらしい。だが、いったい椎名がいつからいたのか、臣には見当がつかなかった。

　ずっとカフェの片かた隅すみにいたのに臣たちが気付かなかったのか、それとも身を隠かくすような魔ま法ほうでも使っていたのか──などと臣が勘かんぐっている間に、そんなことを気にしていなさそうな菜摘が声をあげた。

「臣はフィールドに出るなって……ど、どうして？　もしかして、男子のプログレスがかわりばんこにコンソールに入っちゃダメなルールでもあるの？」

　菜摘に食ってかかられた椎名は、くす、と小さく表情をほころばせる。

　その微笑ほほえみには、臣に向けられているような冷たさがまったくない。相手を落ち着かせるような穏おだやかさは、先日アンリエッタに向けていたものと少し似ている。もしかしたら椎名は、こういう表情でいる方が普通なのかも知れない、と臣は思う。

　もっとも、それなら自分への態度の違いがなんなのか、臣は若じやつ干かん納得がいかないのだが。

　そんな臣を置き去りに、椎名は菜摘へと向き直る。

　まるで会話を楽しむかのように首をかしげた椎名に、なぜか菜摘が息をのんだ。

「交代でコンソールに入るのはいい考えだと思うわ、長谷はせ川がわさん」

「それじゃ、どうして──」

「けれど、まったく特殊能力エクシードのない生徒をフィールドに出す必要はないんじゃないかしら。あなたの運の方が、相手のプログレスによっては有利に働くかもしれないんだし」

「で、でもね椎名さん、それだとうちのチーム、フィールドが一つ空いちゃって──」

「ごめんなさい。もしかしたら、少し勘かん違ちがいさせてしまったかしら」

　またも落ち着きなくうろうろし始めた菜摘のポニーテールに、椎名が手を伸ばした。

　微笑みはくすくすという小さな笑い声になり、いつの間にか、椎名は菜摘の髪を触れるか触れないかの位置でくすぐっている。

　椎名の、伏ふせがちな瞳に吸い寄せられるように、菜摘は言葉を失っているようだった。

「ブルーミングバトルで本当に勝ちたいのなら、あなたのチームにはもう一人プログレスがいた方がいいんじゃないか、と言いたかったの」

　その椎名の台詞せりふからいったい何を察したのか、エウレカが「あ」と声をあげ、セレンが「あら」と面おも白しろがっているようだったが、菜摘の耳には入っていなさそうだ。

　臣はというと、何が起こりつつあるのかまったくわかっていなかった。

　だが、目の前で椎名と菜摘の醸かもし出す雰ふん囲い気きは、入学式のアンリエッタの時と同じく、ひたすら性しように合わないということはわかった。

「ねえ、長谷川さん──いえ、菜摘と呼んだ方がいいのかしら。私、あれからあなたのお誘さそいについて、もう一度考えてみたんだけれど」

　苦虫をかみつぶしたような臣の目の前で、椎名が菜摘の手を取った。

「あ」と戸と惑まどったような惚ぼけたような菜摘の声に、本能的に臣は理解した。

　女王に出仕してからはや六年、いまや椎名は本物の魔女になっていた。それも──

　かなり、タチの悪いやつだ。

　そして、そんな臣の直感に従うがごとく。

　すっと菜摘のそばに身を寄せた椎名は、その耳元で、囁ささやくように問いかけた。

「私を、あなたのチームに入れてもらえないかしら？」




　言うまでもないことだが。

　その直後、菜摘のテンションは天高く舞まい上がったまま、しばらく降りてこなかった。




　　　　△　▽




　夕暮れの役員室に、臣と椎名とセレンの姿がある。

　カフェから戻ってきた菜摘は、その足で教務課へと向かったのだ。椎名の追加登録のためだ。といっても、登録申しん請せい自体はすでに椎名が済ませたとのこと。だから、菜摘はチームの責任者として了りよう承しようするだけらしい。

　エウレカは、隣となりの部屋でごそごそとなにかをひっくり返している。ブルーミングバトルでの戦乙女ヴアルキリーは、装備こそ各人の自由に委ゆだねられているものの、どの女め神がみに祝福を受けたのかがはっきりとわかるようにしなければならないそうな。

　七人いる女神にはそれぞれの守護色があり、エウレカは緑色。なのだが、寮りようの自室にその緑色の装備である緑硬石エメラルデイアが見当たらないので、菜摘を待っているついでに役員室の物置を探しているようだ。緑硬石エメラルデイアってなんだ、という臣の質問に「えっとねー、水すい晶しようか何か」と答えたエウレカの表現が非常にアバウトで、臣はエウレカに祝福を授さずけたとかいう女神にちょっと同情している。エメラルド的な名称からして、たぶん水晶でもないはずだ。

　セレンは、役員室の隅すみであの大きな電でん気き釜がまだか炊すい飯はん器きだかを抱かかえている。ここでごはんを炊たくつもりらしい。ただ、炊くだけなら数分ですむのだが、その前に水を吸わせないといけないとかで、はた目には目を閉じたセレンが箱によりかかりうたた寝ねしているようにも見える。もちろんセレンは寝ているわけではなく、待っているだけである。その証しよう拠こに、よくわからないハミングを口ずさんでいる。

　白の世界から来たプログレスは楽曲に興味を示す例が多い。白の世界には感情を喚かん起きする、という概がい念ねんがないためだ。その例に漏もれずセレンも歌が好きなのだが、彼女の場合はちょっと変わっていて、クラシックを聴きかせると旨うまくなるという酒蔵だか牛舎だかのニュースを見たらしく、ごはんに歌を聴かせる試みを続けているのだそうな。それはあんまり意味ないのではと臣は思っているのだが、とりあえずセレンの歌がクラシックではないようなので、出典がわかるまでは待ってみようと思っている。




　差しこむ夕日は、まだそれほど赤くない。

　椎名は役員室の奥に陣じん取どってから、何も言わずに文庫本を繰くっている。コの字テーブルの対面に、臣がイスを引っぱってきても目もくれない。無視しています、という見えない張り紙がされているかのようだった。

　だが椎名は忘れているなと臣は思う。いや、もちろんそんなことは絶対にないのだが、以前この場所で椎名自身が自分で言ったのだから、これは椎名が悪い。

　臣は、察しが悪いのだ。

　そんなわけで、単刀直入に臣は訊きいた。

「どういうことだ？」

「……なんの話ですか？」

　眼前の臣には目もくれず、椎名は頁ページを繰る。

「バトルに登録しないのは、友達がいないからじゃなかったのか」

「そんなわけないでしょう」

「それじゃ、いったいどういう風の吹ふき回しだ？　エンブレイスへの連れん絡らくができるまで待て、と言っていたのはお前だろう」

　もしかしたら、椎名は臣がすぐに諦あきらめるとでも思っていたのかも知れない。

　だが、椎名への問いを続ける臣に、椎名は手元の文庫本を読んでいるのかいないのか、まったく関係のない話を持ち出した。

「……女子寮で、変質者対策の警備杖じようが何者かに持ち出されたそうです。備品のヘビーウェイトごと」

　顔色一つ変えず、すまし顔で本へ目を走らせたまま、椎名はさらりと言った。

「兄さんですね？」

「……わざと誤解を招く言い方をしてないか」

　椎名の言い方だと、まるで臣が女子寮に忍しのび込んであのウェイトスタッフを盗ぬすんだように聞こえる。場所とモノが特とく殊しゆなだけに、どう聞いても変態にしか聞こえない。

「俺が持ち出したわけじゃないぞ」

「持ち出してはいなくとも、手元にはあるはずです。先日、教務課に来た一いつ般ぱん科の男子生徒が、警備杖と似たものを探していたようですが、心当たりは？」

　──問い合わせただけで役員がすっ飛んできたんだよな。

　──ほら、髪の長いお人形さんみたいな子。

　そういえば、ヒロが椎名っぽい役員に出くわしたと言っていたな、と臣は思い出した。

　どうやら、そこから足がついてしまったらしい。

「警備杖の件は不問にします。ブルーミングバトルへの登録もいいでしょう。ただし、フィールドでのバトルには私が代わりに出ます。兄さんはおとなしくしていてください」

「……なんだ？　ずいぶんと気前が良いな」

「兄さんのことが公おおやけになると困ります。私がバトルに出る理由はこれだけです。わかっていただけましたか？」

「……よくわからん」

　困る困ると言われたって、臣だって困るのだ。どうして手を貸してくれるのか、なぜ困るのかを教えてもらえないと、なんだか居い心地ごこちが悪い。

「兄さんが素す直なおに帰ってくれないから、こんな手の込んだことをしてるんです。私の立場も考えて下さい」

　そこで椎名は小さく息をつき、文庫本から目を離はなした。

「……お母様エンブレイスから聞きました。兄さんが、私を出せと言ってきたと」

「エンブレイスに連絡がついたのか」

「つきました。けれど、お母様エンブレイスからは兄さんを帰すことは認めないと言われました」

　改めてその理由を聞いてみたら、この世界に臣がやってきた経けい緯いを知らされた、ということらしい。

　そうして目を伏せたまま、椎名は窺うかがうように、ほんのわずかに顔を向ける。

「……王宮へ殴なぐりこむなんて、何を考えてるんですか」

「ただハンマー持って、頼たのみに行っただけだ」

「それを殴りこみというんです！　そんな事件を起こした人を、エンブレイスに帰せるわけがないでしょう⁉」

「それじゃ、なんで手を貸してくれるんだ？」

　きっ、と顔を上げた椎名が声を荒あらげたその時、役員室の奥おく扉とびらがガチャリと開いた。

　編みこみの頭をほつれさせたエウレカが、ひょこっと顔を覗のぞかせる。

「あれ。なんか揉もめてるね」

「エウレカ先せん輩ぱいには関係ありません」

「でもさ、声が聞こえてきたら、口出したくならない？」

「耳みみ栓せんでもして下さい」

「うーん、お姫ひめ様さまは頼みごとが多いね。アレしてくれーとかコレしてくれーとか」

　椎名の文句を聞き流しつつ、エウレカはなにやらフタが片開きの段ボール箱を隣の部屋から抱えてきた。そこが役員室での定位置なのか、セレンの隣の席に段ボールを置き、がらがらと中を引っかき回している。どうやらガラクタをまとめて持ってきたらしい。

　ぱち、と目を開けたセレンがハミングをやめ、エウレカに問いかけた。

「緑硬石エメラルデイアは見つかりましたか？」

「やーそれがさっぱり。儀ぎ礼れい用だから、そのへんに放ほっぽってるはずなんだけど」

　儀礼用だからどこかにしまいこんで出てこない、という話はよく聞くのだが。臣の見たところ、やはりエウレカの守護女神は祝福を与あたえる相手を間ま違ちがえている気がする。

　……はぁ、というため息が臣にも聞こえた。

　そんなエウレカの様子に水を差されてか、椎名は、ぱたん、と本を閉じた。セレンまで目を覚ました以上は、さすがに無視し続けるという体てい裁さいを保てなくなったようだった。

「最初の質問にもう少し答えます。なぜ私が、兄さんの手助けをしてブルーミングバトルに出るのか」

　ぎし、とわずかに椅い子すを揺ゆらし、椎名は臣に向き直る。

　その、透すき通るような青色の瞳ひとみが、まっすぐに臣を射い貫ぬく。

「兄さんには、この世界に最低限の形で残ってもらうことになりそうなので」

「最低限？」

「一般科からプログレス科に入ってもらう、ということです。もちろん、ブルーミングバトルを経て。高端会長以来の、コンソールワークをこなす男子プログレスとして」

「……つまり、戦うな、ということか」

「そうです」

　臣を見み据すえる椎名の蒼そう眸ぼうが、わずかに細められた。珍めずらしく臣が〝察した〟のが愉ゆ快かいだったのか、それとも睨にらみつけられたのか、臣には判断がつかない。

「兄さんは、この世界の人たちの戦せん闘とう能力がどの程度か知っていますか？　王宮の掃そう討とう部隊みたいに、異種族と直接渡わたり合えるような人なんていないんです。そんな人がブルーミングバトルでプログレス相手に戦えば、それだけで騒さわぎになります」

　きっぱりと、冷たささえ感じられる椎名の口調が、そこでわずかにひそめられた。

「兄さんがエンブレイスの出身だと嗅かぎつけるような人がいるかも知れません。そうなれば私たち黒の世界があらぬ誤解を受けるでしょう。エンブレイスが、青の世界に掃討部隊を送りこんだなんて知れればどうなるか」

「……そうはいうが、俺をここに送りこんだのは女王だぞ」

「それに関しては答えてもらえませんでしたから、いまも確かく認にん中です。ですから、臨時の措そ置ちとして私が出ます」

　当然ともいえる臣の疑問に、椎名はどこか苦々しげにしていた。

「……お母様エンブレイスもそれは承知のはずだったのに、どうして急に」

　そう呟つぶやく椎名の表情には、困こん惑わくと、焦あせりの色が浮うかんでいた。どうやら、臣が送りこまれた理由を知らされてないというのは本当らしい。

「……いずれにせよ、兄さんがプログレス科に入るまでは手を貸す、というだけです。登録者が四名では、兄さんがフィールドに出なければ、全フィールドをカバーできないでしょう。そこを私が補います。あの菜摘という子も実戦向きではない特殊能力エクシードだと聞いていますし、プログレスが増えることに文句はないはずです」

　そうしてじっと臣を見つめ、椎名は念を押すように首をかしげてみせる。

「これでわかっていただけましたか？」

「ま、臣の正体がバレない方がいいってのは賛成かな」

　と。

　それまで、ないなー、どこいったのかなー、などとぶつくさ言いながら段ボールを引っかき回していたエウレカが口を挿はさんだ。

「だってさ、臣がエンブレイス出身だってバレたら、あの子、傷つくかもしんないし」

「……傷つく？」

　ぎくり、とした。

　ふいに話を振ふられた臣が訊き返すと、炊飯器を抱えたセレンが口を開いた。

「ナツミはですね、きっと、シンのことを自分と同じだと思ってますよ」

「俺と菜摘が同じ……？」

「臣さ、菜摘に〝一いつ緒しよにプログレスになろう〟なんて言われてたでしょ。あれだよ」

　しょーがないなーこりゃやっぱ部屋かー、とぼやきつつ、エウレカはどっこいしょと椅子に腰こしかける。どうやら『水すい晶しようか何か』を探すのは諦めたようだ。

　うーん、とひとつ伸のびをしながら、そのままエウレカは、臣に指だけを向ける。

「あの子、自分の運はバトルじゃ役に立たないなんていじけてたけど、臣と入れ替かわりって聞いたら、いっちょまえに臣の心配はしてたわけじゃん。菜摘は、臣にシックネス耐たい性せいしかないと思ってるんじゃないかってこと」

　そこで初めてエウレカは、ぎらり、と瞳を輝かがやかせた。

「でもアタシの見たところ、臣はそうじゃないよね」

「……兄はただの戦闘要員です。エンブレイスの掃討部隊では一般的な──」

「冗じよう談だんでしょ」

　横から飛んできた椎名の声を、エウレカはぴしゃりと遮さえぎった。

　にやにやしてはいるが、その灰色の瞳には、挑ちよう発はつするような色が浮かんでいる。

「あのねえ椎名。こないだ高端会長がさ、あんたんとこの女王さんが臣を送りこんできた目的を聞いてたよね。会長は、エンブレイスがなんか企たくらんでるんじゃないかって疑ってるみたいだけど、その点はアタシも同感。この学園じゃいろんな種族のプログレスがいるからさ、アタシも結構目が肥えてる方だと思ってるんだけど、臣だけはよくわかんない」

「……どういうことでしょう？」

「ほんとに、ただの人間なのかなってこと」

　真意を推おし量ろうとするかのような、そんなエウレカに、椎名は静かな声で応じた。

「……テラ・ルビリ・アウロラは、いかなる種族にも分け隔へだてのない世界だと聞いていますが、それにしても失礼じゃないでしょうか？」

「……ま、それはいいや。アタシは臣の正体も気になるけど、菜摘の方も気になるから」

「エウレカは、ナツミがお気に入りですからね」

「そゆこと」

　椎名とエウレカの間の張りつめた空気をまったく気にしていないのか、ふわふわと微笑ほほえむセレン。白の世界の友人に笑えみを向けつつ、エウレカは臣を見やった。

「ねえ臣。異世界から来た奴やつってのは、基本的にプログレス待たい遇ぐうなんだよ。ブルーミングバトルのために来てるから、最初からプログレス科。だけど菜摘はそうじゃない。バトルで勝たないとプログレスにはなれない。だから菜摘は時々、特殊能力エクシードがないなんてくよくよ気に病やんでるわけ。ただ、菜摘も臣だけは、そんな自分と同じだと思いこんでる」

　──勝って、一緒にプログレスになろう！

「ホントは自分だけ仲間はずれでした、なんて、後でわかったぶんだけ、つらいよ」

　そう言ってエウレカは目を伏ふせた。いつになく、気が重そうだった。

　一方、菜摘の潤うるんだ瞳を思い出してしまった臣は、まずい、と思った。

　その手の機き微びを察するのが苦手な臣でも、さすがにここまで言われればわかる。

「……もっと早くバラしておけばよかったと？」

「だから、おとなしくして下さいと言ったんです」

　臣とエウレカのやりとりから、だいたいの事情を理解してしまった椎名は、改めて文庫本を取り出し、目を落とした。

　もう知らない、と見えない張り紙がしてあるようだ。

「どうして兄さんは、いつもいつも言うことを聞いてくれないんですか」

　言いつつ、椎名は深く、深くため息をつく。

　……はー。

「困った人」




　それからしばらくして、菜摘が帰き還かんした。

「五人になったついでに、チーム名も登録してきた！」

　プログレス科の廊ろう下かに足音を響ひびかせ、役員室のドアを開け放つ勢いも雄お々おしく、菜摘は満点の笑顔で『ブルーミングバトル参加登録証およびプログレス名めい簿ぼ（控ひかえ）』というコピー用紙を振り回していた。

　のだが、確かく認にんのために書類に目を通した椎名とエウレカが、そろって固まった。

「えっ」





［ 登録名：チーム・ゴドー ］






　あまりに皆みんなが沈ちん黙もくしているので、仕方なく臣が訊きいた。

「おい菜摘、なんだこれは」

「だだだだってあたしよりも臣の方がリーダーっぽいし、何かあっても安心かなって……え？　なに？　なんでみんなそんな怖こわい顔してるの？」

　少しだけ慎しん重ちような面おも持もちで、椎名が訊いた。

「……ねえ菜摘。ゴドーを、どうしてカタカナにしたのかしら？」

「だだだって護堂なんて漢字思い出せなかったし、チームまでカタカナで書いたからもうコレでいっかー、って……も、もしかしてダメだった⁉」

「そういうわけではないけれど……」

　椎名が顔をひきつらせている理由は、臣には想像がついた。おそらく椎名は、ゴドーという字じ面づらから施恩院のことや、ひいては臣の出身がバレたのかと危き惧ぐしたのだ。ただ、菜摘の様子からそうではなさそうだと判断したのか、気が抜ぬけたように首を振っていた。

「なーつーみー？　このチームのリーダーはあんたでしょ？　今からチーム・ハセガワに直してもらっといで」

「え？　でででででもあたし、このチーム名にするのにすっごい考えてて、教務課の人に追い出されそうになったんだけど」

　それにもう教務課閉まっちゃったし、と汗あせまみれで抗こう弁べんする菜摘の肩かたを、セレンがちょいちょいとつついた。

　振り返った菜摘の目の前で、セレンの広げた両りよう腕うでが、がしゃこんがしゃこんと「展開」を始めている。

　見るから剛ごう直ちよくなアームが伸び、特大のジャッキからはぶしゅーっと蒸気を噴ふん出しゆつさせつつ、巨きよ大だいなペンチを彷ほう彿ふつとさせる巨大バイスが、菜摘に影かげを落としていた。

「これはお仕置きですねえ」

「ひぃい……‼」




　その後、菜摘のこめかみはセレンの手（？）によって容よう赦しやなくぐりぐりされた。

「いだだだだ！　痛い、いたいってばセレンー！」

　陽ひの落ちたプログレス科、役員室前の廊下に誰だれもいないのは幸いだった。

「つぎから！　こんどからは気をつけるからーあーあーいだだだだだ！」

　およそ十数分という長きにわたり、犠ぎ牲せい者しやの悲鳴は響き続けたという。
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　敷しき地ちには、生徒無料／島民半額の看板を掲かかげたゲートが設けられ、比ひ較かく的てき良心的な値段の飲食店が併へい設せつされている。一体どこから湧わいたのか怪あやしげな屋台や露ろ天てん商しようもいるが、これはほとんどが青せい蘭らん学園の学生の出店だ。幸い青蘭島にナワバリを持った系の方々はいないので、見て見ぬふりをされている。

　娯ご楽らくはあってもイベントの少ない青蘭島で、ブルーミングバトルは「ちょっと暇ひまだから遊びがてら観みに行くか」「時々見かけるプログレスの子たちを応おう援えんしに行くか」という、地元密着型の興行と認にん識しきされている。

　イベントとして開催しているわけではないが、平日から休日まで開催されていると、いきおい観客もひっきりなしにやってくる。なので、どうしてもこういう商売が目立つのだった。主しゆ催さいのVLIWMブルームがいくら教育の一いつ環かんでありスポーツだと言い繕つくろっても、世にテキ屋とダフ屋のおっさんがいる限り、それはどうあがいても興行なのだ。

　ともあれ、そうした多数のお客さん達をさばくため、VLIWMブルームフィールドにはこれまた多数のスタッフと設営車しや輛りようや機材が常にスタンバイ状態でいる。ほぼ毎日繰くり広ひろげられる模も擬ぎ戦せん闘とうを、滞とどこおりなく消化するためだ。

　スポーツだろうがバトルだろうが、人が暴れれば何かが壊こわれる。とりわけプログレスは意味不明な特殊能力エクシードでもって好き放題やらかすので、その補修を一日でこなす彼らなくしてブルーミングバトルは成り立たない。救護班あり整備員ありスタジアムキーパーあり監かん視し員いんあり清せい掃そう員いんあり、チケットのもぎりから席誘ゆう導どうのアルバイト、民間研究所の出向職員に他世界の視察要員にいたるまで、たいていのメンツが揃そろっている。

　当たり前だが、こんな大規模施設を青蘭学園や学生が運営できるわけもなく、スタッフはすべてVLIWMブルームの職員だ。彼らはブルーミングバトルに仕事として関かかわっている。お客さんや観客生徒ののんびり加減とは裏腹に、彼らはどこかせわしない。特に救護班は常に殺気立っているが、これは生命に関わるものだから仕方がない。

　開放型施設の宿命か、天気が良ければ十分に一人は誰かが担かつぎ込まれてくる。施設内での処置が難しければ、常設の救急車まで関係者用の通路を緊きん急きゆう搬はん送そうしていくことも多い。

　なので、入場ゲートのお祭り気分にアテられて、わたあめだのヤキソバだのオープンサンドだのクラッシュアイスだのグレイビーチリビーンズだのをアホのように買いこんで、控え室にウキウキで向かったバトル参加者などはそのギャップに絶句することも多い。

　菜な摘つみのことである。




　控え室には、時おりうっすらとフィールドの歓かん声せいが聞こえてくる。一つしかないドアを出て、薄うす暗ぐらい屋内通路をまっすぐ行けば、すぐにフィールドに出てバトルが始められるという至し近きん距きよ離りだ。黄色い声も聞こえれば、悲鳴も聞こえる。日常ではありえない、なんらかのエネルギーが炸さく裂れつし、衝しよう突とつし、弾はじけるような破は壊かい音も。

　びりびりと、わずかに振しん動どうが伝わってくる。

　そんな控え室にしつらえられた折りたたみ式長机に、ビニール袋ぶくろが一つ、置いてある。

　わたあめとヤキソバとオープンサンドとクラッシュアイスとグレイビーソースのかかった豆がすべてのしがらみを解き放ち、中で渾こん然ぜん一体となっている。

「まあ、アタシはそれぐらい、別に構わないと思うんだけどね。アレでしょ？　そんな縁えん日にちみたいな食べ物持ったままバトル出るわけじゃないんでしょ？」

「はい……」

　他のみんなのぶんも、とアホほど食べ物を買いこんだ菜摘は、救護室の前を通った際に搬はん送そうストレッチャーと遭そう遇ぐうし、救護班にあっという間に押しのけられて抱かかえこんだビニール袋ごと壁へき面めんにクラッシュ、あえなく中身はジャンクになってしまったのだった。

　そうして、悲しい状態になってしまったビニール袋を片手にしょげかえった菜摘は、控え室に着くなりさらなる危機に追い込まれることになる。

「それより、アタシが気になってるのは菜摘のカッコなんだけど。フィールドで逃にげまくるってのはわかってたけど、もうちょっと他になかったの？」

「ううっ……」

「まさか体操服着ろなんて言わないよ。でもそれ、いつもの制服でしょ？　パンツ見えるよ？　あ、スパッツはいてるんだ。けどさ、他にあったでしょ。もっとマシなのが」

　菜摘以外のプログレスは、エウレカも、セレンも、椎しい名なも、完全装備だった。

　エウレカは、アンダーウェアの上に軽装の鎧よろい、そしてかたわらには優美な鞘さやに収まった両りよう刃ば剣けんを携たずさえている。これで羽根をあしらった兜かぶとでも加わればいわゆる戦乙女ヴアルキリーなのだが、エウレカのくすんだ赤の髪かみはいつも通りの編みこみだ。

「だだだって、他に運動着なんて部屋着のジャージしかなかったし……」

「でもナツミ、ジャージなら制服よりは動きやすいですよ？」

　セレンは見た感じ、何も持っていない。ただ、その服装は制服ではなくぴったりとしたスキンスーツだ。黄色いラインが入っているデザインに、どうやって着たのかわからないぐらい肌はだに密着した生き地じ。もしかしたら目を逸そらした方がいいのかと一いつ瞬しゆん臣しんは考えたが、当人は至って気にした様子がないので気にしないことにした。聞けば、このスーツだと戦せん闘とう中に「展開」しても破れないらしい。

「相そう殺さいフィールドがあるから破れたりはしないでしょうけど、汚よごれてしまったらクリーニングが大変だと思うわ。相手がどんな特殊能力エクシードかなんて、わからないのよ？」

　汚れたら洗うのが大変というわりに、椎名はえらくフリルの多いドレスをまとっていた。エンブレイスの魔ま女じよたちが好む服装は、たいていがリボンとフリルと丈たけの短いスカートというゴスロリタイプだが、椎名のものはごく質素な黒白のゴシックドレスだった。喪も服ふくと呼ぶには装そう飾しよくが多いが、ドレスというには装よそおいが足りない。これが女王代行エンブレイス・オフイサーの略式正装なのだそうな。細かい紋もん様ようの入った、背の丈より短いぐらいの錫しやく杖じようを抱えている。これが椎名の杖つえなのだろう。

　そんな三人の装いをどこか物欲しそうに見やりながら、菜摘の声がしぼんでいく。

「そ、そんなこと言ったって……」

　もそもそといじける姿に、何か事情があるのかと耳を寄せた三人に、菜摘は呟つぶやいた。

「やっぱり、ほら、ジャージのプログレスなんて、かっこ悪いし……」

「「「あ？」」」

「ごめんなさい調子に乗りました反省してます……」

　期せずして重なった三人の声に、菜摘はいとも簡単に折れた。みんなが体操服なのに一人だけ忘れました、みたいなつらさに人は弱い。

　のだが、そこで菜摘はいきなり「あ！」と声をあげ、道連れを探すかのようにあたりをきょろきょろと見回し始めた。

　そして、照明つき鏡の前でぼんやりしている臣の姿を指さして。

「ほ、ほらぁ！　あれ！　あたしだけじゃなくて、臣だって制服だし！　って、あれ？」

　同じ格好をした奴やつを引き合いに出せばこの針のムシロも少しは楽になるのではないか、という見えみえ姑こ息そくな菜摘の作戦は、間ま違ちがってはいなかった。

　臣は当然のように制服である。アンダーアーマーでもあれば着ていただろうが、残念なことに臣の私服はシャツいっちょである。袋ふくろ詰づめで送りこまれてからこっち、生活必ひつ需じゆ品ひんすらＡＴＭにおびえてろくに買っていない臣が、戦闘服など持っているわけはなかった。

　なのだが、臣が携えている杖のような棒のようなものが、菜摘の作戦を妨さまたげる。

「ね、ねえ臣、その棒なに？」

「これか？」

　なにと言われても、ヒロの調達してくれたウェイトスタッフである。女子寮りようの。変質者対策の。備品の。

　ぎろ、と椎名の視線が刺ささる中、そんなことはさすがに言えず、臣は口ごもる。

「フィールドに出ることがあるかも知れないから、一応用意した」

「わー……ねえ、ちょっと見せてもらっていい？」

「構わないが、重いぞ？」

　なんとなく、菜摘にそのまま持たせたら重さに驚おどろいて落とすような気がした。驚くだけならともかく、足の上に落とされてケガでもされたら目も当てられない。そんなわけで臣は、ゆるオオハシのカバーがついた先せん端たんを菜摘に向け、自分で持っておくことにした。

「あっこれ、ゲーセンのキャッチャーで見たことある！」

　菜摘は、オオハシのカバーをすぽんと引っこ抜ぬき、ヘッドウェイトがたいして面おも白しろみのない鉄球であることにがっかりしてから、カバーの方を凝ぎよう視しする。

　そうして菜摘は溶とけたオオハシの中に手を入れて、ハンドパペットのように「こんにちは！　僕ゆるハシ！」などと遊んでいると、ふいに「ぎょー」とオオハシが鳴いた。

「えっ。なにこれなにこれ！　臣、これ自分でゲットしたの？」

「いいところに気が付いた。こいつは、このあたりを押すとだな──」

「バトルの前だっていうのに、ずいぶんと楽しそうなことね！」

　どうにも聞いたことのある、抑よく揚ようアゲ調子の、こまっしゃくれた声がした。

　オオハシのカバーを手にした臣が振ふり返ると、控ひかえ室の入り口に見慣れた姿があった。

「それとも女王代行エンブレイス・オフイサーを引きこんだ余よ裕ゆうってところ？　バカにしないでほしいわね」

　アンリエッタだった。

　魔女にありがちなゴスロリだが、アンリエッタの衣い装しようは臣が見たことのある中でも、かなりもっさりしていた。気合いを入れすぎてフリルが花になっている。リボンもごてごてと大量にくっついており、フリルとリボンのモノクロキャベツ畑のようにも見える。悪くはないのだが、伝わってくる空回り感がすごかった。

　見ているだけで痛々しい、もといいたたまれないその姿に、臣は今日のブルーミングバトル予選会で当たるチーム名を思い出す。確か「チーム・永遠の夜の淑女エターナルナイトフオース」。

　淑女と書いてフォースと読ませるあたり、なかなか頭痛な魔女チームであることはわかっていたが、このアンリエッタが混ざっていたとは思わなかった。

　眉み間けんを揉もんでいる臣をよそに、椎名の姿を認めたアンリエッタはスカートの裾すそをつまんで、頭を下げた。

「女王代行エンブレイス・オフイサー、先日はありがとうございました。まさかまた、こんな形でお目見えするなんて思いもしなくて」

「え、ええ、アンリエッタ。お手て柔やわらかにお願いするわ」

「それと、これは個人的な意見ですが」

「……なにかしら？」

　小首をかしげた椎名にではなく、アンリエッタは菜摘を見つめて言い放った。

「このチームは、女王代行エンブレイス・オフイサーには不ふ釣つり合いだと思います」

「え……？」

「それに、あなたにはこの間、やめとけばって忠告したと思うんだけど。どうやら聞き入れてはもらえなかったようね！」

　ふふん、と肩かたをそびやかすアンリエッタに、臣は首をひねっていた。

　このアンリエッタ、この慌あわただしいバトルの前にわざわざ相手チームの控え室まで来て、椎名が菜摘のチームに入ったのが悔くやしい、と言いに来たのだろうか。

　だとしたら、すごい。ものすごく正々堂々とした八つ当たりだ。もしかしたらアンリエッタは魔女などよりも、騎き士しとかの方が向いてるのではあるまいか──

　そんなことを臣が考えているとはつゆ知らず、アンリエッタはびしり、と臣に指をつきつける。

「それに、そこのぬぼーっとした男にコンソールワークが務まるの？　見たところ武器も持参しているようだけれど、もしかしてシックネスに耐たえる自信がないんじゃない？」

「し、臣は……そう、作戦があって！　だから、あなたにそんなこと言われなくったって、えっと、だから……」

　アンリエッタの八つ当たりがこっちに向いたことで、菜摘がおろおろとしている。

　だがそんな風向きよりも、アンリエッタの口ぶりに、臣は考えこんでいた。

　シックネスに耐える自信？　そんなものあるわけない。やってみなくてはわからない。

　だが、やってみなくてもわかることはある。

「先せん輩ぱい二人に女王代行エンブレイス・オフイサーがいるからって、そんな程度で魔女四人の相手が務まるなんて思われたくないわね」

「そうか？」

　臣の声に、好き放題言っていたアンリエッタがぎょっとして口をつぐんだ。

「うちのチームが相手にならないなんて、決めつけるのはよくないな。なんとかかんとかのアンリエッタ」

「い、仄明き暁光イルミネス・ドーンよ！」

「そうか」

　はは──

　と。

　思わず笑ってしまっていたから、臣は気付かなかった。

　臣以外の、全員が凍こおりついていた。

　アンリエッタだけでなく、エウレカも、セレンも、椎名も、もちろん菜摘も、何があったのかと臣を凝視していた。アンリエッタはただ気け圧おされただけだったが、他の四人はまったく別の理由で、臣を見つめていた。

　彼女たちは、これまでの短い付き合いから、臣が地蔵のようなものだと思っている。

　わいわいと喋しやべっている彼女たちに囲まれていても、言葉少なくじっと聞いている。笑うときにも苦く笑しようがせいぜいで、いま、アンリエッタに向けたような笑い方はやれと言われても絶対にできないタイプ。

　臣が自ら挑ちよう発はつして、しかもその反応を、軽く笑い飛ばすなんて。

　よそ見しているうちに地蔵が動いた、にも等しい衝しよう撃げきに四人は息をのんでいた。

　──いったい、なぜ。

　ようやくのことで、なんとかアンリエッタが解かい凍とうされた。

「き、決まってるでしょ⁉　そんな棒っきれなんかいくら振り回したって、フィールドのプログレスだってケガ一つしないんだから！　特殊能力エクシードを伴ともなわない攻こう撃げきじゃコンソールへのダメージにはならないのよ！　いくらシックネスの耐たい性せいがあったって、それだけでバトルに勝てるなんて思わないことね！」

　まだ凍りついている四人と臣を訝いぶかりながら、アンリエッタは口早にまくしたてる。

「私はそれを言いにきただけ。それでは女王代行エンブレイス・オフイサー、失礼します」

　そう言い置いて、アンリエッタはつかつかと歩み去っていった。

　しん、と控え室が静まりかえる中、通路の向こう側から複数の女生徒の声と、アンリエッタの声が響ひびいてくる。あっすいませんセンパイ見た顔いたんでチョイ相手してただけっスよエンブレイスオフィサーとかいるんで無視できねっつーかいやマジっスよフカしじゃねースすぐ行くっス今日はよろしくお願いしまっス自分一番下したっ端ぱなんでここにいれるだけでも感激っス、といった内容を、アンリエッタはルビ付きのラメ語で話していた。

　どうやら、アンリエッタは既き存そんのチームに加わったばかりらしかった。

　あれでも、新入りの苦労があるようだ。

「ま、まあ、気にすることはないよ、菜摘」

　アンリエッタの声が聞こえなくなってから、エウレカが口を開いた。

「臣が言ってやった通りさ、やってみなくちゃわかんないわけだし！」

「アンリエッタ、ちょっとびっくりしてましたね」

　エウレカとセレンの言葉に、臣は、あれ、と思う。どうやらさっきのやりとりだと、自分がアンリエッタを追い返したことになるらしい。

　そうして、地蔵もとい臣がアンリエッタを笑い飛ばした衝撃から立ち直ったのか、菜摘がそろそろと近寄ってきた。

「あの……臣、ありがとう。あたし、言い合いになるとあんまり頭まわらなくって」

「そういや菜摘、あんた時々自分で言ってたことを忘れるクセがあるよね。あたしらは勝てない、なんて煽あおられて、なんで今さらオロオロしてんの？」

「……え？」

　横からエウレカに言われ、要領をえない菜摘にセレンが口を添そえた。

「このチームは、負けてもいいチーム、ですよ」

「それに、勝ってもいい」

「…………」

　臣のつっこみに、椎名が黙だまって頷うなずいている。

　臣をプログレス科に入れるためにチームに入った椎名は、負けてもいい、という部分にはなかなか同意できないが、勝つぶんにはまったく問題ないのだ。

「……うん。そうでした。もう忘れない」

　へへ、と頭をかきつつ、椎名はポケットに手をやって、なにかを取り出した。

　胸むな元もとに持っていって握にぎりしめ、ぐっと力を込こめる。

「ふぁいと、おー」

「なにそれ？　お守り？」

　エウレカに訊きかれ、菜摘は握りこんだ手のひらを開いてみせる。

　寮のものらしい鍵かぎにくっついて、まるまっこいギザ歯のキャラクターが雄お々おしくコブシを振り上げている。

　確か、最初に会ったときにも持っていたやつだったか、と臣は思い出した。

「うん。プチぷろのキーホルダー。こっち来る前に、妹がくれたの」

　言いつつ、キーホルダーをしまった菜摘は、自分に言い聞かせるように呟つぶやいていた。

「そうだった、そうだったよね」




「行けるところまで、行くんだから」




　　　　△　▽




　青空に太陽だけが取り残されたような、晴天の下。

　スタッフに呼び出されて向かった先のベンチを抜ぬけると、バトルフィールドだった。開放型のフィールドには、頭上に何もない青空が高く広がっていて、臣は落ち着かない気分にさせられる。なにしろ空が真っ青で光る玉がずっと浮ういてるのだ。青の世界の人々はなぜこの状じよう況きようが普ふ通つうだと思っているのか、臣にはいまだに理解できない。

　が、今日のところはそれどころではないので、脇わきに置いておく。

　合成音声が響き渡わたり、準備が整ったことを告げている。

『これよりブルーミングバトル予選会、第三試合の選手の呼び出しをいたします。向かって右側、チーム・ゴドー。護ご堂どう臣──』

　臣が想像していたよりも、会場はずっといい雰ふん囲い気きだった。

　観客席には、人の姿は多くない。なにしろ、平日には毎日ハイレベルなランク戦を開かい催さいしているのに、今日はその予選なのである。いくら休日とはいえ、今日見に来ているのは血ち湧わき肉にく躍おどる異能力バトルがお目当て、という観客ではない。

　ざっと見ても、フィールド近くで好きな場所を陣じん取どっている百人ほどの常連っぽい集団と、いかにも暇ひまつぶしで来た人々がまんべんなく上階席までちらほらしている程度だ。

　ずいぶんアットホームな空気のなか、おざなりなチーム紹しよう介かいが終わった。

　ぱらぱらとまばらな拍はく手しゆが降る中、臣たちはバトルフィールドとコンソールに向かう。

　四つあるバトルフィールドはどれも円形の石いし畳だたみで、周囲より腰こしぐらいの高さがあるもののそれほど広くない。室内球技のコートぐらいの大きさだから、よそ見して走ったりするとあっという間に落ちてしまいそうなものだが、そこはフィールドが保護してくれるのだそうな。よくよく見ると、石畳の縁ふちにはスリットが入っていて、その奥ではセレンの内部機構のような光がちかちかと明めい滅めつしている。

　そのフィールドのうち、二つが接するあたりに大きな箱形の囲いが見えた。あれがコンソールらしい。正面にはもう一つ同じコンソール。

　どうやらフィールドが四つというよりは、対たい峙じする二つのコンソールの両りよう脇わきに二つずつフィールドがある、というのが正しいようだ。プログレスが待機し、休きゆう憩けいするためのベンチもその周辺にある。

　臣はコンソールに近いベンチに向かい、ゆるオオハシのカバーごとウェイトスタッフを立てかける。

「じゃあ、臣！　がんばって！」

　同じくベンチに陣取った菜摘に声をかけられつつ、臣はコンソールの階段を上る。

　本当は、最初から運の良い菜摘がコンソールに入った方がいい。なのだが、確実に耐性のある臣とは違ちがい、菜摘の場合は耐えられるかどうかは様子を見てからにした方がいい、ということになったのだ。

　それにルール上、最初に配分されるランダマイザーは〈生徒証〉と〈承しよう認にん証〉が一枚ずつ、と決まっているらしかった。そこまで最悪の展開にはならないだろう、ということで、最初は臣がコンソールに入ることになった。

　階段を上る臣の目に、だんだんフィールドの全景があらわになる。コンソールはフィールドよりももう少しだけ高い位置にあるぶんだけ、見晴らしが良い。

　装備を抱かかえているぶん、エウレカやセレン、そして椎名がベンチに菜摘に遅おくれてスタンバイしたようだった。相手チームの永遠の夜の淑女エターナルナイトフオースの面々も、すっかり準備を終えている。

　どうやら永遠の夜の淑女エターナルナイトフオース、もっさりなのはアンリエッタだけではなかったらしい。遠目に見ても、ベンチの四人ともがモノクロのフリルとリボンでもこもこしていて、なるほど、と臣は思う。なにがなるほどかはさておき、なるほどだ。

　たどりついたコンソールは、思いのほか広かった。

　印象は、コミュニケーターに似ていた。机ぐらいの大きさで、表面はつるつるとした透とう明めいなパネルに覆おおわれている。［ プログレスフィールド ］やら［ キープフィールド ］という文字が、浮き出すように表示されている。机からはいくつかのサブディスプレイがアームで伸のび、ついたてのように動かせるようになっていた。

　座り心地ごこちのよさそうな大きな椅い子すに腰かけているうちに、臣はふと不安になってくる。

　このコンソールが、もう少しすると常人なら何分もいられなくなるような場所へと変へん貌ぼうするのだろうか。

　シックネス耐性などというのは、少し大おお袈げ裟さなのではないか。

『それではブルーミングバトル予選会、第三試合。全フィールドを展開します。バトルフィールドおよびコンソールの近くに人がいる場合は、すみやかに退去するよう指示して下さい──』

　そうして合成音声による警告が消え、しばらくたってから。

「うぉ……⁉」

　いきなり、ガツンと耳鳴りが来た。

　ぎんぎんぎんと両耳の奥から金属がこすれるような音が鳴り始め、間かん髪はつをいれず、横おう隔かく膜まくのあたりが引っぱられるような感覚に襲おそわれる。額には一いつ瞬しゆんにして脂あぶら汗あせが浮き、ぼとぼとと伝い始めた。眩暈めまいがして、椅子から立つことが難しい。口の中に苦い唾だ液えきが溜たまってきたが、喉のどの奥が動いてくれず、どうしても飲みこめない。

「臣！　臣、大だい丈じよう夫ぶ⁉」

　菜摘の声がどこからか聞こえてきて、臣はかろうじて手を挙げる。握りこぶしを作って開き、最後にもう一度ぐっと握って、無事をアピール。

　椅子があってよかった、と臣は心から思った。

　コンソールのひさしにあたる低い天てん井じようを見上げ、息を整える。

「……ふ……っ……ぐふ…………」

　横隔膜のあたりや喉の奥からせりあがってくる苦い塊かたまりをやりすごし、ぐるぐると回り続ける視界が治まるのを待つ。耐たい性せいがあるのにこれでは、耐性がなければ一体どうなるのか、臣には想像もつかない。

　だが、それでも、と臣は思う。

「……女王エンブレイスの、重力魔ま法ほうよりはましだ」

　その時、ぽーん、とコンソールから人を食ったような音がした。




［ 〈チーム・ゴドー〉ブルーミングバトル 開始スタート ］




　ご丁てい寧ねいに流れる合成音声と同じ表示が、コンソールに表示される。

　どうやら、いつまでも呼吸を整えているわけにはいかないようだった。

「くそ……」

　ようやく身を起こした臣の目の前で、コンソールの表示が流れ始める。

　それほど人のいない観客席から、ざわざわという喧けん噪そうが漏もれ聞こえる。コンソールワークを実際にやれるところまで耐たえた奴やつが出た、というのがトピックらしい。プログレスの平均記録は三ラウンドだが、男子生徒では八ラウンドまで耐えた最高記録がある、ただし最後まで平気な顔をしていた高たか端はた会長を除く、などという話が切れ切れに聞こえてくる。

　脂汗を制服の裾すそで拭ぬぐいながら、臣は思う。

「これが、例外酔いエクストラシツクネスか……」

　聞いたところだと、ダメージが入るとさらにきついシックネスに襲われるという。

　菜摘は、このシックネスに耐えられるんだろうか。

　ぽーん、と再び音がする。どうやらこれは、注意喚かん起きの指示音らしい。




［ 〈チーム・ゴドー〉第一ラウンド　レディターン ］

［ 〈チーム・ゴドー〉ランダマイザー　分配デイール ］




　合成音とともに、コンソール上の「ランダマイザーフィールド」という場所に、二枚のカードが現れた。３Ｄ表示されているが、不思議と浮いた感じはない。

　一枚はいつか見たピンク色の〈生徒証〉。その表面に、ちょっと緊きん張ちよう気味のエウレカの表情が表示されている。どうやら写真ではなく、いまそこにいる姿を映しているようだ。

　もう一枚は、見たことのない金色のカード。

　その表面の文字が〈承認証〉という意味だと『辞書』が教えてくれた。

　それと同時に、合成音とコンソールがすべきことを提示してくる。




［ 〈チーム・ゴドー〉は プログレスを 配置 してください ］

［ 〈チーム・ゴドー〉は 現在４ フィールド中 ０ プログレス を 展開 ］

［ 〈チーム・ゴドー〉は 対象プログレス 不在により 制限解除 は できません ］




　汗あせを拭ふいた後のぬめる指先で、臣はコンソールに表示されたピンクの〈生徒証〉を［ フィールド01 ］という領域に滑すべらせていく。手を離はなすと、ピンクの〈生徒証〉にはピカピカと点てん滅めつする枠フレームが現れ［ 承認条件：② ］という表示があらわれた。

　どうやら、エウレカにかかっている特殊能力エクシード制限を解除するには〈承認証〉が二枚必要だ、ということのようだ。

　そして臣は、同じように〈承認証〉をキープフィールドまで持っていく。

　ぽーん、というまぬけな指示音にも慣れてきた。




［ 〈チーム・ゴドー〉の プログレス 配置 を 終しゆう了りようしますか？　y/n］




　臣がｙを押すと、表示が消えた。

　間を置かずに、会場の合成音声がプログレスの移動を促うながす。

『チーム・ゴドーのエウレカ選手はフィールド01、永遠の夜の淑女エターナルナイトフオースの鮮紅の泉スカーレツトウイルミネルヴァ選手はフィールド03へ移動して下さい──』

　音声を聞いて、エウレカがぐるぐる腕うでを回しながらフィールドに上がった。

　鞘さやから両りよう刃ば剣けんを抜ぬき放ち、瞑めい目もくして、なにかをぶつぶつと呟つぶやいている。その腰こし元もとに、きらきらと光る緑色の輝かがやきを見つけて、臣はなるほどと思う。

　確かに水すい晶しようのような、透すき通った緑色の石だった。あれが緑硬石エメラルデイアらしい。あの〝水晶か何か〟を通して守護女め神がみに祈いのりを捧ささげることで、エウレカは魔法に似た力を剣けんに宿せるのだそうな。

　見る間に、エウレカの両刃剣がルビーの赤色の光を帯びていく。

　対する相手のミネルヴァは、これまたなにか呪じゆ文もんらしきものを唱えている。足元が赤く染まっているところを見ると、防ぼう御ぎよ型かもしれない、と臣は思う。好こう奇き心しん旺おう盛せいで自信過か剰じよう、身のほど知らずにブッこんでいくのが常の魔女にしては、珍めずらしいタイプだ。

「さて、どうなるかな」




［ 〈チーム・ゴドー〉第一ラウンド　バトルターン ］

［ 〈チーム・ゴドー〉戦闘開始フアイト ］




　　　　△　▽




　途と中ちゆうまで戦せん況きようは拮きつ抗こうしていた。

　第一ラウンドでフィールドに出たエウレカは早くも「祈り」でコンソールを叩たたいたが、すぐに相手の第二魔女漆黒の鉤爪ダークネスクロウがマッチングされた。自動配置とはいえ、さすがにフリーのフィールドを放置するということはないらしい。しかも漆黒の鉤爪ダークネスクロウは接近戦闘タイプで、エウレカはあらぬ方向から斬きりかかってくる鉤かぎ爪づめを「祈り」でさばききることに腐ふ心しんさせられる。１─０。

　その後、最初は何もしていなかった鮮紅の泉スカーレツトウイルが相次いで血色の矢を放ち始める。防御タイプではなく、魔法の準備に時間のかかるタイプだったらしい。臣に代わってコンソールに入った菜摘が「きもちわるい！」と叫さけびつつ、セレンを投入。お得意の「展開」で砲ほう塔とうを組み上げたセレンが精密射しや撃げきで矢を撃うち落とす。１─０。

　それからしばらくは双そう方ほうともに〈承認証〉によって特殊能力エクシード制限が解除され、エウレカの「祈り」と鮮紅の泉スカーレツトウイルの矢が鉤爪と射撃をかいくぐってコンソールを叩いた。しかし、菜摘がコンソールを脱だつ落らくし、コンソールを臣に代わったとたん、チーム・ゴドーの制限解除がぴたりと止まった。菜摘や臣の〈生徒証〉ばかりが配分されたためだ。この機に乗じたわけではないだろうが、第三の魔女秘されし轟雷シークレツトマインが出る。あっさりとコンソールが雷かみなりで打たれ、その上漆黒の鉤爪ダークネスクロウが制限解除された。２─３。

　だが、回復した菜摘がコンソールに入って状じよう況きようが一変する。ついに椎名の〈生徒証〉が回ってきて秘されし轟雷シークレツトマインとマッチアップした。椎名は制限解除などなくても魔法の対象を分割し、目の前の秘されし轟雷シークレツトマインを抑おさえこみつつ、吸収した雷で直接コンソールを叩く。連発は利きかないようだが、これで一方的に押し切られることはなくなった。３─３。

　この状況がしばらく続き、再び菜摘がコンソールから脱落、５─５になった時──

　ついに、四人目の魔女としてアンリエッタが出てしまった。




　召しよう喚かん術を使う魔女は、はたして魔女と呼べるのだろうか。

　そんなことを考えつつ、コンソールの臣はバトルターンを見つめている。

「我が命に応こたえよ、地獄の番狐ケルベロス・フオツクス‼」

　会場には、アンリエッタのあげる哄こう笑しようが響ひびきわたっていた。

　首が三つ尻尾しつぽが炎ほのおという狐きつねが召喚され、会場のどよめきを誘さそう。おそらく半分ぐらいは召喚術や召しよう喚かん獣じゆうへの驚おどろきだろうが、あとの半分は「犬じゃないのか……？」という疑問だと思われる。

「ガラ空きのフィールドにこの私、仄明き暁光イルミネス・ドーンのアンリエッタが降り立ったからには覚かく悟ごすることね！」

　一番下したっ端ぱのくせに、アンリエッタは自信満々である。

　確かに、アンリエッタの召喚術は見事だった。







[image: ]







　辺境で異種族をぶん殴なぐるのが生業なりわいだった臣ですら、地獄の狐などという生物は見たことはない。だが、アンリエッタが作り出した即そく席せきの『門ハイロウ』をくぐってきた地獄の狐の群れは、大挙してコンソールへと襲いかかり、あっちからもこっちからも炎を吐はき、バトルターンが終わるとどいつもこいつも威い厳げんたっぷりの決めポーズで異界へと帰って行った。

　そして次のターンになると、また群れで『門ハイロウ』をくぐってやってきて、炎を吐いては決めポーズで帰るのだ。

　あの決めポーズ二回で７─６というのがイラッとするが、それを除けば良い腕だった。

　魔法については多少の事では驚かない臣だが、ただ見ていただけでも、地獄の狐は他の魔女たちの攻こう撃げきとは手数が違ちがった。セレンやエウレカがマッチアップしても、ダメージを相そう殺さいできるかというと疑問だった。

　自前で魔法をちくちく二つに分けたり吸収したり、という椎名の方が、おそらく技術的には上なのだろう。だがアンリエッタの地獄の狐は、相手がいようといまいと毎ラウンドに一回コンソールに攻撃、という成果だけを見れば椎名と変わりない。いや、連発できるだけアンリエッタの召喚術の方が強力ではあった。

　臣はこれまでアンリエッタのことを、空を飛ぶぐらいが特技で薬草売りの田舎いなか未熟見習い魔女だと認にん識しきしていたが、さすがにそこまでではなかったようだ。まがりなりにも、エンブレイスから派は遣けんされてきただけのことはある。

　のだが。

「どうしたの？　もうこれでおしまいなのかしら？　そこにいるプログレスは、いつフィールドに出てくるの？　もっとも、その子に私を止められるとは思えないけど」

「うう……」

　アンリエッタの指し摘てきに、菜摘が力なくうめく。まだシックネスの影えい響きようが少し残っているようだ。プログレスなのにコンソールワークをしているところから、アンリエッタにも菜摘が戦力にならないことは見み抜ぬかれているようだった。

　アンリエッタには余よ裕ゆうが見えた。おそらく、あと一回自分が攻撃できれば勝ちだ、という自信がそうさせるのだろう。実際には、〈承認証〉が二枚あれば一回のコンソール攻撃は却下リジエクトできる。だからそう簡単には勝負は決まらないのだが、それにしても。

「私を止められるようなプログレスが出てくれれば、もっとハイレベルな魔ま法ほうを見せてあげてもいいんだけど……このままだと真の力を見せられないうちに終わっちゃいそうね」

　そんな魔法があるわけない、と臣は思う。

　通常、エンブレイスの魔女は複数の魔法を使いこなすことはあまりない。魔女の魔法は、魔女の好こう奇き心しんで支えられているからだ。一つの魔法に没ぼつ頭とうするあまり、やらかしてしまうのが魔女だからだ。

　賭かけたっていい。アンリエッタの魔法は、あの狐が一番強力なはずだ。アンリエッタの魔女としての興味は召喚魔法にあるからだ。狐よりもっと強力な召喚獣を呼び出せるなら、もっと早いラウンドで勝負が終わっていなくてはならない。

　きっと、アンリエッタは少しばかり、図に乗っているのだろう。

　魔女のことを知ってる奴やつがいない世界にやってきて、調子に乗っているのだ。

　そしてあと一回、このお調子者を喜ばせたら負けになるのだ。

　そうしたら、アンリエッタはさらに図に乗るのだろうか。

　エンブレイスの魔女の力を、大げさに、大おお仰ぎように触ふれ回ることになるのだろうか。

　あの女王エンブレイスの威い光こうを、広めることになるのだろうか。

　そんなことを考えているうちに、ゆるオオハシのカバーが臣の目に留まった。

　そのつぶらな瞳ひとみが、どうしようもなく──

　臣を、イラッとさせた。




［ 〈チーム・ゴドー〉第六ラウンド　インターバルターン ］




　ぽーん、というあの指示音が鳴り終わると、臣はコンソールを降りた。

　ベンチでは、椎名がウォーターボトルを傾かたむけ、エウレカがタオルで汗を拭ぬぐっている。セレンは、と見回せば、どこから用意したのかバケツの水に両足を突つっこんでいた。オーバーヒートではなく、ただそうすると気持ちがいい、ということなので臣はほっとする。

　そして、菜摘は濡ぬれタオルを目元にのせて、ベンチで横になっていた。

　あらかじめ予想していた通り、菜摘へのシックネスはかなり負荷が高かった。二ラウンドをコンソールで頑がん張ばって二ラウンド休きゆう憩けい、というのが精せい一いつ杯ぱいで、それですら限界に近い。

「菜摘。あと一回、コンソールをやれるか？」

「あ……う、うん！　もうずいぶん休んだから、たぶん、なんとか！」

　声をかけたとたんにがばっと起き上がる菜摘だが、その顔色は悪い。

　そんな菜摘の頭をポンポンと軽く叩き、臣は告げる。

「それじゃ悪いが、次のラウンドが来たら俺をアンリエッタにぶつけてくれ。そうしたら、あとは配分されてきた〈承認証〉で、できる限り却下リジエクトだ」

「え……臣が、フィールドに出るの？」

「すまん。引きが悪かった。今キープしてるのは〈生徒証〉だけだ。次のラウンドで運良く〈承認証〉が二枚来ても、特殊能力エクシード制限が解除できるのはエウレカかセレンのどっちかだ。椎名の直接攻撃があっても一点足りない。却下リジエクトを続けるにしても、菜摘がコンソールを降りるまでだ。俺じゃ〈承認証〉は引けない。あいつを止められなければ負けだ」

　臣が指さした先で休憩しているアンリエッタを、菜摘は悔くやしそうに見つめている。

「だからこの際コンソールワークは放ほう棄きして、アンリエッタを止める方に賭ける。それができれば、その間に椎名が向こうのコンソールを叩ききるはずだ」

「で、でも臣、あの人の出してくる狐、何十匹ぴきもいるよ……」

「逃にげまくれば可能性はある。そう言ったのは菜摘だろう」

　ベンチに立てかけていたウェイトスタッフからゆるオオハシのカバーを外し、臣は菜摘に渡わたした。ぎょ、と軽く鳴いたカバーに、ふと菜摘の表情が緩ゆるむ。

「安心しろ。フィールドでは、ケガすることはないんだろう？」

「わ、わかった……でも臣、無茶しないでね！」

「任せておけ」

　インターバルが終わり、コンソールへ上がる菜摘が落ちたりしないかと見上げてから、臣は身長ほどもあるウェイトスタッフを支えに、軽く身体からだを動かし始める。

　ぽーん、とその背後で、あの指示音がした。




［ 〈チーム・ゴドー〉第七ラウンド　レディターン ］




　　　　△　▽




『チーム・ゴドーの護堂臣選手はフィールド04へ移動して下さい──』




　フィールドに上がった臣の姿を認めると、アンリエッタは表情を硬かたくした。

「また会ったな」

「……どういうことなの？」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、アンリエッタは菜摘のいるコンソールと臣を見比べている。

「あの子じゃなくて、あなたが最後に出てくるなんて……」

　どうやらアンリエッタは、仮にもプログレス推すい薦せんの菜摘ではなく、ただ棒っきれを持った男が出てきたことが面おも白しろくないようだった。

「特殊能力エクシードがないと、攻撃したことにはならないって言ったはずよ。少しでも強力な特殊能力エクシードのある方をフィールドに出すべきなのに……勝負を捨てるつもりなの？」

「一つ気になっていたことがあってな。その確認に来た」

　言いつつ、ウェイトスタッフの七分あたりと終しゆう端たんとを、臣は握にぎりこむ。身長ほどの鉄棒、それも先せん端たんに鉄球がついた得え物ものにしては少々長く持ちすぎなのだが、臣にはこれぐらいがちょうどいい。その足元が、軸じく足あしを中心にぷらぷらとウォーミングアップを始める。力を抜ぬいて、まるで小さい子供が遊んでいるかのように、臣は足を緩ませる。

　そしてアンリエッタは、まだ気付かない。

　いつもは平へい坦たんな臣の口元が、少し、持ち上がり始めている。

「……気になっていたこと？」

「こんな棒っきれでは、フィールドのプログレスにはダメージがないそうだな」

「ええ、そうよ。たとえどんな魔法でも、爆ばく発はつ物ぶつでも、プログレスには傷一つつかない」

「じゃあ、あの召喚獣はどうなんだ？」

「……えっ？」

「要するにだ」




［ 〈チーム・ゴドー〉第七ラウンド　バトルターン ］

［ 〈チーム・ゴドー〉戦闘開始フアイト ］




「あの地じ獄ごくの狐きつねとやらをぶん殴れば、どうなるんだ？」

　アンリエッタが気付いたのは、少しだけ遅おそかった。

　ぽーん、というバトル開始の宣告とともに、臣の口元が、ぎたりと歪ゆがむ。

　その瞬しゆん間かん、臣を中心にウェイトスタッフがぶおん、と唸うなり始めた。単純な円運動ではなく、ウェイトスタッフはコマのようにジンバルしながらあっという間に速度を上げる。

　そして、コマと決定的に違うのは、その足元があっという間にアンリエッタとの距きよ離りを縮めてくるところだった。

　アンリエッタの叫さけびが、臣の速さと、彼女の余裕のなさを端たん的てきにあらわしていた。

「地獄の番狐フオツクス‼」

「……ふっ‼」

　召しよう喚かん魔法によってかろうじて臣とアンリエッタの間に出現した『門ハイロウ』から、いくつもの鼻先と鎌かま首くびじみた舌先がぞろりと顔を覗のぞかせたその時を、臣は逃のがさなかった。

　ワイバーンの鱗うろこすらこじ開ける膂りよ力りよくと質量と円運動が蓄たくわえた破は滅めつ的なエネルギーが、本来は戦闘龍種ウオードラゴンにでもぶつけられるべきめちゃくちゃな回転力を維い持じしたまま、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も、アンリエッタの代わりになった『門ハイロウ』の出口へとブチこまれた。

　あぎぃやぉあああぉうおあぎぃぃええぃあお、と身の毛もよだつような悲鳴をあげて、何十匹もの炎ほのおをまとった狐がフィールドの石いし畳だたみに片かたっ端ぱしから叩きつけられる。

　狐の炎なのかそれとも摩ま擦さつ熱なのか、ウェイトスタッフの鉄球には獣じゆう脂しの焦こげ臭くさいにおいと、もはや原形をとどめていない毛皮のようなものがちぎれ、貼はりついては、次々に落ちていく。石畳を灼やき、断だん末まつ魔まの叫びと臭においだけを残して、狐だったものが消えていく。

「魔法仕じ掛かけの狐にしては、良くできてるな」

　召喚獣というものに実体があるのかないのか、難しいことは臣は知らない。

　だが、とりあえず一発目の狐で手て応ごたえがあったので、臣はそれ以後『門ハイロウ』から出てくる狐を全部殴なぐり飛ばすことにしたのだった。

　三つ首で炎を吐はく狐、という存在の断末魔など臣は初めて聞いたが、首が三つだろうと一つだろうと犬だろうと狐だろうと、こういうものはだいたいにおいて変わらない。

　そうして、最後の狐の一いつ匹ぴきが哀あわれにおぎぇあおぎあごぎあおおぉぉぉ…………と消えていくのを見届けた臣は、はは──と喉のどの奥で嗤わらう。

「いい声で啼なくじゃないか」




　気が付くと、しん、と会場が静まりかえっていた。

　ただ、エウレカがヒュゥと口笛を吹ふき、セレンは「展開」中にもかかわらずぱちぱちと拍はく手しゆして、椎名は苦々しげな表情を浮うかべていた。菜摘の姿はまだコンソールにあるようだったが、臣の位置からではその表情はよく見えない。

　そうそう。

　フィールドの隅すみっこでは、アンリエッタが震ふるえている。




　　　　△　▽




　とはいえ。

　青の世界の一いつ般ぱん人ではあるまいし、仮にもアンリエッタは魔女である。

　自じ慢まんの召喚獣を根こそぎ潰つぶされようとも、三分間もぷるぷる震えてその上一分間のインターバルの間に頭でも冷やせば、なんとか復活するのだった。

　文句をつける先がちょっと方ほう向こう違ちがいなことぐらいは、大目に見てあげたい。

「ちょっと運営‼　アイツおかしいってば！　ルール上なにも問題ありませんって、そんなわけないじゃない！　だってアイツ、人間じゃない動きしてるもの‼」

「おい、どこに行く気だ。まだ試合は終わってないだろう」

　VLIWMブルームのスタッフに必死で訴うつたえているアンリエッタだが、残念なことにまだ第八ターンの最中であり、コンソールで自動決定された以上はフィールドで戦わなければならない、といったことを逆に説明されている。

　なのだが、焼け焦げたウェイトスタッフを担かついだ臣がフィールドから声をかけても、アンリエッタはなかなかフィールドに上がろうとしない。

　涙なみだ目めで、まだちょっとぷるぷる震えたまま、ゴスロリをもさもささせて怒ど鳴なる。

「な、なんなの、あんたほんとに人間⁉」

「もちろんだ」

　くくく、と歪んだ笑えみを向ける臣に、アンリエッタがまたぷるぷるする。

　そんな様子を眺ながめつつ、バトル開始待ちのエウレカが隣となりのフィールドの椎名に訊きいた。

「……ねー椎名。臣ってもしかして、実戦になると人が変わるの？」

「確かに、そういうところはあります」

　そう答えている椎名だが、その様子には落ち着きがなく、ちら、ちら、と臣の様子を窺うかがっている。

「いや、そういうところはありますじゃなくてさ、絶対おかしいってあれ。ねーセレン」

「おかしくはないですよ？」

　いったいなにがそれほど嬉うれしいのか、セレンはさっきから機き嫌げんがいい。

「悪い顔をしてますねえ♪」

　きゅいんきゅいん、と自前の砲ほう塔とうを「展開」しつつ、臣の動きを横目で追って、セレンはいつものふわふわした笑顔をほんの少しだけ歪めてみせた。

　臣の真似まねをしているらしい。

「きっと、あれがシンの中身なんですよ」




［〈チーム・ゴドー〉第八ラウンド　バトルターン ］

［〈チーム・ゴドー〉戦闘開始フアイト ］




　ぽーん、と指示音が急せかしてくる。

　そうこうしている間に、アンリエッタがしぶしぶフィールドに上がった。まだちょっと、その足元は震えている。残り三つのフィールドでは、早くも爪つめと剣けんが打ち合い、矢とミサイルが交こう錯さくし、雷らい鳴めいが跳はね返される。

　そんなアンリエッタに、臣はこれまでと変わらない調子で声をかけた。

「おい」

「な、なによ……？」

「そういえばホウキはどうした？　あれがないのが敗因だったな」

「……ホウキ？　ホウキがなんなの？」

　訝しげなアンリエッタに、臣は訥とつ々とつと思いついたことを伝える。

「空を飛んで、俺の手の届かないところからコンソールに魔法でも撃うてばよかったんだ。そうすれば、お前たちの勝ちだった。いくら攻こう撃げきされても危険がない、なんてことを真に受けるべきじゃなかった」

　いや、変わらない、ということはないのかもしれない。

　臣の口数は、いつもよりも明らかに多い。

「ダメージがないからといって、戦いにまったく影えい響きようがないとは限らないだろう。いくら痛くなくとも、炎で髪かみが焦げるかもしれない。光で目が眩くらむこともある。なら、ハンマーで殴られたらどうだ。ゴミ屑くずのように吹き飛ばされながら、魔法が撃てると思うか？」

　そう言って笑った臣の表情に、ふたたびアンリエッタが一歩後じさる。

　魔女の魔法は、万ばん能のうではない。そうでなくては、改良や研究に没ぼつ頭とうするはずがない。それはどこか手品や奇き術じゆつにも似ている。タネがなくてはできないのが魔法なのだ。

　召喚獣がいなければ、召喚することなどできはしない。

「お前にそんな芸当ができるのか？」

「そ、そんなこと、やってみないとわからないわよ！」

「俺もそう言った。決めつけるな、と忠告したはずだ、仄明き暁光イルミネス・ドーン」

　こんなはずではなかった、とアンリエッタは思う。エンブレイスを出る前にも、そう思っていた。こんなはずではない。

　自分の居場所はここではない。魔法が日常の力などではなく、街角で年老おいた祖母に小言をいわれながら、ひからびた薬草を日がな一日ひさぐような扱あつかいではなく、もっと輝かがやける場所があるはずだ。研究と実験と研けん鑽さんに没頭する魔女を褒ほめ称たたえてくれるような、魔女がもっとありがたがられる場所が、きっとどこかにあるはずだ。

　狭せまいせまいわずかな募ぼ集しゆう枠わくをくぐり抜ぬけ、ようやく『門ハイロウ』を越こえてきたというのに。

　こんなはずではなかったのに。

「俺の攻撃ではダメージにならないらしいが、お前に攻撃されると困るんでな。せいぜい邪じや魔まをさせてもらうぞ」

　目の前の、ただ重いだけの棒っきれを担いだ男の意味不明な迫はく力りよくに、アンリエッタは泣きそうになった。

「甘く見たな、仄明き暁光イルミネス・ドーン」

　なりながら、それでもアンリエッタは魔女だった。召喚魔法がなくたって、記き憶おくの中の道具箱を必死にひっくり返していた。ひからびた薬局の、どこにでもありふれた、小言しかいわない祖母にだって自じ慢まん話ばなしの一つや二つはあるのだ。

　ハイレベルではないけれど。

「……それは、お互たがい様じゃない！」

　震える足で、アンリエッタは臣に駆かけよる。殴られながら魔法はできない。

　なら、その前にやるしかないのだ。

　ハンマーを始動させる寸前の、臣の横顔を、アンリエッタの平手が思い切り張り飛ばす。

　古典的な炎の魔法が、ドン！　と臣の耳元近くで炸さく裂れつした。

　並の翼竜ワイバーン程度ならそれだけで吹き飛ばせそうな火柱が、相そう殺さいフィールドの見えない壁かべ一面に叩きつけられ、その様子を目で追った椎名が思わず声をあげた。

「兄さん⁉」




　魔法の炎は油でも注がれたかのように、しばらく臣の周囲で燃え続けた。熱さもなく、痛みもないが、長時間続くと時々息苦しい。これが相殺フィールドとかいうプログレス保護機能らしい。

「なるほど。確かにダメージはないようだ」

　ごうごうと燃えさかる火か炎えんの中、会場が騒そう然ぜんとしているのが臣の耳にも届いた。

　椎名が叫さけんだ声も聞こえていた。

　臣の正体がバレるのを一番懸け念ねんしていたはずなのに、自分でバラしてしまうとは。頭を抱かかえている椎名の姿が目に浮かぶようだった。

　やっぱり義妹いもうとは、実のところあんまり成長してないのかもしれない、と臣は思う。

　そうこうしているうちに炎が消えた。

　フィールドの端はしまで吹き飛ばされていた臣は、よっ、と起き上がり、足元に転がったウェイトスタッフを拾い上げつつアンリエッタへと歩み寄る。

「なかなかハイレベルだったな、仄明き暁光イルミネス・ドーン」

「……とっておきだったのよ。もう、次はないわ……⁉」

　悔くやしそうに見上げたくりんくりん頭の魔女は、自分を見やる臣の様子に驚おどろいていた。

「いい判断だ。悪くない。だが、この魔法はダメージ扱いにはならないだろうな」

　アンリエッタのありったけの魔力をこめた爆ばく炎えんが直撃したにもかかわらず、臣は、髪の毛の先すら焦こげていなかった。

「どういうこと……⁉　相殺フィールドがあっても、少しは通るはずなのに……」

「どうも生まれつき、俺には魔法の類たぐいが効きにくいらしくてな。おかげで大おお怪け我がをすると治ち癒ゆの魔法をかけるのも一苦労だ」

　独りごちている臣を横目に、アンリエッタは思い出したかのように隣のフィールドの椎名を見やる。兄さん、という叫びは、アンリエッタにも届いていたのだ。

「このぐらいの魔法なら、ほとんど効かない」

「……あなた、エンブレイスの出身だったのね」

「ああ」

　どこか納なつ得とくのいったようなアンリエッタに、臣はふと、世話役のじいさんが見ていた時代劇とかいう番組を思い出す。最初の頃ころは言葉を覚えるために観みていたから、臣も結構、内容を覚えているのだ。

　その時代劇では、今の自分みたいな笑い方をする奴やつがよく口にする台詞せりふがあった。

「そうだ、知っているか、仄明き暁光イルミネス・ドーン。この世界には、こういう言葉があるそうだ」

「な、なに……？」

「〝知られたからには、生かしてはおけん〟」

　その時うかんだ臣の笑え顔がおに、身の危険を感じたのだろうか。それとも、臣が再びゆっくりと始動させたハンマーの唸うなりに、怖おそれをなしたのか。

　隣のフィールドに向けて懇こん願がんするように、アンリエッタが椎名を呼ぶ。

「あ、あのっ女王代行エンブレイス・オフイサー⁉　あの方、お兄さんなんですよね⁉」

「……ごめんなさい、アンリエッタ」

　おびえるアンリエッタを怖こわがらせるかのように、徐じよ々じよにスピードをあげるハンマーを見やり、椎名はそっと目を伏ふせた。

「戦せん闘とう中の兄さんは、いつにも増して察しが悪いの」

「っっきゃあああああああああ⁉」

　騒然としたままの会場に、アンリエッタの恐きよう怖ふの声がこだました。




　　　　△　▽




　コンソールの菜摘は、吐はき気けと頭痛に耐たえていた。耳鳴りもするし、冷ひや汗あせも止まらない。早くここを出ないと、本当に倒たおれそうだった。

　だが、菜摘の足は動かない。

　コンソール上の［ フィールド04 ］を見つめたまま、菜摘はずっと動けないでいる。

　そこに配置されているのは、なんの変へん哲てつもない〈生徒証〉だ。自分の手で置いたのだから間ま違ちがいなかった。自分のものと同じグレーのデザインで、その表面には、いつもよりちょっと意地の悪い笑みを浮うかべた臣がリアルタイムで表示されている。

　ピカピカした枠わくの上には、３Ｄ表示。





［ 承しよう認にん条件：⑤ ］






　何度かコンソールワークをこなした菜摘にはわかる。

　これは、プログレスの特殊能力エクシード制限を解除する条件だ。

　その意味するところを、菜摘はすぐには理解できなかった。だから、自分自身に言い聞かせるように、呟つぶやいてみた。

「これって、臣に、特殊能力エクシードがあるってこと……？」

　でもそれって変じゃないかな、と菜摘は思う。

　なぜなら臣は一いつ般ぱん科への編入で、プログレス推すい薦せんも持ってない。エウレカのような〝祈いのり〟も、セレンのような「展開」も、椎名やアンリエッタみたいな魔法も使ってないし。重たそうな棒を振ふり回してアンリエッタの召しよう喚かん獣じゆうをやっつけてしまったけれど、それは、ただ臣がとんでもなく強かっただけだ。ブルーミングバトルでは物理攻こう撃げきは無効だから、それはプログレスの持つ特殊能力エクシードとは違うと思う。

　でも、臣が炎に包まれたとき。

　思わず椎名があげた悲鳴のような声が、菜摘の耳から離はなれない。

「兄さん、って……？」

　その意味するところも、菜摘は、すぐには理解できなかった。

　それを、今もこうして少しずつ、飲みこもうとしている。

「……臣と椎名さんは、兄妹きようだいってこと……？」

「……っていうことは、臣は、エンブレイス出身ってこと……？」

　だが、その疑問もすぐに尽つきる。

　だから菜摘は、その事実だけを転がし続ける。

「じゃあ、臣は……」

「臣は、最初から……」

「プログレスだったの……？」

　ぽーん、とコンソールから音がしても、菜摘はしばらく気付かなかった。




［ 〈チーム・ゴドー〉ブルーミング・バトル 終了 ］

［ 〈チーム・ゴドー〉の 勝利 です ］







［ 〈チーム・ゴドー〉お疲つかれ様でした ］








（続）
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　あとがき







　異い世せ界かい、という響ひびきは美しいですね。

　なにしろ異世界は読んで字のごとく、この世界とは異なる世界です。変わりばえのしない日々を、死んだマグロのような目で過ごしている向きにはそれだけでたまらん。かくいう僕も「お、オラにもその見たことない世界っちゅうとこを、ちょこっとだけでも拝ませて欲しいズラ……」とすがるような面持ちで、異世界ファンタジーを漁あさっておりました。

　南の島、という響きもこれまた美しいですね。

　だいたい大おお海うな原ばらの遥はるか彼方かなたにぽつんとある、という時点でほとんど異世界に近い。たまらん。お、オラにもその南の島っちゅうとこを拝ませて欲しいズラ。

　学園都市、という響きも（中略）ズラ。以下、異能力バトルとか、ある日上空に異世界への門が開いたとか、まあ世にはいろいろと美しい物語のギミックがあるわけです。

　が、不思議なことに、こうしたギミックは一定量を超こえてぶちこまれると、とたんに一つひとつの美しさがなりを潜ひそめて、えもいわれぬ別の「なにか」へと変へん貌ぼうを遂とげてしまう、ということがあるようです。クセの強いエスニック系のスパイスをなんとなく配合していったらどれも最終的にはカレーっぽくなるような、そんな感じ。




　そんなガラムマサラめいた本書「プログレス・イヴ」は、富士見書しよ房ぼうさんとメディアファクトリーさんの共同プロジェクト「アンジュ・ヴィエルジュ」というトレーディングカードゲームの舞ぶ台たいを下した敷じきにしています。スピーディーな展開と奥の深さを併あわせ持もったシステム。加えて、可愛い女の子しか出てこない潔いさぎよさ。ご理解のある向きは、本書と同月にスターターデッキと第一章のブースターが発売になっておりますので、是ぜ非ひお手にとっていただければ幸い。




　あ、そうだご挨あい拶さつ。初めまして。海み羽わ超ちよう史し郎ろうです。よろしくお願いします。

　初めましてでない方、また懲こりずによろしくお願いします。

　次は意外と早く出るはずです。





海羽超史郎　












プログレス・イヴ１




Ange Chronicle Side:BLACK








海み羽わ超ちよう史し郎ろう
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